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部活動と人

企画・編集：特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会

ワクワクを共存できる関係を築く

高志保博孝 一般社団法人サトヤマカイギ 代表理事
株式会社スマートホテルソリューションズ代表取締役社長
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読んで学べる実技レッスン
全員練習「スケール編」
アンサンブル向上委員会
ロック解体新書
ロックな楽典

ライブ本番までに
済ませておきたい



軽音楽部の諸活動を通して、若い人材を育てる

①軽音楽部の学校内外における認知向上を図る
②社会や地域貢献を視野に入れた部活動の提案
③生徒による自主自立した部活動運営の支援

　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が軽音楽を通して様々なことを学んでい

ます。それは軽音楽部の「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、「コミュニケー

ション（意思伝達）」「クリエイティビティ（創造力）」「チームワーク（協働）」「エンターテイメント（顧

客満足）」といった社会で必要とされるスキルを育てることができる部活動であると認知されてきたから

だと思います。

　私たちは、支援活動を推進するには公平性と中立性を保ちながら、情報公開を通じて広く一般の方の

賛同を得ることができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、当協会を設立しました。

これまでにも、情報誌の発行、大会や合同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生徒や顧問への

各種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行ってきました。今後も不特定、かつ多

数の公益に寄与しながら、軽音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。

ご支援いただいている特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）

株式会社ミュージックネットワーク
公益財団法人かけはし芸術文化振興財団
一般社団法人サトヤマカイギ
大阪音楽大学
名古屋芸術大学
宝塚大学
日本工学院専門学校
専門学校ESPエンタテインメント東京
専門学校東京ビジュアルアーツ
専門学校名古屋ビジュアルアーツ

ミッション

ビジョン

■1,000円から
　 寄付ができます

■法人の方は賛助会員
　の項をご覧ください

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

ビジュアルアーツ専門学校
名古屋スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
ギブソン・ブランズ・ジャパン株式会社
フェンダーミュージック株式会社
有限会社エムエージー
Ableton 株式会社
株式会社トップトラベルサービス
株式会社福々家
株式会社サウンドハウス
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浜松学芸中学校・高等学校 ポピュラー音楽部（静岡県）

第7回 高等学校軽音楽コンテスト中部大会 準グランプリ「Someiro Days」

2002年創部。日頃は、高校軽音楽部対象の大会へ参加するほか、文化祭や学内演奏会、
地域の音楽祭などで演奏しています。部員が主体となって活動すること、他者に対して敬
意をもつことを大切にしています。最近では、オリジナル曲の制作に取り組むバンドが
徐々に増えてきています。部活動では、ステージに立つことに加えて、音響や照明・広報
など活動をサポートする作業も含め、活動の一環としてとらえています。

今回は準グランプリという賞をいただくことができてとても光栄に思います。前回の中部
大会では奨励賞をいただくことができましたが、悔しい思いもありました。再度の挑戦を
評価していただきありがとうございます。残りの活動期間は少ないですが、メンバーみん
なで楽しいことをたくさんできればいいなと思います。本当にありがとうございました。
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　社会活動が日常を取り戻しつつあり、軽音楽部の活動もそれ

に合わせて活発になってきています。当協会でも各地でセミナー

や合同演奏会を開催しています。そんな中で感じるものの１つ

に「練習内容」があります。「練習」と一言で言っても、実は「個

人の練習」や「バンドの練習」もあり、それ以外にも「ライブ

に向けた練習」もあります。それぞれの目的にマッチした練習

の方法や内容があり、それらを意識することで効率的、効果的

に楽器の演奏スキルが上達したり、バンドとしてのまとまりが

良くなり、ライブでの表現力を高めることができるようになり

ます。「個人練習」が十分にできていない状態で「バンド練習」

をしても効率は悪く、「バンド練習」が十分にできていない状態

で「ライブ練習」をしてもまとまりません。もちろん、みんな

で音を出すだけでも楽しいと思いますが、部活動の目的は楽し

むことではありません。運動部…例えば、野球部を例にしましょ

う。キャッチボールをしたり、バッティングをしたり、フライ

を捕ったり、ゴロを拾ったり、ノックをしたりという「個人練

習（基礎練習）」でスキルアップをしないで、いくら試合をして

も、チームとしてはなかなか上達しません。基礎体力をつける

ためのランニング、グラウンドの整備、ピッチャーの投球練習

やバッターの打球練習などなど…そう考えると、普段の野球部

は「個人やパートの練習しかしていない」と思えてきます。軽

音楽部にとっての「バンド練習」や「ライブ練習」は野球部の「練

習試合」と言えます。軽音楽部では逆に、「練習試合」を繰り返

す日常になっていないでしょうか。「個人練習」や「パート練習」

は野球部で言う基礎体力の強化に相当すると置き換えると、軽

音楽部でも部員全員でスケール練習、リズム練習や発声練習を

してみる価値はあるのではないでしょうか。

　また、野球部では次の試合に出るメンバー以外は練習しない

…なんてことはありません。そういう意味では、「今日はバンド

で音出しができないから帰宅する」という発想は野球部にはな

いでしょう。何もかもを文化部と運動部で同期させようとは言

いませんが、同じ「部活動」という視点で軽音楽部を見直して

みると、日々の練習の方法や内容に工夫できる部分があるので

はないかと思います。バンド単位での勝ち負けではなく、部活

動としての活動を目指すのであれば、運動部から学ぶことは少

なくありません。一度、周囲の部活動を見渡してみることも大

切かもしれません。

　では、また次号で…。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長
日本部活動学会（JASECA） 理事
株式会社ミュージックネットワーク 代表取締役
mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani YouTube

チャンネル
軽音協 軽音楽部Magazine

VOL.64 電子版

編集長　三谷佳之

令和5年8月発行 VOL.65 ◎サウンドチェックの作法

特集次号予告

（仮）

From Chief-In-Editor

「練習内容」を考えてみよう



イベント・カレンダー 特定非営利活動法人（NPO法人）

全国学校軽音楽部協会
info@keionkyo.org

軽音楽部に関する基礎知識や実技を一挙に学べる

K E I O N G A K U B U S E M I N A R

K E I O N G O D O E N S O U K A I

練習の成果を発表し、他校からも学べる練習試合

第3回 関東大会

第8回 中部大会

第13回 愛知県大会

第6回 近畿北陸大会

8/24（木） 東京都

8/2（水） 愛知県

7/30（日） 京都府

8/1（火） 愛知県

高等学校軽音楽コンテスト

2,040校に
無料配布中！

公式LINE
アカウント

本誌に関する
ご意見ご感想

参加希望と
バックナンバー

本誌を配布希望の軽音楽系部活
動様は、お手数ですが、軽音協
事務局までご連絡ください。
TEL  045-913-0901
MAIL  info@keionkyo.org

本誌発行やイベント・カレン
ダーに掲載の情報をリアルタイ
ムで入手できるように軽音協の
公式アカウントに友達申請を
行ってください。

セミナー／イベントに参加希望
の場合は、顧問の先生を経由し
て参加してください。また、本
誌のバックナンバーは軽音協の
ホームページにあります。

本誌に関するご意見、ご感想、
ご質問、取り上げて欲しいテー
マ、お悩み相談、イベント案内な
ど、軽音楽系部活動に関する各
種情報は軽音協事務局まで…。

大阪府7/16（日） 大阪音楽大学

昭和音楽大学神奈川県7/23（日）

パート別レッスン、バンドクリニックなど

パート別レッスン、バンドクリニックなど

京都府7/15（土） 舞鶴赤れんがパーク（舞鶴市）

石川県8/25（金）～27（日）
林西寺（白山／白峰地区）

GarageBand 講座

富山県立富山工業高等学校富山県8/3（木）

5　　軽音楽部Magazine VOL.64 ｜ JUL・2023



6　　軽音楽部Magazine VOL.64 ｜ JUL・2023

■北海道 --------------------------------------------------------------------------------------
6187	 旭川市	 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190	 旭川市	 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239	 旭川市	 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240	 旭川市	 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233	 虻田郡	 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246	 伊達市	 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465	 磯谷郡	 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221	 河西郡	 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259	 岩見沢市	 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350	 空知郡	 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
9516	 釧路市	 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266	 釧路市	 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281	 厚岸郡	 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450	 厚岸郡	 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186	 江別市	 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287	 根室市	 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197	 札幌市	 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199	 札幌市	 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201	 札幌市	 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203	 札幌市	 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292	 札幌市	 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321	 札幌市	 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218	 札幌市	 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455	 札幌市	 北海道芸術高等学校 軽音部
6303	 札幌市	 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296	 札幌市	 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300	 札幌市	 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305	 札幌市	 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308	 札幌市	 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312	 札幌市	 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313	 札幌市	 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316	 札幌市	 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320	 札幌市	 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322	 札幌市	 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475	 札幌市	 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391	 山越郡	 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193	 室蘭市	 海星学院高等学校 軽音楽部
6334	 室蘭市	 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210	 小樽市	 小樽明峰高等学校 軽音部
6213	 小樽市	 双葉高等学校 音楽同好会
6340	 小樽市	 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342	 小樽市	 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343	 小樽市	 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339	 小樽市	 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425	 上川郡	 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214	 帯広市	 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381	 滝川市	 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232	 中川郡	 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426	 中川郡	 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195	 中川郡	 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529	 苫小牧市	 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405	 苫小牧市	 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209	 函館市	 市立函館高等学校 軽音楽部
6222	 函館市	 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416	 函館市	 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420	 函館市	 北海道函館中部高等学校 LMC（軽音楽部）
6423	 美唄市	 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424	 美唄市	 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388	 標津郡	 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231	 幌泉郡	 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460	 紋別郡	 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451	 勇払郡	 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471	 礼文郡	 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 -------------------------------------------------------------------------------------
4457	 むつ市	 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463	 五所川原市	 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466	 五所川原市	 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479	 弘前市	 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478	 弘前市	 弘前東高等学校 ギター部
4470	 弘前市	 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480	 黒石市	 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4499	 西津軽郡	 青森県立鰺ヶ沢高等学校 音楽部
4501	 青森市	 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509	 青森市	 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531	 八戸市	 向陵高等学校 軽音楽部
4522	 八戸市	 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530	 八戸市	 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526	 八戸市	 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533	 平川市	 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
■岩手県 ------------------------------------------------------------------------------------
9536	 一関市	 一関工業高等専門学校 軽音楽部
4545	 一関市	 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538	 一関市	 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549	 奥州市	 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553	 奥州市	 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558	 花巻市	 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567	 岩手郡	 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593	 盛岡市	 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486	 盛岡市	 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587	 盛岡市	 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589	 盛岡市	 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594	 盛岡市	 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598	 盛岡市	 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602	 盛岡市	 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599	 盛岡市	 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603	 盛岡市	 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4630	 秋田市	 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633	 秋田市	 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635	 秋田市	 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634	 秋田市	 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
■宮城県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4680	 遠田郡	 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682	 塩竈市	 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687	 刈田郡	 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693	 気仙沼市	 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部
4691	 気仙沼市	 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694	 気仙沼市	 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会
4697	 宮城郡	 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会
4698	 宮城郡	 宮城県利府高等学校 ギター部
4702	 栗原市	 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699	 栗原市	 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705	 柴田郡	 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716	 石巻市	 宮城県石巻工業高等学校 軽音楽部
4731	 仙台市	 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720	 仙台市	 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732	 仙台市	 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750	 仙台市	 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725	 仙台市	 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4719	 仙台市	 宮城県仙台第三高等学校 音楽部
4730	 仙台市	 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752	 仙台市	 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726	 仙台市	 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743	 仙台市	 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737	 仙台市	 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740	 仙台市	 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728	 仙台市	 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738	 仙台市	 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501	 仙台市	 聖和学園高等学校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729	 仙台市	 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723	 仙台市	 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722	 仙台市	 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746	 仙台市	 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754	 仙台市	 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747	 仙台市	 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724	 仙台市	 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739	 仙台市	 東北高等学校 軽音楽同好会
9523	 仙台市	 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス
4742	 仙台市	 明成高等学校 軽音楽部
4755	 多賀城市	 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756	 多賀城市	 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761	 大崎市	 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763	 大崎市	 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765	 大崎市	 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767	 登米市	 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771	 登米市	 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775	 白石市	 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774	 白石市	 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776	 本吉郡	 宮城県志津川高等学校 軽音楽部

4778	 名取市	 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4780	 亘理郡	 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6496	 山形市	 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504	 山形市	 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532	 山形市	 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534	 山形市	 日本大学山形高等学校 音楽部
6508	 酒田市	 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519	 鶴岡市	 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497	 天童市	 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538	 米沢市	 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6618	 いわき市	 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559	 会津若松市	 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593	 会津若松市	 仁愛高等学校 軽音楽部
6614	 郡山市	 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550	 郡山市	 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552	 郡山市	 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567	 郡山市	 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570	 郡山市	 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571	 郡山市	 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572	 郡山市	 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574	 郡山市	 福島県立湖南高等学校 音楽部
6603	 田村市	 福島県立船引高等学校 音楽同好会
6575	 西白河郡	 福島県立光南高等学校 テクノアートシンセサイザー部
6590	 福島市	 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637	 福島市	 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640	 福島市	 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ------------------------------------------------------------------------------------	
4950	 千代田区	 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947	 千代田区	 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040	 千代田区	 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954	 千代田区	 女子学院高等学校 軽音楽部
4956	 千代田区	 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942	 千代田区	 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949	 千代田区	 大原学園高等学校 軽音楽部
4946	 千代田区	 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948	 千代田区	 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941	 千代田区	 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940	 千代田区	 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057	 千代田区	 東洋高等学校 軽音楽部
4952	 千代田区	 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957	 千代田区	 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945	 千代田区	 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽部
4961	 千代田区	 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955	 千代田区	 雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
4065	 中央区	 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825	 港区	 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824	 港区	 広尾学園高等学校 軽音楽部
4826	 港区	 高輪高等学校 軽音楽部
4832	 港区	 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988	 港区	 正則高等学校 軽音楽部
4823	 港区	 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053	 港区	 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831	 港区	 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819	 港区	 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820	 港区	 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821	 港区	 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833	 港区	 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822	 港区	 麻布高等学校 軽音楽部
4830	 港区	 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874	 新宿区	 海城高等学校 軽音楽部
3979	 新宿区	 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883	 新宿区	 早稲田高等学校 軽音楽部
4884	 新宿区	 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869	 新宿区	 東京都立戸山高等学校 軽音楽部
4870	 新宿区	 東京都立新宿高等学校 軽音楽部
4872	 新宿区	 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871	 新宿区	 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875	 新宿区	 保善高等学校 軽音楽部
4878	 新宿区	 目白研心高等学校 軽音楽部
5073	 文京区	 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC部
5081	 文京区	 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090	 文京区	 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089	 文京区	 京華商業高等学校 ギター部
5087	 文京区	 京華中学高等学校 ギター部
5092	 文京区	 広尾学園小石川高等学校 軽音楽部
5086	 文京区	 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037	 文京区	 跡見学園高等学校 軽音楽部
5074	 文京区	 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051	 文京区	 中央大学高等学校 軽音楽部
5088	 文京区	 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078	 文京区	 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077	 文京区	 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075	 文京区	 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076	 文京区	 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085	 文京区	 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108	 文京区	 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091	 文京区	 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059	 文京区	 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980	 台東区	 岩倉高等学校 ギター同好会
4981	 台東区	 上野学園高等学校 軽音楽部
4978	 台東区	 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979	 台東区	 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016	 台東区	 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977	 台東区	 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127	 墨田区	 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122	 墨田区	 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5124	 墨田区	 東京都立日本橋高等学校 軽音楽部
5123	 墨田区	 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125	 墨田区	 東京都立本所高等学校 音楽部
5121	 墨田区	 東京都立両国高等学校 ギター部
3984	 墨田区	 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128	 墨田区	 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817	 江東区	 かえつ有明高等学校 音楽部
5050	 江東区	 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050	 江東区	 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060	 江東区	 中村高等学校 軽音楽部
4816	 江東区	 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810	 江東区	 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005	 江東区	 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814	 江東区	 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815	 江東区	 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812	 江東区	 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059	 品川区	 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053	 品川区	 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054	 品川区	 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055	 品川区	 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061	 品川区	 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043	 品川区	 品川女子学院 軽音楽部
4070	 品川区	 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981	 品川区	 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134	 目黒区	 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
5131	 目黒区	 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132	 目黒区	 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130	 目黒区	 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
5138	 目黒区	 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135	 目黒区	 目黒学院高等学校 軽音楽部
4068	 目黒区	 目黒日本大学中学校・高等学校 軽音楽部
4039	 大田区	 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055	 大田区	 東京高等学校 軽音楽部
4990	 大田区	 東京実業高等学校 軽音楽部
4985	 大田区	 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983	 大田区	 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982	 大田区	 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988	 大田区	 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984	 大田区	 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036	 大田区	 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061	 大田区	 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991	 大田区	 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908	 世田谷区	 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909	 世田谷区	 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928	 世田谷区	 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041	 世田谷区	 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042	 世田谷区	 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925	 世田谷区	 駒澤大学高等学校 音楽部
4920	 世田谷区	 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923	 世田谷区	 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917	 世田谷区	 国本女子高等学校 軽音楽部
4915	 世田谷区	 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部

4912	 世田谷区	 松蔭高等学校 音楽部
9449	 世田谷区	 世田谷区立桜丘中学校 軽音楽部
4921	 世田谷区	 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926	 世田谷区	 大東学園高等学校 軽音楽部
4052	 世田谷区	 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901	 世田谷区	 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922	 世田谷区	 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919	 世田谷区	 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905	 世田谷区	 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907	 世田谷区	 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983	 世田谷区	 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033	 世田谷区	 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904	 世田谷区	 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019	 世田谷区	 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902	 世田谷区	 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906	 世田谷区	 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916	 世田谷区	 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063	 世田谷区	 日本学園高等学校 軽音楽部
4927	 世田谷区	 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930	 世田谷区	 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854	 渋谷区	 関東国際高等学校 フォークロック部
3996	 渋谷区	 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855	 渋谷区	 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 軽音楽部
4857	 渋谷区	 東海大学付属望星高等学校 音楽部
4850	 渋谷区	 東京女学館高等学校 軽音楽部
4030	 渋谷区	 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847	 渋谷区	 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985	 渋谷区	 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853	 渋谷区	 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849	 渋谷区	 國學院高等学校 ギター部
4062	 中野区	 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038	 中野区	 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部
5000	 中野区	 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995	 中野区	 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995	 中野区	 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994	 中野区	 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344	 中野区	 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996	 中野区	 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997	 中野区	 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999	 中野区	 堀越高等学校 軽音楽部
4046	 杉並区	 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893	 杉並区	 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895	 杉並区	 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980	 杉並区	 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008	 杉並区	 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889	 杉並区	 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891	 杉並区	 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4892	 杉並区	 杉並区立荻窪中学校 軽音楽部
4886	 杉並区	 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4890	 杉並区	 東京都立農芸高等学校 音楽部
4888	 杉並区	 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056	 杉並区	 東京立正高等学校 軽音楽部
4064	 杉並区	 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898	 杉並区	 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899	 杉並区	 立教女学院高等学校 音楽部
5098	 豊島区	 学習院高等科 フォークソング同好会
5104	 豊島区	 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106	 豊島区	 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096	 豊島区	 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023	 豊島区	 東京都立千早高等学校 軽音楽部
5093	 豊島区	 東京都立文京高等学校 軽音楽部
4058	 豊島区	 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097	 豊島区	 豊島学院高等学校 音楽部
4071	 豊島区	 豊南高等学校 軽音楽部
4072	 豊島区	 本郷中学・高等学校 軽音楽部
5109	 北区	 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117	 北区	 桜丘高等学校 軽音楽部
5118	 北区	 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115	 北区	 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116	 北区	 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781	 北区	 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111	 北区	 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002	 北区	 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107	 北区	 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999	 北区	 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114	 北区	 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836	 荒川区	 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835	 荒川区	 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509	 荒川区	 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834	 荒川区	 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044	 板橋区	 城北高等学校 軽音楽部
4049	 板橋区	 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054	 板橋区	 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020	 板橋区	 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006	 板橋区	 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044	 板橋区	 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046	 板橋区	 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043	 板橋区	 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045	 板橋区	 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052	 板橋区	 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152	 練馬区	 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143	 練馬区	 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147	 練馬区	 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017	 練馬区	 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004	 練馬区	 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148	 練馬区	 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149	 練馬区	 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025	 練馬区	 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145	 練馬区	 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
5151	 練馬区	 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971	 足立区	 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969	 足立区	 足立学園高等学校 軽音楽部
4962	 足立区	 東京都立江北高等学校 音楽村
4968	 足立区	 東京都立小台橋高等学校 軽音楽部
3997	 足立区	 東京都立青井高等学校 音楽村
4967	 足立区	 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964	 足立区	 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000	 足立区	 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001	 足立区	 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965	 足立区	 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963	 足立区	 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797	 葛飾区	 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011	 葛飾区	 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794	 葛飾区	 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796	 葛飾区	 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795	 葛飾区	 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4009	 江戸川区	 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010	 江戸川区	 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804	 江戸川区	 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803	 江戸川区	 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806	 江戸川区	 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805	 江戸川区	 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802	 江戸川区	 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790	 あきる野市	 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789	 あきる野市	 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792	 稲城市	 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791	 稲城市	 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793	 羽村市	 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839	 国分寺市	 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842	 国立市	 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013	 国立市	 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840	 国立市	 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843	 国立市	 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844	 狛江市	 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048	 三鷹市	 大成高等学校 ギター部
4845	 三鷹市	 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部
3993	 三鷹市	 法政大学高等学校 音楽部
4034	 三宅島	 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787	 小笠原村	 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861	 小金井市	 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858	 小金井市	 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860	 小金井市	 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989	 小平市	 錦城高等学校 軽音楽部
4015	 小平市	 東京都立小平高等学校 軽音楽部
3994	 小平市	 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4864	 小平市	 東京都立小平南高等学校 フォークソング部
4865	 小平市	 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026	 昭島市	 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784	 新島村	 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785	 神津島村	 東京都立神津高等学校 軽音楽部

4012	 清瀬市	 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933	 西多摩郡	 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936	 西東京市	 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992	 西東京市	 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938	 西東京市	 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937	 西東京市	 文華女子高等学校 軽音楽部
4003	 青梅市	 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939	 青梅市	 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973	 多摩市	 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972	 多摩市	 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783	 大島町	 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991	 町田市	 桜美林高等学校 軽音楽部
4007	 町田市	 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005	 町田市	 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003	 町田市	 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007	 町田市	 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006	 町田市	 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012	 町田市	 和光高等学校 ロック研究部
4018	 調布市	 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013	 調布市	 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024	 調布市	 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018	 東久留米市	 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017	 東久留米市	 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020	 東村山市	 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028	 東村山市	 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021	 東村山市	 日体桜華高等学校 軽音部
4073	 東村山市	 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022	 東村山市	 明法高等学校 軽音楽同好会
5023	 東大和市	 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029	 日野市	 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025	 日野市	 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035	 八王子市	 穎明館高等学校 軽音楽部
5040	 八王子市	 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982	 八王子市	 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047	 八王子市	 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041	 八王子市	 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504	 八王子市	 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042	 八王子市	 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033	 八王子市	 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029	 八王子市	 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027	 八王子市	 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032	 八王子市	 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066	 八王子市	 八王子学園八王子高等学校 ギター部
5064	 府中市	 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031	 府中市	 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062	 府中市	 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986	 府中市	 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063	 府中市	 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987	 府中市	 明星中学高等学校 軽音楽部
5067	 武蔵村山市	 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066	 武蔵村山市	 東京都立上水高等学校 軽音楽部
5069	 武蔵野市	 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070	 武蔵野市	 聖徳学園高等学校 軽音楽部
4035	 武蔵野市	 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072	 武蔵野市	 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021	 福生市	 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032	 福生市	 東京都立福生高等学校 ロック部
4045	 立川市	 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141	 立川市	 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022	 立川市	 東京都立立川高等学校 軽音楽部
5142	 立川市	 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6780	 横浜市	 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786	 横浜市	 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813	 横浜市	 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890	 横浜市	 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891	 横浜市	 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865	 横浜市	 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900	 横浜市	 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911	 横浜市	 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149	 横浜市	 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850	 横浜市	 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148	 横浜市	 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844	 横浜市	 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851	 横浜市	 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852	 横浜市	 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876	 横浜市	 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151	 横浜市	 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758	 横浜市	 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141	 横浜市	 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799	 横浜市	 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797	 横浜市	 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
6781	 横浜市	 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782	 横浜市	 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779	 横浜市	 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792	 横浜市	 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145	 横浜市	 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785	 横浜市	 横浜市立桜丘高等学校 SBC部
6791	 横浜市	 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817	 横浜市	 神奈川県立光陵高等学校 LMC部
6835	 横浜市	 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910	 横浜市	 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776	 横浜市	 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083	 横浜市	 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902	 横浜市	 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 軽音楽部
6778	 横浜市	 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783	 横浜市	 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793	 横浜市	 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810	 横浜市	 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802	 横浜市	 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815	 横浜市	 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826	 横浜市	 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811	 横浜市	 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098	 横浜市	 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861	 横浜市	 清心女子高等学校 軽音楽部
6903	 横浜市	 武相高等学校 軽音楽部
6784	 横浜市	 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146	 横浜市	 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843	 横浜市	 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904	 横浜市	 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787	 横浜市	 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767	 横浜市	 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794	 横浜市	 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796	 横浜市	 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789	 横浜市	 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795	 横浜市	 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761	 横浜市	 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094	 横浜市	 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860	 横浜市	 星槎高等学校 軽音楽部
6790	 横浜市	 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129	 横浜市	 神奈川県立白山高等学校 ギター部
4095	 横浜市	 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部
4150	 横浜市	 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859	 横浜市	 神奈川県立横浜瀬谷高等学校 フォークソング部
6829	 横浜市	 山手学院高等学校 軽音楽部
6775	 横浜市	 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089	 横浜市	 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899	 横浜市	 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107	 横浜市	 秀英高等学校 軽音楽部
4147	 横浜市	 神奈川県立横浜修悠館高等学校
6798	 横浜市	 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110	 横浜市	 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488	 横浜市	 桐蔭学園高等学校 軽音楽部
9453	 横浜市	 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142	 横浜市	 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831	 横浜市	 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894	 横浜市	 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106	 横浜市	 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765	 横浜市	 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846	 横浜市	 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874	 横浜市	 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
4122	 横浜市	 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6759	 愛甲郡	 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832	 伊勢原市	 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081	 伊勢原市	 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082	 伊勢原市	 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768	 横須賀市	 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771	 横須賀市	 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手
数ですが、当協会までご一報ください。また、誌面に対するご意見・
ご要望などがありましたら下記までお寄せください。配布に関する費
用は一切、かかりません。

TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900 / info@keionkyo.org

全国の、軽音楽系部活動のある高等学校
2,033 校に無料配布しています。

配
布
校
募
集
！
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4140	 横須賀市	 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108	 横須賀市	 湘南学院高等学校 ギター部
6769	 横須賀市	 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772	 横須賀市	 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773	 横須賀市	 神奈川県立横須賀南高等学校 現代音楽部
6800	 横須賀市	 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6888	 横須賀市	 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889	 横須賀市	 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801	 海老名市	 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123	 海老名市	 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079	 海老名市	 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766	 鎌倉市	 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803	 鎌倉市	 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804	 鎌倉市	 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833	 鎌倉市	 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849	 鎌倉市	 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086	 鎌倉市	 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862	 鎌倉市	 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽部
4121	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893	 茅ヶ崎市	 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821	 厚木市	 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076	 厚木市	 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819	 厚木市	 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820	 厚木市	 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077	 厚木市	 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078	 厚木市	 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822	 厚木市	 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808	 高座郡	 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827	 座間市	 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105	 座間市	 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100	 座間市	 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909	 三浦市	 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828	 三浦市	 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760	 小田原市	 旭丘高等学校 軽音楽部
6836	 小田原市	 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837	 小田原市	 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087	 小田原市	 神奈川県立小田原東高等学校 軽音楽部
4114	 小田原市	 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880	 小田原市	 相洋高等学校 軽音楽部
6855	 秦野市	 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131	 秦野市	 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856	 秦野市	 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6858	 逗子市	 神奈川県立逗子葉山高等学校 軽音楽部
4113	 逗子市	 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756	 川崎市	 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814	 川崎市	 桐光学園高等学校 ギター部
6823	 川崎市	 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834	 川崎市	 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847	 川崎市	 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112	 川崎市	 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863	 川崎市	 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080	 川崎市	 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869	 川崎市	 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092	 川崎市	 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093	 川崎市	 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119	 川崎市	 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117	 川崎市	 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144	 川崎市	 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913	 川崎市	 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914	 川崎市	 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870	 川崎市	 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084	 川崎市	 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871	 川崎市	 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872	 川崎市	 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873	 川崎市	 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116	 川崎市	 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128	 川崎市	 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139	 川崎市	 法政大学第二高等学校 音楽部
4099	 相模原市	 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130	 相模原市	 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091	 相模原市	 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842	 相模原市	 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090	 相模原市	 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111	 相模原市	 神奈川県立相模原城山高等学校 軽音楽部
6853	 相模原市	 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102	 相模原市	 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4143	 相模原市	 神奈川県立相模原弥栄高等学校 軽音楽部
6879	 相模原市	 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4074	 相模原市	 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4101	 相模原市	 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895	 相模原市	 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812	 足柄上郡	 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830	 足柄上郡	 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881	 足柄上郡	 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118	 足柄上郡	 立花学園高等学校 軽音楽部
6884	 大和市	 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885	 大和市	 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886	 大和市	 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887	 大和市	 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088	 大和市	 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085	 中郡	 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127	 中郡	 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097	 藤沢市	 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096	 藤沢市	 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109	 藤沢市	 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838	 藤沢市	 湘南工科大学附属高等学校 軽音楽部
6841	 藤沢市	 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839	 藤沢市	 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326	 藤沢市	 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136	 藤沢市	 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138	 藤沢市	 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137	 藤沢市	 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部
6866	 藤沢市	 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135	 藤沢市	 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896	 藤沢市	 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126	 藤沢市	 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075	 南足柄市	 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132	 平塚市	 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906	 平塚市	 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133	 平塚市	 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134	 平塚市	 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908	 平塚市	 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部
■埼玉県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4232	 さいたま市	 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231	 さいたま市	 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659	 さいたま市	 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660	 さいたま市	 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241	 さいたま市	 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238	 さいたま市	 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668	 さいたま市	 開智高等学校 ギター部
4158	 さいたま市	 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161	 さいたま市	 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163	 さいたま市	 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166	 さいたま市	 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165	 さいたま市	 埼玉県立浦和西高等学校 MA部
4164	 さいたま市	 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160	 さいたま市	 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167	 さいたま市	 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168	 さいたま市	 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169	 さいたま市	 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162	 さいたま市	 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154	 さいたま市	 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155	 さいたま市	 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156	 さいたま市	 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724	 さいたま市	 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157	 さいたま市	 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725	 さいたま市	 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153	 さいたま市	 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159	 さいたま市	 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237	 さいたま市	 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236	 さいたま市	 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188	 ふじみ野市	 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206	 羽生市	 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240	 越谷市	 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207	 越谷市	 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209	 越谷市	 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210	 越谷市	 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211	 越谷市	 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208	 越谷市	 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259	 越谷市	 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177	 桶川市	 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258	 加須市	 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204	 加須市	 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217	 吉川市	 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220	 久喜市	 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221	 久喜市	 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676	 狭山市	 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191	 狭山市	 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249	 狭山市	 秋草学園高等学校 ロック部
4250	 狭山市	 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199	 熊谷市	 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198	 熊谷市	 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200	 熊谷市	 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175	 戸田市	 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685	 坂戸市	 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248	 坂戸市	 山村国際高等学校 軽音楽部
4152	 坂戸市	 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215	 三郷市	 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216	 三郷市	 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243	 志木市	 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683	 志木市	 細田学園高等学校 軽音楽部
4219	 春日部市	 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218	 春日部市	 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695	 春日部市	 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260	 春日部市	 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190	 所沢市	 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176	 上尾市	 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183	 新座市	 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244	 新座市	 西武台高等学校 軽音楽部
4245	 新座市	 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482	 新座市	 立教新座高等学校 音楽部
4201	 深谷市	 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部

4202	 深谷市	 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203	 深谷市	 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257	 深谷市	 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185	 川越市	 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184	 川越市	 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186	 川越市	 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク（軽音楽）部
6715	 川越市	 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187	 川越市	 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247	 川越市	 山村学園高等学校 軽音楽部
4246	 川越市	 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235	 川越市	 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172	 川口市	 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170	 川口市	 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173	 川口市	 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171	 川口市	 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212	 草加市	 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213	 草加市	 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182	 朝霞市	 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195	 東松山市	 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194	 日高市	 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224	 入間郡	 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263	 入間郡	 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711	 入間郡	 清和学園高等学校 軽音楽部
4262	 入間郡	 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192	 入間市	 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251	 入間市	 東野高等学校 軽音楽部
9498	 入間市	 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214	 八潮市	 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193	 飯能市	 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253	 飯能市	 自由の森学園高等学校 軽音部
6712	 飯能市	 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254	 飯能市	 大川学園高等学校 軽音楽部
4225	 比企郡	 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226	 比企郡	 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726	 比企郡	 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230	 北葛飾郡	 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264	 北葛飾郡	 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261	 北足立郡	 国際学院高等学校 軽音楽部
4178	 北本市	 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196	 本庄市	 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256	 本庄市	 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255	 本庄市	 本庄東高等学校 軽音楽部
4222	 蓮田市	 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174	 蕨市	 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242	 蕨市	 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5156	 旭市	 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160	 印旛郡	 東京学館高等学校 軽音楽部
5162	 浦安市	 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5163	 浦安市	 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5168	 我孫子市	 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部
5166	 我孫子市	 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167	 我孫子市	 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169	 我孫子市	 中央学院高等学校 軽音部
5170	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176	 館山市	 千葉県安房西高等学校 軽音楽部
5178	 君津市	 千葉県立君津高等学校 ギター部
5180	 君津市	 翔凜高等学校 軽音楽部
5182	 香取郡	 わせがく高等学校 軽音楽部
5183	 香取市	 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部
5184	 香取市	 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部
5186	 香取市	 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187	 佐倉市	 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188	 佐倉市	 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193	 山武市	 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198	 四街道市	 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196	 四街道市	 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201	 市原市	 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202	 市原市	 千葉県立市原高等学校 音楽部
5216	 市川市	 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221	 市川市	 市川高等学校 軽音楽部
5218	 市川市	 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208	 市川市	 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207	 市川市	 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211	 市川市	 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220	 市川市	 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215	 市川市	 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219	 市川市	 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224	 習志野市	 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5235	 松戸市	 光英VERITAS高等学校 軽音楽同好会
5234	 松戸市	 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5228	 松戸市	 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230	 松戸市	 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229	 松戸市	 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236	 松戸市	 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237	 成田市	 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238	 成田市	 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240	 成田市	 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239	 成田市	 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247	 千葉市	 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270	 千葉市	 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271	 千葉市	 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261	 千葉市	 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248	 千葉市	 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5267	 千葉市	 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256	 千葉市	 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253	 千葉市	 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257	 千葉市	 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5259	 千葉市	 千葉県立千葉中学校・高等学校 フォークソング部
5245	 千葉市	 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258	 千葉市	 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251	 千葉市	 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272	 千葉市	 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268	 千葉市	 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246	 千葉市	 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262	 千葉市	 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263	 千葉市	 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280	 船橋市	 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273	 船橋市	 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274	 船橋市	 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281	 船橋市	 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275	 船橋市	 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5282	 船橋市	 千葉県立薬園台高等学校 軽音楽同好会
5283	 船橋市	 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285	 船橋市	 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286	 船橋市	 東葉高等学校 軽音楽部
5290	 匝瑳市	 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289	 匝瑳市	 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296	 長生郡	 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299	 東金市	 千葉学芸高等学校 軽音楽部
9533	 柏市	 わせがく高等学校 柏キャンパス 軽音楽部
5311	 柏市	 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308	 柏市	 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306	 柏市	 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301	 柏市	 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5302	 柏市	 千葉県立柏南高等学校 軽音楽部
5303	 柏市	 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312	 柏市	 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309	 柏市	 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316	 八街市	 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317	 八街市	 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321	 八千代市	 千葉英和高等学校 軽音楽部
5318	 八千代市	 千葉県立八千代高等学校 ギター部
5319	 八千代市	 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320	 八千代市	 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327	 茂原市	 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328	 茂原市	 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329	 茂原市	 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330	 茂原市	 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335	 木更津市	 暁星国際高等学校 音楽部
5331	 木更津市	 千葉県立木更津高等学校 軽音楽愛好会
5332	 木更津市	 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336	 木更津市	 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
9532	 木更津市	 木更津工業高等専門学校 軽音部
5333	 木更津市	 木更津総合高等学校 軽音楽同好会
5340	 野田市	 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337	 野田市	 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338	 野田市	 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339	 野田市	 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344	 流山市	 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽部
5345	 流山市	 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343	 流山市	 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5346	 かすみがうら市	つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351	 つくば市	 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5349	 つくば市	 茨城県立竹園高等学校 軽音楽同好会
5358	 ひたちなか市	 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359	 ひたちなか市	 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508	 ひたちなか市	 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361	 稲敷郡	 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364	 下妻市	 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366	 笠間市	 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370	 牛久市	 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373	 牛久市	 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5379	 古河市	 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384	 古河市	 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378	 古河市	 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383	 古河市	 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389	 高萩市	 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395	 桜川市	 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽愛好会
5396	 鹿嶋市	 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399	 鹿嶋市	 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400	 取手市	 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404	 取手市	 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402	 取手市	 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406	 取手市	 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407	 守谷市	 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408	 小美玉市	 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409	 常総市	 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410	 常総市	 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413	 常陸太田市	 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部

5427	 水戸市	 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420	 水戸市	 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426	 水戸市	 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423	 水戸市	 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425	 水戸市	 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531	 水戸市	 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421	 水戸市	 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429	 水戸市	 茨城高等学校 フォーク部
5431	 水戸市	 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
5435	 水戸市	 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438	 石岡市	 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453	 土浦市	 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446	 土浦市	 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447	 土浦市	 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452	 土浦市	 常総学院高等学校 軽音楽部
5454	 土浦市	 土浦日本大学高等学校 音楽部
5451	 土浦市	 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456	 東茨城郡	 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459	 那珂市	 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466	 日立市	 茨城キリスト教学園高等学校 軽音楽部
5464	 日立市	 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460	 日立市	 茨城県立日立第一高等学校 軽音楽部
5463	 日立市	 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468	 日立市	 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470	 鉾田市	 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474	 龍ヶ崎市	 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5491	 宇都宮市	 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492	 宇都宮市	 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498	 佐野市	 栃木県立佐野高等学校 軽音楽部
5506	 鹿沼市	 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507	 小山市	 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509	 小山市	 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508	 小山市	 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524	 足利市	 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517	 足利市	 栃木県立足利高等学校 軽音同好会
5519	 足利市	 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523	 足利市	 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527	 大田原市	 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532	 栃木市	 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529	 栃木市	 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533	 栃木市	 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540	 那須塩原市	 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547	 日光市	 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546	 日光市	 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5557	 安中市	 新島学園高等学校 軽音楽部
5562	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5558	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎高等学校 音楽部
5560	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565	 甘楽郡	 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570	 桐生市	 群馬県立桐生清桜高等学校 軽音楽部
5577	 吾妻郡	 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579	 吾妻郡	 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583	 高崎市	 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5584	 高崎市	 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591	 高崎市	 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590	 高崎市	 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592	 高崎市	 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597	 佐波郡	 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599	 渋川市	 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602	 沼田市	 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604	 沼田市	 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616	 前橋市	 共愛学園高等学校 F&R部
5614	 前橋市	 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617	 前橋市	 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624	 太田市	 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5623	 太田市	 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626	 太田市	 常磐高等学校 軽音楽部
5628	 藤岡市	 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631	 富岡市	 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634	 邑楽郡	 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6925	 加茂市	 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945	 佐渡市	 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946	 佐渡市	 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950	 三条市	 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955	 三島郡	 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954	 十日町市	 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959	 十日町市	 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932	 上越市	 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939	 上越市	 高田高等学校 軽音楽同好会
6960	 上越市	 上越高等学校 軽音楽部
6941	 上越市	 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943	 上越市	 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961	 上越市	 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930	 新潟市	 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965	 新潟市	 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974	 新潟市	 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977	 新潟市	 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982	 新潟市	 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024	 新潟市	 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970	 新潟市	 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973	 新潟市	 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025	 新潟市	 北越高等学校 軽音楽同好会
6988	 新発田市	 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987	 新発田市	 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938	 村上市	 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998	 村上市	 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004	 長岡市	 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006	 長岡市	 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505	 長岡市	 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022	 南魚沼市	 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017	 柏崎市	 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019	 柏崎市	 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962	 妙高市	 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7048	 魚津市	 富山県立新川みどり野高等学校 音楽部
7039	 高岡市	 高岡第一高等学校 軽音楽部
7041	 高岡市	 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036	 高岡市	 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040	 高岡市	 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514	 射水市	 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042	 富山市	 高朋高等学校 軽音楽部
7066	 富山市	 富山県立富山工業高等学校 軽音楽部
9513	 富山市	 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7084	 羽咋市	 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7123	 河北郡	 石川県立津幡高等学校 軽音楽部
7127	 河北郡	 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515	 河北郡	 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088	 金沢市	 金沢学院大学附属高等学校 軽音楽部
7095	 金沢市	 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7136	 金沢市	 遊学館高等学校 軽音楽部
7125	 七尾市	 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116	 小松市	 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7149	 小浜市	 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157	 大野市	 福井県立大野高等学校 音楽愛好会
7155	 福井市	 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171	 福井市	 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175	 福井市	 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7182	 甲府市	 甲斐清和高等学校 ギター部
7183	 甲府市	 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186	 甲府市	 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会
7188	 甲府市	 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189	 甲府市	 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190	 甲府市	 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209	 上野原市	 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205	 大月市	 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204	 笛吹市	 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179	 南アルプス市	 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7199	 南巨摩郡	 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211	 韮崎市	 山梨県立韮崎高等学校 ギター部
7176	 富士吉田市	 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部
7217	 北杜市	 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203	 北杜市	 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218	 北杜市	 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7297	 安曇野市	 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306	 安曇野市	 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307	 安曇野市	 長野県豊科高等学校 LMC部
7312	 安曇野市	 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234	 伊那市	 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235	 伊那市	 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251	 伊那市	 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237	 塩尻市	 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295	 塩尻市	 長野県田川高等学校 ギター部
7239	 岡谷市	 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231	 下伊那郡	 長野県阿智高等学校 軽音楽部
7232	 下伊那郡	 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246	 茅野市	 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323	 茅野市	 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248	 駒ヶ根市	 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278	 駒ヶ根市	 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236	 佐久市	 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639	 佐久市	 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314	 佐久市	 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315	 佐久市	 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256	 小諸市	 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257	 小諸市	 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224	 松本市	 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229	 松本市	 松本国際高等学校 軽音楽部
7228	 松本市	 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233	 松本市	 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260	 松本市	 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261	 松本市	 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部

7262	 松本市	 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7264	 松本市	 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265	 松本市	 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC部
7266	 上伊那郡	 長野県上伊那農業高等学校 軽音楽同好会
7282	 上伊那郡	 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7227	 上田市	 上田西高等学校 軽音楽部
7247	 上田市	 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267	 上田市	 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268	 上田市	 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269	 上田市	 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270	 上田市	 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252	 埴科郡	 長野県坂城高等学校 軽音部
7245	 諏訪郡	 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305	 諏訪郡	 長野県富士見高等学校 バンド部
7271	 諏訪市	 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272	 諏訪市	 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273	 諏訪市	 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275	 須坂市	 長野県須坂高等学校 FMC同好会
7274	 須坂市	 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241	 千曲市	 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242	 千曲市	 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280	 大町市	 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285	 中野市	 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259	 長野市	 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286	 長野市	 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287	 長野市	 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288	 長野市	 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289	 長野市	 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292	 長野市	 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽同好会
7294	 長野市	 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506	 長野市	 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317	 長野市	 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318	 長野市	 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319	 長野市	 長野女子高等学校 軽音楽部
7320	 長野市	 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296	 東御市	 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255	 南佐久郡	 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300	 飯山市	 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301	 飯田市	 長野県飯田OIDE長姫高等学校 軽音楽部
7302	 飯田市	 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304	 飯田市	 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283	 北安曇郡	 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298	 北安曇郡	 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249	 北佐久郡	 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279	 木曽郡	 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313	 木曽郡	 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7327	 岐阜市	 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366	 岐阜市	 済美高等学校 フォークソング部
7399	 高山市	 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395	 土岐市	 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510	 本巣市	 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
■静岡県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7416	 伊豆の国市	 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426	 掛川市	 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7462	 菊川市	 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500	 御前崎市	 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438	 御殿場市	 御殿場西高等学校 軽音楽部
7439	 御殿場市	 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515	 三島市	 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424	 沼津市	 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434	 沼津市	 桐陽高等学校 軽音楽部
9511	 沼津市	 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456	 沼津市	 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451	 沼津市	 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7457	 沼津市	 静岡県立沼津東高等学校　ギターアンサンブル部
7411	 榛原郡	 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469	 静岡市	 清水国際高等学校 軽音楽部
7487	 静岡市	 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511	 藤枝市	 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410	 浜松市	 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446	 浜松市	 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473	 浜松市	 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531	 浜松市	 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536	 浜松市	 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540	 浜松市	 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542	 浜松市	 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525	 浜松市	 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527	 浜松市	 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534	 浜松市	 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター部
7524	 浜松市	 浜松聖星高等学校 軽音楽同好会
9528	 富士宮市	 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431	 富士市	 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550	 富士市	 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7569	 安城市	 安城学園高等学校 軽音楽部
7577	 一宮市	 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635	 一宮市	 修文学院高等学校 音楽部
7556	 稲沢市	 愛知啓成高等学校 軽音楽部
7593	 岡崎市	 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7597	 岡崎市	 愛知県立岡崎北高等学校 音楽部
7655	 岡崎市	 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会
7594	 岡崎市	 岡崎城西高等学校
7605	 刈谷市	 愛知県立刈谷東高等学校（通信制） バンド部
7606	 刈谷市	 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607	 岩倉市	 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642	 春日井市	 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772	 小牧市	 誉高等学校 軽音楽部
7661	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸工科高等学校 PSLMC
7658	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部
7659	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7665	 瀬戸市	 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部
7666	 瀬戸市	 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668	 西尾市	 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694	 知多郡	 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7704	 知多郡	 愛知県立内海高等学校 音楽部
7710	 知多郡	 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679	 知多市	 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589	 東海市	 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697	 東海市	 愛知県立東海樟風高等学校 フォークソング部
7685	 日進市	 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712	 半田市	 愛知県立半田工科高等学校 音楽部
7713	 半田市	 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7714	 半田市	 愛知県立半田商業高等学校 軽音楽部
7567	 尾張旭市	 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726	 豊橋市	 愛知県立豊橋工科高等学校 音楽部
7727	 豊橋市	 豊橋市立豊橋高等学校 音楽部
7730	 豊橋市	 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500	 豊田市	 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735	 豊田市	 愛知県立豊田工科高等学校 音楽部
7736	 豊田市	 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737	 豊田市	 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741	 豊田市	 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693	 豊田市	 杜若高等学校 軽音楽部
9537	 豊田市	 豊田工業高等専門学校 軽音楽部
7663	 豊明市	 星城高等学校 軽音楽部
9525	 名古屋市	 KTCおおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530	 名古屋市	 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447	 名古屋市	 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563	 名古屋市	 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566	 名古屋市	 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575	 名古屋市	 愛知県立惟信高等学校 軽音楽部
7647	 名古屋市	 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648	 名古屋市	 愛知県立松蔭高等学校 音楽部
7656	 名古屋市	 愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部
7683	 名古屋市	 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684	 名古屋市	 愛知県立中村高等学校 音楽部
7763	 名古屋市	 愛知県立名古屋西高等学校 Ｊ＆Ｆ部
7766	 名古屋市	 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769	 名古屋市	 愛知県立明和高等学校 PM部
7773	 名古屋市	 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560	 名古屋市	 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610	 名古屋市	 菊華高等学校 軽音楽部
9499	 名古屋市	 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613	 名古屋市	 金城学院高等学校 軽音楽部
7614	 名古屋市	 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632	 名古屋市	 至学館高等学校 軽音楽部
7657	 名古屋市	 椙山女学園高等学校 ギター部
9538	 名古屋市	 星槎国際高等学校 名古屋学習センター 軽音同好会
7674	 名古屋市	 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682	 名古屋市	 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695	 名古屋市	 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696	 名古屋市	 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700	 名古屋市	 東邦高等学校 軽音楽部
7703	 名古屋市	 同朋高等学校 フォークソング部
7705	 名古屋市	 南山中学校・高等学校女子部 ギター部
7744	 名古屋市	 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640	 名古屋市	 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747	 名古屋市	 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749	 名古屋市	 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750	 名古屋市	 名古屋市立工業高等学校 軽音楽部
7751	 名古屋市	 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752	 名古屋市	 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7753	 名古屋市	 名古屋市立山田高等学校 軽音楽部
7754	 名古屋市	 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7756	 名古屋市	 名古屋市立中央高等学校 音楽部
7759	 名古屋市	 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760	 名古屋市	 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761	 名古屋市	 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762	 名古屋市	 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564	 弥富市	 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7774	 伊賀市	 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788	 伊勢市	 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792	 亀山市	 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797	 桑名市	 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798	 桑名市	 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800	 三重郡	 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804	 四日市市	 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807	 四日市市	 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841	 四日市市	 三重県立北星高等学校 バンド部
7823	 四日市市	 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814	 松阪市	 松阪高等学校 ギター同好会
9522	 津市	 一志学園高校 軽音楽部
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7826	 津市	 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827	 津市	 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829	 津市	 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831	 津市	 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834	 津市	 青山高等学校 けいおんサークル
7833	 度会郡	 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840	 尾鷲市	 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7817	 鈴鹿市	 三重県立神戸高等学校 吹奏楽部軽音楽班
7819	 鈴鹿市	 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837	 鈴鹿市	 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839	 鈴鹿市	 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512	 鈴鹿市	 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7851	 愛知郡	 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽部
7898	 近江八幡市	 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852	 草津市	 綾羽高等学校 軽音楽部
7884	 草津市	 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865	 大津市	 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880	 大津市	 滋賀県立石山高等学校 軽音楽部
7882	 大津市	 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885	 大津市	 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893	 大津市	 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872	 大津市	 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901	 大津市	 比叡山高等学校 軽音楽部
7890	 長浜市	 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7897	 東近江市	 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859	 彦根市	 近江高等学校 軽音同好会
7902	 彦根市	 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906	 彦根市	 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909	 野洲市	 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ------------------------------------------------------------------------------------
5642	 綾部市	 京都府立綾部高等学校 軽音楽同好会
5643	 宇治市	 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645	 宇治市	 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647	 宇治市	 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648	 亀岡市	 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656	 京丹後市	 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654	 京丹後市	 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
5657	 京田辺市	 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673	 京都市	 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664	 京都市	 花園高等学校 軽音楽部
5696	 京都市	 華頂女子高等学校 軽音楽部
5708	 京都市	 京都橘高等学校 軽音楽部
5701	 京都市	 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665	 京都市	 京都光華高等学校 軽音楽部
5693	 京都市	 京都国際高等学校 軽音楽部
5667	 京都市	 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711	 京都市	 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687	 京都市	 京都市立西京高等学校 軽音楽部
5689	 京都市	 京都市立美術工芸高等学校 フォークソング部
5686	 京都市	 京都市立堀川高等学校 軽音楽部
5694	 京都市	 京都女子高等学校 軽音楽部
5671	 京都市	 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707	 京都市	 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677	 京都市	 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部
5681	 京都市	 京都府立桂高等学校 軽音楽部（K-LMC）
5660	 京都市	 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710	 京都市	 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685	 京都市	 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526	 京都市	 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702	 京都市	 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704	 京都市	 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703	 京都市	 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682	 京都市	 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675	 京都市	 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669	 京都市	 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672	 京都市	 京都文教高等学校 軽音楽部
5695	 京都市	 大谷高等学校 軽音楽部
5670	 京都市	 同志社高等学校 軽音楽部
5678	 京都市	 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679	 京都市	 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712	 京都市	 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691	 京都市	 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713	 向日市	 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716	 城陽市	 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718	 相楽郡	 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
5709	 長岡京市	 立命館中学校・高等学校 軽音楽同好会
5727	 舞鶴市	 聖ヨゼフ学園日星高等学校 パソコン部音楽班
9503	 舞鶴市	 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
5728	 福知山市	 京都府立福知山高等学校 音楽部
■大阪府 ------------------------------------------------------------------------------------	
8040	 大阪市	 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272	 大阪市	 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047	 大阪市	 大阪市立都島工業高等学校 定時制課程 軽音楽部
8048	 大阪市	 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011	 大阪市	 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986	 大阪市	 昇陽高等学校 軽音楽部
8039	 大阪市	 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
7979	 大阪市	 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044	 大阪市	 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019	 大阪市	 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943	 大阪市	 興國高等学校 軽音楽部
7976	 大阪市	 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003	 大阪市	 清風高等学校 軽音楽部
4276	 大阪市	 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959	 大阪市	 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002	 大阪市	 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135	 大阪市	 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW部
8061	 大阪市	 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963	 大阪市	 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955	 大阪市	 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052	 大阪市	 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936	 大阪市	 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034	 大阪市	 大阪高等学校 フォークソング部
8057	 大阪市	 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286	 大阪市	 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120	 大阪市	 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915	 大阪市	 プール学院高等学校 フォークソング部
8041	 大阪市	 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985	 大阪市	 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091	 大阪市	 大阪府立桃谷高等学校CS I・II 部 軽音楽部
8062	 大阪市	 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993	 大阪市	 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920	 大阪市	 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136	 大阪市	 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036	 大阪市	 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056	 大阪市	 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998	 大阪市	 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913	 大阪市	 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037	 大阪市	 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918	 大阪市	 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981	 大阪市	 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080	 大阪市	 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066	 大阪市	 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282	 大阪市	 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130	 大阪市	 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951	 大阪市	 建国高等学校 軽音楽部
4289	 大阪市	 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965	 大阪市	 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078	 大阪市	 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140	 大阪市	 浪速高等学校 軽音楽部
7992	 大阪市	 城南学園高等学校 軽音楽部
7962	 大阪市	 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010	 大阪市	 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298	 大阪市	 英真学園高等学校 軽音楽部
8049	 大阪市	 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090	 大阪市	 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119	 大阪市	 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284	 大阪市	 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051	 大阪市	 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922	 大阪市	 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292	 大阪市	 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273	 大阪市	 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
9535	 大阪市	 関西情報工学院専門学校 高等課程 軽音楽部
8069	 大阪市	 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084	 大阪市	 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112	 大阪市	 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079	 大阪市	 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085	 大阪市	 東住吉総合高等学校 ギター部
7949	 大阪市	 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043	 大阪市	 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990	 大阪市	 城星学園中学校・高等学校 ウインド・ポップスミュージッククラブ
8022	 大阪市	 相愛高等学校 音楽部
8046	 大阪市	 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053	 大阪市	 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063	 大阪市	 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954	 茨木市	 向陽台高等学校 軽音楽部
4299	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923	 茨木市	 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924	 茨木市	 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983	 茨木市	 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110	 茨木市	 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117	 茨木市	 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074	 茨木市	 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266	 羽曳野市	 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8031	 河内長野市	 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072	 河内長野市	 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
7931	 貝塚市	 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287	 貝塚市	 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940	 岸和田市	 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944	 岸和田市	 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291	 岸和田市	 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941	 岸和田市	 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290	 岸和田市	 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953	 交野市	 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925	 高石市	 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004	 高石市	 清風南海高等学校 軽音楽部
7958	 高石市	 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919	 高槻市	 阿武野高等学校 軽音楽部
7946	 高槻市	 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960	 高槻市	 高槻高等学校 軽音楽部
7929	 高槻市	 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961	 高槻市	 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部

7972	 高槻市	 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024	 高槻市	 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
8076	 高槻市	 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018	 阪南市	 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952	 堺市	 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
4277	 堺市	 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275	 堺市	 堺市立堺高等学校 軽音楽部
8055	 堺市	 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966	 堺市	 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283	 堺市	 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
7967	 堺市	 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968	 堺市	 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999	 堺市	 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020	 堺市	 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081	 堺市	 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089	 堺市	 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097	 堺市	 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105	 堺市	 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111	 堺市	 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115	 堺市	 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270	 堺市	 東大谷高等学校 軽音楽部
4301	 堺市	 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300	 堺市	 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265	 堺市	 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082	 三島郡	 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978	 四條畷市	 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
4294	 守口市	 大阪国際高等学校 軽音楽部
4271	 守口市	 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921	 守口市	 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297	 守口市	 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279	 松原市	 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987	 松原市	 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006	 松原市	 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067	 松原市	 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059	 寝屋川市	 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009	 寝屋川市	 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116	 寝屋川市	 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094	 寝屋川市	 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025	 吹田市	 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973	 吹田市	 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996	 吹田市	 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997	 吹田市	 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014	 吹田市	 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118	 吹田市	 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000	 摂津市	 星翔高等学校 音楽部
8033	 摂津市	 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013	 摂津市	 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268	 泉佐野市	 大阪府立佐野工科高等学校 K音部
7964	 泉佐野市	 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017	 泉大津市	 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267	 泉南郡	 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129	 泉南郡	 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917	 泉南市	 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942	 大阪狭山市	 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977	 大東市	 四條畷学園高等学校 歌声部
8134	 大東市	 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139	 大東市	 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982	 池田市	 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926	 池田市	 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068	 池田市	 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988	 東大阪市	 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945	 東大阪市	 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269	 東大阪市	 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916	 東大阪市	 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928	 東大阪市	 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991	 東大阪市	 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107	 東大阪市	 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108	 東大阪市	 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109	 東大阪市	 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737	 東大阪市	 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086	 東大阪市	 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087	 東大阪市	 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280	 藤井寺市	 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296	 南河内郡	 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938	 柏原市	 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088	 柏原市	 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974	 八尾市	 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102	 八尾市	 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103	 八尾市	 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104	 八尾市	 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911	 富田林市	 PL学園高等学校 軽音楽部
7927	 富田林市	 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288	 富田林市	 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106	 富田林市	 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970	 豊中市	 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015	 豊中市	 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295	 豊中市	 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113	 豊中市	 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114	 豊中市	 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098	 豊中市	 梅花高等学校 フォークソング部
8096	 豊能郡	 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293	 枚方市	 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038	 枚方市	 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957	 枚方市	 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070	 枚方市	 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121	 枚方市	 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123	 枚方市	 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008	 箕面市	 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126	 箕面市	 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8128	 箕面市	 大阪府立箕面東高等学校 軽音楽部
8125	 箕面市	 箕面学園高等学校 軽音楽部
8132	 門真市	 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133	 門真市	 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994	 和泉市	 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099	 和泉市	 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281	 和泉市	 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5740	 たつの市	 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452	 芦屋市	 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部
5745	 芦屋市	 甲南高等学校 器楽部
5742	 芦屋市	 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748	 伊丹市	 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749	 伊丹市	 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753	 加古川市	 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755	 加古川市	 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757	 加古川市	 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5764	 高砂市	 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772	 三田市	 三田学園高等学校 軽音楽部
5776	 三木市	 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777	 三木市	 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774	 三木市	 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779	 宍粟市	 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780	 宍粟市	 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788	 小野市	 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787	 小野市	 兵庫県立小野高等学校 軽音楽部
5794	 神戸市	 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838	 神戸市	 松蔭高等学校 BAND部
5844	 神戸市	 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849	 神戸市	 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802	 神戸市	 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840	 神戸市	 神戸市立神港橘高等学校 顧問楽部
5811	 神戸市	 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827	 神戸市	 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814	 神戸市	 神戸第一高等学校 軽音楽部
5824	 神戸市	 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815	 神戸市	 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793	 神戸市	 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796	 神戸市	 滝川高等学校 軽音楽部
5805	 神戸市	 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会
5845	 神戸市	 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部
5801	 神戸市	 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848	 神戸市	 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847	 神戸市	 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792	 神戸市	 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会
5829	 神戸市	 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799	 神戸市	 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841	 神戸市	 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818	 神戸市	 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819	 神戸市	 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852	 神崎郡市	 市川高等学校 ギター同好会
5869	 西宮市	 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862	 西宮市	 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856	 西宮市	 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858	 西宮市	 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854	 西宮市	 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872	 西脇市	 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878	 川西市	 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881	 川辺郡	 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883	 相生市	 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884	 多可郡	 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887	 丹波市	 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888	 淡路市	 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892	 朝来市	 生野学園高等学校 バンド部
5738	 南あわじ市	 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5904	 尼崎市	 園田学園高等学校 フォークソング部
5895	 尼崎市	 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905	 尼崎市	 百合学院高等学校 フォークソング部
5901	 尼崎市	 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897	 尼崎市	 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899	 尼崎市	 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894	 尼崎市	 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274	 尼崎市	 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908	 美方郡	 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5924	 姫路市	 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922	 姫路市	 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918	 姫路市	 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931	 姫路市	 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917	 姫路市	 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930	 姫路市	 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912	 姫路市	 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932	 姫路市	 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911	 姫路市	 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921	 姫路市	 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937	 宝塚市	 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部

5949	 明石市	 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517	 明石市	 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5965	 橿原市	 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963	 橿原市	 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962	 橿原市	 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968	 吉野郡	 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967	 吉野郡	 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969	 五條市	 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973	 御所市	 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979	 桜井市	 関西中央高等学校 軽音楽部
5977	 桜井市	 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987	 大和郡山市	 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985	 大和郡山市	 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497	 大和郡山市	 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994	 天理市	 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991	 天理市	 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005	 奈良市	 育英西高等学校 音楽部
6007	 奈良市	 東大寺学園高等学校 音楽部
6008	 奈良市	 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002	 奈良市	 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000	 奈良市	 奈良県立大学附属高等学校 軽音楽部
6010	 奈良市	 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996	 奈良市	 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009	 奈良市	 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8162	 伊都郡	 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148	 伊都郡	 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160	 海草郡	 慶風高等学校 軽音楽部
8144	 海草郡	 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146	 海南市	 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143	 海南市	 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178	 紀の川市	 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154	 橋本市	 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176	 御坊市	 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173	 田辺市	 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175	 田辺市	 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180	 有田郡	 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167	 和歌山市	 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182	 和歌山市	 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183	 和歌山市	 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8188	 和歌山市	 和歌山県立和歌山東高等学校 軽音同好会
8184	 和歌山市	 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186	 和歌山市	 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8194	 鳥取市	 青翔開智中学校 軽音楽部
9518	 米子市	 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8266	 益田市	 明誠高等学校 軽音楽部
8254	 江津市	 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233	 江津市	 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232	 鹿足郡	 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241	 出雲市	 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247	 松江市	 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252	 松江市	 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249	 松江市	 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8275	 岡山市	 岡山学芸館高等学校 軽音楽部
8285	 岡山市	 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289	 岡山市	 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8293	 岡山市	 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326	 岡山市	 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283	 岡山市	 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8317	 岡山市	 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324	 岡山市	 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328	 岡山市	 創志学園高等学校 軽音同好会
8355	 岡山市	 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307	 玉野市	 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309	 玉野市	 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277	 高梁市	 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270	 浅口市	 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310	 浅口市	 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304	 倉敷市	 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337	 倉敷市	 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340	 倉敷市	 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8325	 倉敷市	 清心中学校・清心女子高等学校 軽音楽部
8331	 倉敷市	 倉敷高等学校 軽音楽部
8333	 倉敷市	 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335	 倉敷市	 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278	 津山市	 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359	 美作市	 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8379	 安芸郡	 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408	 安芸郡	 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381	 安芸高田市	 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397	 安芸高田市	 広島県立向原高等学校 音楽部
8396	 呉市	 呉青山中学校・高等学校 音楽部
8372	 呉市	 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392	 呉市	 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394	 呉市	 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398	 呉市	 広島県立広高等学校 軽音楽部
8361	 広島市	 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部
9271	 広島市	 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367	 広島市	 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375	 広島市	 広島県立可部高等学校 軽音楽部
8380	 広島市	 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388	 広島市	 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402	 広島市	 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404	 広島市	 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406	 広島市	 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409	 広島市	 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421	 広島市	 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429	 広島市	 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430	 広島市	 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413	 広島市	 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416	 広島市	 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016	 広島市	 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428	 広島市	 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437	 広島市	 山陽高等学校 軽音楽部
8440	 広島市	 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448	 広島市	 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449	 広島市	 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471	 広島市	 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457	 江田島市	 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470	 三原市	 如水館高等学校 軽音楽部
8435	 三次市	 広島県立三次高等学校 音楽部
8373	 山県郡	 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374	 山県郡	 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455	 山県郡	 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8423	 山県郡	 広島新庄高等学校 音楽部
8462	 竹原市	 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376	 東広島市	 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377	 東広島市	 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488	 東広島市	 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382	 廿日市市	 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432	 廿日市市	 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467	 廿日市市	 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468	 廿日市市	 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438	 廿日市市	 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270	 尾道市	 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475	 尾道市	 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473	 尾道市	 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
9534	 尾道市	 尾道南高等学校 MUSIC 同好会
8445	 府中市	 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476	 府中市	 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371	 福山市	 英数学館高等学校 軽音楽部
8387	 福山市	 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443	 福山市	 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447	 福山市	 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479	 福山市	 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424	 福山市	 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458	 豊田郡	 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8520	 宇部市	 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494	 宇部市	 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498	 宇部市	 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500	 下関市	 下関国際高等学校 軽音楽部
8558	 下関市	 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529	 山口市	 山口県立山口高等学校 ギター部
8491	 山陽小野田市	 サビエル高等学校 軽音楽部
9502	 周南市	 晃英館中学校 軽音楽部
8552	 周南市	 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559	 萩市	 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538	 美祢市	 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8579	 徳島市	 香蘭高等学校 音楽部
8587	 徳島市	 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600	 徳島市	 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8614	 さぬき市	 寒川高等学校 軽音楽部
8615	 観音寺市	 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622	 丸亀市	 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618	 丸亀市	 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626	 高松市	 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630	 高松市	 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634	 高松市	 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520	 高松市	 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631	 高松市	 高松第一高等学校 フォーク部
9521	 三豊市	 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645	 小豆郡	 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646	 善通寺市	 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8690	 松山市	 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685	 松山市	 松山城南高等学校 軽音楽部
8703	 松山市	 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8731	 安芸市	 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017	 吾川郡	 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745	 吾川郡	 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733	 高岡郡	 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737	 高知市	 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738	 高知市	 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8741	 高知市	 高知県立高知国際高等学校 ギター部
8740	 高知市	 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8744	 高知市	 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽部
8758	 高知市	 高知県立春野高等学校 音楽同好会

8739	 高知市	 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742	 高知市	 高知中央高等学校 軽音楽部
8743	 高知市	 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747	 高知市	 高知東高等学校 ギター部
8764	 高知市	 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769	 高知市	 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770	 高知市	 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771	 高知市	 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754	 室戸市	 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761	 須崎市	 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734	 土佐市	 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763	 南国市	 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6021	 遠賀郡	 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022	 嘉穂郡	 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036	 久留米市	 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030	 久留米市	 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029	 久留米市	 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037	 宮若市	 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041	 古賀市	 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050	 小郡市	 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053	 糟屋郡	 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057	 太宰府市	 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065	 大牟田市	 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063	 大牟田市	 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067	 大野城市	 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077	 中間市	 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076	 中間市	 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088	 田川市	 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089	 田川市	 福智高等学校 軽音楽部
6093	 八女市	 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092	 八女市	 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098	 飯塚市	 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124	 福岡市	 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524	 福岡市	 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137	 福岡市	 精華女子高等学校 軽音楽部
6101	 福岡市	 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102	 福岡市	 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120	 福岡市	 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099	 福岡市	 福岡県立城南高等学校 音楽部
6127	 福岡市	 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103	 福岡市	 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部
6136	 福岡市	 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部
6111	 福岡市	 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100	 福岡市	 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104	 福岡市	 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部
6129	 福岡市	 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130	 福岡市	 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448	 福岡市	 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122	 福岡市	 立花高等学校 軽音楽同好会
6141	 福津市	 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173	 北九州市	 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175	 北九州市	 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150	 北九州市	 高稜高等学校 軽音楽部
6171	 北九州市	 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155	 北九州市	 常磐高等学校 軽音楽部
6162	 北九州市	 真颯館高等学校 軽音楽部
6160	 北九州市	 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159	 北九州市	 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153	 北九州市	 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168	 北九州市	 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174	 北九州市	 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165	 北九州市	 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166	 北九州市	 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178	 北九州市	 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147	 北九州市	 明治学園中学高等学校 器楽部
6183	 柳川市	 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8826	 長崎市	 活水高等学校 軽音楽同好会
8844	 長崎市	 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866	 長崎市	 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867	 長崎市	 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859	 諫早市	 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8909	 菊池市	 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914	 玉名市	 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915	 玉名市	 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902	 熊本市	 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907	 熊本市	 開新高等学校 軽音楽部
8921	 熊本市	 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925	 熊本市	 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936	 熊本市	 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977	 熊本市	 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922	 熊本市	 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928	 熊本市	 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931	 熊本市	 慶誠高等学校 軽音楽部
8943	 熊本市	 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933	 上益城郡	 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965	 八代市	 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940	 八代市	 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9000	 大分市	 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004	 大分市	 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017	 竹田市	 竹田南高等学校 音楽同好会
9040	 別府市	 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9087	 えびの市	 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072	 延岡市	 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045	 延岡市	 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073	 延岡市	 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051	 宮崎市	 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096	 宮崎市	 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079	 都城市	 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078	 都城市	 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094	 日向市	 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081	 北諸県郡	 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9117	 いちき串木野市	鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177	 阿久根市	 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193	 姶良市	 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168	 薩摩川内市	 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126	 指宿市	 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134	 鹿屋市	 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133	 鹿屋市	 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽部
9143	 鹿児島市	 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147	 鹿児島市	 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190	 出水市	 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158	 出水市	 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153	 西之表市	 種子島高等学校 軽音楽部
9146	 日置市	 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149	 霧島市	 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9213	 うるま市	 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214	 うるま市	 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225	 うるま市	 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228	 うるま市	 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258	 うるま市	 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197	 浦添市	 浦添高等学校 現代音楽部
9196	 浦添市	 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230	 浦添市	 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259	 浦添市	 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220	 浦添市	 昭和薬科大学附属中学校・高等学校 軽音部
9194	 沖縄市	 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211	 沖縄市	 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244	 沖縄市	 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246	 沖縄市	 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222	 沖縄市	 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199	 宜野湾市	 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206	 宜野湾市	 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227	 宜野湾市	 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247	 宜野湾市	 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208	 宮古島市	 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209	 宮古島市	 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210	 宮古島市	 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205	 国頭郡	 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248	 国頭郡	 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251	 国頭郡	 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202	 糸満市	 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216	 糸満市	 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241	 石垣市	 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242	 石垣市	 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243	 石垣市	 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223	 中頭郡	 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229	 中頭郡	 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252	 中頭郡	 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253	 中頭郡	 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204	 島尻郡	 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207	 島尻郡	 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215	 島尻郡	 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226	 島尻郡	 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236	 島尻郡	 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238	 島尻郡	 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217	 那覇市	 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218	 那覇市	 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219	 那覇市	 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221	 那覇市	 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231	 那覇市	 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232	 那覇市	 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233	 那覇市	 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234	 那覇市	 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212	 那覇市	 興南高等学校 軽音楽部
9237	 豊見城市	 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249	 豊見城市	 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250	 豊見城市	 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254	 名護市	 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256	 名護市	 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257	 名護市	 名護商工高等学校 軽音楽部
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「
部
活
動
と
人
」
で
は
、
高
校
時
代
に
打
ち
込
ん
だ

部
活
動
が
、
将
来
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
を
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
動
中
の
方
々
に
伺
い
ま
す
。
今

回
は
、
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
サ

ト
ヤ
マ
カ
イ
ギ
の
代
表
理
事
も
さ
れ
て
い
る
高
志
保

代
表
に
、
高
校
生
時
代
の
部
活
動
の
経
験
か
ら
現
在

取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。（
聞
き
手
：
三
谷
佳
之

／
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会
理
事
長
・
本
誌
編
集
長
）

■
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
「
部
活
動
は

将
来
の
た
め
に
な
る
よ
」
と
い
う
こ
と
を
発
信
し

て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ど
の
よ
う
に
ご
紹
介
し

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

高
志
保
：
ど
う
し
ま
し
ょ
う
（
笑
）。
一
般
社
団

法
人
サ
ト
ヤ
マ
カ
イ
ギ
の
代
表
理
事
を
し
て
い
ま

す
。
サ
ト
ヤ
マ
カ
イ
ギ
は
、
日
本
の
精
神
文
化
を

見
直
し
、
和
を
持
っ
て
尊
し
の
共
存
と
ツ
ナ
グ
を

敬
う
持
続
性
の
本
質
を
探
る
体
験
の
場
で
す
。
北

陸
の
霊
峰
・
⽩
⼭
の
麓
に
あ
る
⽩
峰
地
域
か
ら
始

ま
り
、
伊
豆
、
焼
津
と
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

軽
音
協
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
若
い
人
に
つ
な
げ

て
い
く
と
か
、
人
間
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
な
ど

が
目
的
で
す
。
実
際
に
「
部
活
」
っ
て
言
い
方
を

し
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、
会
社
で
隣
の
部
署

が
も
の
す
ご
く
忙
し
く
し
て
い
る
よ
う
な
ら
、「
あ

そ
こ
大
変
そ
う
だ
ね
…
」
で
終
わ
る
と
思
う
ん
で

す
が
、
部
活
で
「
僕
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
な
ん
で
フ
ォ

ワ
ー
ド
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
、
や
り
ま
せ
ん
」
っ

て
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
事
業
が
部
署
と
か

で
分
断
さ
れ
て
い
て
、
人
間
て
大
人
に
な
る
と
自

分
で
考
え
た
り
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
く

な
っ
て
い
く
気
が
し
て
い
て
…
。
そ
う
い
う
の
を

な
く
し
て
い
こ
う
よ
と
い
う
の
も
サ
ト
ヤ
マ
カ
イ

ギ
の
一
環
で
す
。
地
域
の
連
携
と
か
、
損
得
勘
定

じ
ゃ
な
い
生
き
方
と
か
。

■
会
社
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

高
志
保
：
は
い
。
メ
イ
ン
の
事
業
と
し
て
は「
ス
マ
ー

ト
ホ
テ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
株
式
会

社
の
代
表
取
締
役
社
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ホ
テ

ル
の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
会
社
で
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊

業
務
を
徹
底
省
力
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
、
人
間
が
本
来
す
べ
き
で
は
な
い
遂
行
業
務
を

な
く
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

内
に
シ
ス
テ
ム
の
会
社
が
ベ
ト
ナ
ム
に
あ
っ
た
り

と
か
、
全
体
で
い
う
と
１
５
０
名
ぐ
ら
い
の
会
社

で
す
。
月
の
う
ち
一
週
間
ぐ
ら
い
は
横
浜
の
事
務

所
に
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
他
は
出
張
や
新
し
い

地
域
に
い
っ
て
仕
事
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

■
高
校
時
代
は
部
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か

高
志
保
：
学
生
時
代
は
野
球
部
一
筋
で
し
た
。
野

球
部
っ
て
、
監
督
が
い
て
カ
チ
ッ
と
指
導
す
る
っ

て
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
僕
は
そ
う

い
う
の
か
ら
は
ハ
ミ
出
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
で
…
。
問

題
児
で
し
た
よ
。
辞
め
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
同
級
の
仲
間
が
止
め
て
く

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
相
談
に
は
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て

く
れ
ま
し
た
ね
。
僕
は
小
学
校
の
頃
か
ら
団
体
行

動
が
苦
手
で
、主
張
を
曲
げ
な
い
か
ら
「
自
分
勝
手
」

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
成
績
表
に
は
「
集
団
行
動
苦
手
」「
人
の
話
を

聞
か
な
い
」「
自
分
勝
手
」
と
い
つ
も
書
か
れ
て
い

ま
し
た
し
。
野
球
部
で
は
監
督
と
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
で
も
納
得
で
き
な
い
こ
と
は
や
れ
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
や
る
気
の
な
い
態
度
に
な
っ

た
り
、
そ
れ
が
顔
に
出
る
の
で
先
生
も
鬱
陶
し
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
好
き
な
野
球

Interview

大阪大学大学院修了後、リーマン・ブラザー
ズに入社し金利デリバディブトレーダー
に従事。その後、外資系証券会社を経て、
2018 年（株）スマートホテルソリュー
ションズ代表取締役就任。2022年（一社）
サトヤマカイギ代表理事就任。

高志保 博孝

部活動と人
高志保 博孝
ワクワクを共存できる関係を築く

一般社団法人サトヤマカイギ 代表理事／株式会社スマートホテルソリューションズ 代表取締役社長
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を
通
じ
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
仲
間
と
出
会
え
た
こ

と
は
部
活
動
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
の
１

つ
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
軽
音
楽
部
の
よ
う
に
、
自

分
で
考
え
て
み
ん
な
で
決
め
て
…
と
い
う
部
活
動

を
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
合
う
人
材
育
成
の
場
に
も
な
る
気
が
し
ま
す
。

応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
社
会
に
出
て
か
ら
は
ど
う
で
し
た
か
。

高
志
保
：
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言

う
と
か
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
表
現

す
る
っ
て
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。
適
当
に
他
人
の
言
う
こ
と
に
合
わ
せ

な
い
と
い
う
の
は
、
僕
を
正
当
に
評
価
し
て
く
れ

る
人
た
ち
が
集
ま
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
。
表
面
的
に
人
に
合
わ
せ
た
り
し
な
い

の
で
楽
で
す
し
、
表
面
的
に
生
き
て
い
る
人
が
近

寄
っ
て
こ
な
い
の
で
面
倒
く
さ
く
な
い
。
そ
う
い

う
の
っ
て
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
世
間
で
は
、
大

人
に
な
る
こ
と
が
「
上
手
に
生
き
る
こ
と
」
み
た

い
な
評
価
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
表
面
的
に
取
り
つ
く
ろ
っ

て
会
議
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
、
み
た
い
な
の
っ

て
人
生
に
と
っ
て
無
駄
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
と
か
、
そ
れ
を
主
張
し
た

ら
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と
か
、
そ
の
方

が
な
ん
か
「
生
き
て
」
ま
す
よ
ね
。
今
、
会
社
で

ス
ト
レ
ス
症
状
が
出
て
る
な
と
感
じ
る
社
員
に
は
、

「
思
い
つ
く
こ
と
全
部
や
っ
て
ご
ら
ん
」
っ
て
言
っ

て
ま
す
。

■
近
年
は
特
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ッ
ク
に
み
ん
な
同
じ

よ
う
な
考
え
方
や
感
性
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
で
も
、
表
面
的
じ
ゃ
な
い
生
き
方
っ

て
な
か
な
か
勇
気
が
要
り
ま
す
。

高
志
保
：
サ
ト
ヤ
マ
カ
イ
ギ
で
出
会
う
高
校
生
な

ど
に
も
、
よ
く
自
分
の
感
性
を
も
っ
と
信
じ
て
あ

げ
て
と
言
っ
て
い
ま
す
。
先
生
や
親
に
媚
び
な
い

で
欲
し
い
し
、
や
り
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
表
現

し
て
欲
し
い
。
僕
も
、
か
つ
て
は
う
ま
く
や
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が
信
じ
き
っ
て
い
る
こ
と

を
大
事
に
し
て
き
た
お
か
げ
で
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
「
い
い
か
ら
も
っ
と
自
分

の
感
性
を
信
じ
て
！
」
と
伝
え
た
い
で
す
。
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
と
ら
わ
れ
ず
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は

ま
ら
な
い
と
い
う
か
、
そ
れ
で
良
い
ん
だ
と
思
っ

て
欲
し
い
で
す
。
悔
し
い
こ
と
と
か
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
失
敗
と
か
成
功
と
か
な
い
し
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
な
の
で
、
自
分
を
信
じ
て
く

だ
さ
い
。

■
高
校
以
降
は
ど
う
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

高
志
保
：
高
校
時
代
は
朝
か
ら
部
活
だ
っ
た
の
で
、

大
学
受
験
に
は
間
に
合
わ
な
い
な
と
思
い
、
自
分

で
浪
人
す
る
こ
と
を
決
め
て
た
ん
で
す
。
２
年
計

画
で
挑
み
ま
し
た
。
た
だ
、
真
っ
直
ぐ
に
勝
負
し

て
い
た
の
で
は
追
い
つ
か
な
い
と
も
思
っ
て
い
た

の
で
、
最
初
の
頃
は
成
績
が
良
い
人
の
勉
強
方
法

を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
勉
強
を
一
切
せ

ず
に
（
笑
）。
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
結
局
は
大
阪
大
学
に
入
学
し
て
大
学

院
ま
で
い
き
ま
し
た
。
で
も
、
普
通
じ
ゃ
面
白
く

な
い
と
思
っ
て
、
大
学
院
ま
で
い
っ
て
文
系
就
職

す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、

外
資
系
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。
ろ
く
に
英
語
も
喋
れ
な
い
の
に
ア
メ
リ
カ
に

研
修
に
い
か
さ
れ
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
ん
な
時

は
日
本
人
同
士
で
助
け
合
っ
た
り
し
て
。
違
っ
た

視
点
で
現
状
を
見
て
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
え
ば
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
想
像
力
の
幅
も
広
が
り
ま

せ
ん
か
ら
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も
、
学
校
の
授
業
で

は
な
く
部
活
動
で
培
っ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
と
は
い
え
、
周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
大
事
で
す
。
軽
音
楽
部
も
バ
ン
ド
と
い
う
チ
ー

ム
で
の
活
動
が
メ
イ
ン
で
す
。

高
志
保
：
若
者
に
は
よ
く
「
好
き
な
よ
う
に
し
な

さ
い
」
と
言
う
ん
で
す
が
、
大
自
然
の
中
で
好
き

勝
手
や
っ
て
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
そ
の

中
で
共
存
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
自
分
の
存
在

が
他
人
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
し

な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
前
提

の
「
好
き
な
よ
う
に
」
な
ん
で
す
。
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
好
き
勝
手
や
っ
て
い
た
ら
い
つ
の

間
に
か
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
い
た
と
か
、
そ
れ
っ

て
周
り
か
ら
し
た
ら
面
白
く
な
い
存
在
だ
っ
た
っ

て
こ
と
で
す
よ
ね
。
初
め
は
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
に
、
い
つ
の
間
に

か
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
に
な
っ
て
た
な
ぁ

と
か
。
そ
う
い
っ
た
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
も
大

事
な
気
が
し
ま
す
。

■
学
生
時
代
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。
近
年
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
と
い
う
子
供
も
増
え
て
い
ま
す
。

高
志
保
：
入
り
口
が
「
合
わ
せ
る
こ
と
」
ば
っ
か

り
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

私
た
ち
は
自
然
界
の
人
間
な
の
で
、
だ
か
ら
こ
そ

感
性
を
大
事
に
し
て
欲
し
い
。
道
で
人
が
血
を
流

し
て
倒
れ
て
い
た
ら
助
け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

で
も
、
会
社
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
入
っ
た
ら
「
助

け
な
く
て
良
い
」
っ
て
な
る
ん
で
す
。
大
人
に
な
っ

た
ら
「
人
間
」
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。

人
間
と
し
て
の
感
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
共
存
を

目
指
し
て
欲
し
い
。
単
に
合
わ
せ
る
だ
け
の
関
係

は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
を
共
存

で
き
る
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
部
活
動
で
学

ん
で
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
最
後
に
軽
音
楽
部
の
生
徒
た
ち
に
何
か
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
志
保
：
大
人
も
そ
う
で
す
け
ど
、
最
近
は
自
分

で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
わ
ざ

わ
ざ
確
か
め
て
、
そ
の
挙
句
に
「
そ
う
か
違
う
の

か
」
っ
て
自
分
を
捨
て
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
と

思
う
ん
で
す
。
で
も
ネ
ッ
ト
に
書
い
て
あ
る
こ
と
っ

て
誰
が
ど
ん
な
意
図
で
書
い
た
か
も
わ
か
ら
な
い

の
に
、
そ
っ
ち
を
信
じ
る
っ
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
虚

し
く
な
い
で
す
か
。
自
分
が
感
じ
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
を
大
事
に
し
て
欲
し
い
で
す
。
今
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
発
達
し
て
、
周
り
と
違
っ
て
デ
コ
ボ

コ
し
て
る
の
は
い
け
な
い
こ
と
だ
み
た
い
な
感
じ

も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
苦
し
ん
で
い
る
人
も
多
い
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
デ
コ
ボ
コ
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
時
代
で
す
。
均
一
化
で
良
い
こ

と
は
み
ん
な
A 

I
や
シ
ス
テ
ム
が
や
っ
て
く
れ
ま

す
か
ら
、
人
間
と
し
て
の
感
性
を
大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
。
田
植
え
す
る
と
か
、
山
に
登
る
と
か
、

雨
に
降
ら
れ
る
と
か
、
自
然
が
相
手
だ
と
大
変
で

す
。
予
定
通
り
、
予
測
通
り
い
か
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
か
ら
。
で
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
経
験
す

る
こ
と
も
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
夏
に
行
わ

れ
る
白山

サ
ト
ヤ
マ
カ
イ
ギ
奉
納
祭
で
は
、「
自
然

と
ツ
ナ
グ
」
だ
け
を
テ
ー
マ
に
軽
音
楽
部
の
高
校

生
が
演
奏
し
て
く
れ
ま
す
。
上
手
に
、
よ
り
も
思
っ

た
こ
と
を
表
現
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
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　本番に向けてメンタル的な余裕を持つた

めには、早めにメロディと歌詞を覚えるこ

とが一番です。メロディと歌詞が早くから

頭に入っていれば、発声やリズム、合奏、

感情を込めた細かい表現といった「歌うこ

と」に意識を持っていくことができます。

　歌詞を覚えるには自分で「書く」ことが

効果的です。同時に「ブレス」の位置や歌

い方などを書き込んでおくと、やるべきこ

とが明確になっていきます。正確なメロ

ディで歌えるように、ピアノアプリなどで

音程確認をしておくと良いでしょう。何と

なくではなく、歌のピッチが安定します。

また、ボーカルの入るタイミングをきちん

と把握することも大事です。イントロは何

小節で歌が入るのか…などをしっかりと理

解しておきましょう。

　本番では歌うだけではなく、フロントマ

ンとして客席に気を配りながらライブを盛

り上げることもボーカリストの大事な役割

です。楽器も演奏する人は覚えることが多

いので、早めに「やること」を覚えてしま

いましょう。

　ボーカリストは、基本的にマイクとマ

イクスタンドが唯一の機材です。楽器を

弾きながら歌う人は、マイクスタンドの

位置や高さ、角度をシミュレーションし

て自分のベストなセッティングを見つけ

ておきましょう。ハンドマイクの場合は、

マイクの持ち方も普段から気をつけてお

かなくてはなりません。普段の練習場所

とライブ会場では音響の環境が違います。

マイクのグリル部分を覆うように握った

り、モニタースピーカーにマイクを向け

たりしてハウリングを起こさないように

普段から十分に注意しておきましょう。

　学校にモニタースピーカーがあるなら、

自分の声の返り具合を試しておくと本番で

も怖くありません。自分の声や他の楽器が

どのくらい聴こえていれば歌いやすいかを

知っておくと、サウンドチェックの時に指

示しやすくなります。

　体が楽器であるボーカリストが最も気を

つけなければいけないのは体調管理です。

風邪などをひかないようにすることはもち

ろん、喉のケアも忘れずに行いましょう。

　本番の日が近くなったら大声で騒いだり

せず、よく睡眠を取り、辛い物など刺激の

強いものは控えましょう。また、本番直前

の練習で頑張って歌いすぎて喉が枯れてし

まうこともあるので注意しましょう。

〓余裕を持つための準備

〓機材の扱い

〓体調管理

軽音楽部での活動や楽器の演奏をする上で、目標の 1 つとなるのが「ライブ」です。夏はただでさえ各地で

大会やコンテストが多くなる季節。新入部員の 1 年生にとっては待ちに待った初めての「本番」という人も

多いでしょう。ライブはその名の通り泣いても笑っても一発勝負。悔いのないステージを万全の体制で迎え

るために、しっかりとした準備をして本番に臨みましょう！

Special Issue

33つの準備つの準備

ボーカルボーカル

プレイヤーとして

ライブ本番までにライブ本番までに
済ませておきたい済ませておきたい
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　本番でベストなプレイをするためには、

できるだけ反復練習をして体で覚えてい

くしかありません。何度もミスしてしまう

フレーズは本番でも間違える可能性が高

いので、その部分だけ集中して繰り返し練

習しましょう。しかし、それでも弾けない

フレーズは余裕を持って弾けるフレーズ

に変えてしまうのも 1 つの方法です。こ

れは逃げではなく、いわゆる「リスクマ

ネージメント」 というものです。

　ギターソロやテーマメロディを弾く場合

は、フレーズの最初と最後をよく練習して

おきましょう。気持ち良くフレーズに入れ

たり綺麗に終わることができれば、結果と

して楽曲全体も良い印象になります。

　ギターアンプは、できれば普段の練習か

ら本番と同じ機種を使用してツマミの位置

を決めておきましょう。エフェクターを使

う場合も、練習中にしっかりと音作りをし

ておくことはもちろんですが、スイッチン

グするのであれば各音色のボリューム設定

も忘れずにしておきましょう。また、おろ

そかにされがちなのが音色を切り替えるタ

イミングです。小節の頭なのか、弾き始め

る 1 拍前なのか…。切り替えもフレーズ

の1つだと捉えて練習しておきましょう。

　しかし、どんなに準備や調整をしていて

も、本番のステージでは聴こえ方が変わり

ます。すぐに微調整ができるように、アン

プやエフェクターのことをきちんと理解し

ておきましょう。エフェクターを借りたり

使い回したりするのはやめておいた方が無

難です。自分が使い慣れているものでなけ

ればトラブルに素早く対処できません。

　エフェクターを使う場合は、出番前にで

きる限りエフェクターボードに組んでおい

て、ボードごとステージへ持って行けるよ

うにしておくとセッティングが早くなりま

す。シミュレーションしておきましょう。

　弦は本番の前日に張り替えておきましょ

う。張り替えたらチューニングが安定する

まで弾いて、弦をよく伸ばしておきます。

しかし、それでも温度差によってチューニ

ングは安定しないので、ステージに上がっ

たら何度もチェックしましょう。また、張

り替えたばかりの弦でも切れることがある

ので、予備の弦の持参は必須です。

　その他、接続ジャックやシールドケーブ

ルといった電気系統の接触不良や、ネック

の反りなどの楽器の状態も事前にチェック

しておきましましょう。

　ベースは、リズムとコード（和音）の両

方でボトムを支える、アンサンブルにとっ

て重要なパートです。自分のことだけにと

らわれず、他のメンバーの音にも意識を向

けられることが大切です。

　具体的には、コード（和音）に対して自

分が弾いている音が間違っていないか、ド

ラムが出すリズムやフレーズとのコンビ

ネーションは悪くないか…などを、何度も

チェックしましょう。

　既存曲の場合、難しいテクニックが駆使

されていることもあります。練習を怠らな

いようにすることはもちろんですが、どう

しても弾けないフレーズは思いきって簡単

にしてしまうことも、ミスが目立つベース

には有効な手段といえます。

　ライブでは複数のベーシストが同じベー

スアンプを使います。サウンドチェックで

作った音色や音量は忘れないようにメモし

たり写真に撮っておきましょう。

　広い会場になるとシールドケーブルをア

ンプではなく、DI（ダイレクトボックス）

につなぎます。これは、音響スタッフに任

せておけば良いことで、自分で用意するも

のではありませんが、初めて使用する場合

は使い方や音の聴こえ方、注意点などを先

輩に聞いておきましょう。

　エフェクターを使うのであれば、あらか

じめ普段の練習の時に音作りをしておき、

ライブ当日は微調整程度に留めましょう。

事前の音作りを終えたら、蛍光シールなど

で目盛りをマーキングしておくと見えやす

く便利です。また、本番で使わないエフェ

クター類は外しておきましょう。音の劣化

が軽減されます。

　弦は手汗や皮脂などで劣化し、徐々に音

にハリがなくなります。弦の新しさによる

音の違いには好みがあるので交換の時期は

人それぞれですが、交換したばかりの弦は

チューニングが狂いやすいので、演奏する

前に何度も確認するようにしましょう。また、

念のために予備の弦は必ず準備しておくと

安心です。

　楽器は使うにつれて状態が変わります。

本番当日に音が出なくなってしまった…と

いうことにならないように、本番日が近づ

いて少しでも心配なことがあれば、楽器店

に持って行ってみてもらいましょう。シー

ルドケーブルの断線やジャックの接触不良

もよくあります。楽器と同じように普段か

ら大切に扱いましょう。

〓フレーズのチェック

〓フレーズのチェック

〓機材の準備

〓楽器の状態

〓音作り

〓楽器の状態ギターギター

ベースベース

Special Issue
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　まずドラマーが必ずやっておくべきこと

は、演奏する楽曲のテンポを確認できるよ

うにしておくことです。本番では緊張や焦り

からテンポ感がおかしくなってしまうことが

あります。

　普段の練習の時から演奏前には必ずメト

ロノームで確認するようにして、できれば本

番前も確認できる準備をしておきましょう。

個人練習でもメトロノームに合わせて練習を

して、ズレてしまう部分を重点的に修正して

おきましょう。

　本番が近づいて、どうしても叩けないパ

ターンやフィルインは、無理なく叩けるフ

レーズに変えてしまうことも、バンド全体の

ことを思えば間違いではありません。

　ライブで使うドラムセットは、普段のもの

と違うことも多いと思います。セッティング

しづらかったり叩きにくく感じることもある

かもしれません。なるべくいつもと同じよう

に調整したいところですが、はっきり言って

この部分は諦めるしかありません。せめて、

本番で使用するドラムセットのタムのインチ

と深さ、タムホルダーの形状、シンバルの

数などを事前に確認しておき、できるもの

は前もってシミュレーションしておくと安心

です。

　持ち込み機材が多いと転換に時間がかか

ります。あまり叩かない小物はセッティング

リストから外すなど、持ち込み機材をなるべ

く少なくしていくことも選択肢の 1つです。

セッティングにどのくらい時間がかかるのか

を事前に測って、効率の良いセットチェンジ

の練習もしておきましょう。

　反対に、演奏面で最も影響するペダルは

自分のものを持参する方が良いでしょう。

使い回しのペダルを好みに調整している時

間はありません。普段使っているものが使

えなければ購入も視野に入れておきましょ

う。また、スネアを持ち込むのであれば、

打面ヘッドは前日に張り替えて少し叩いてお

くと皮が馴染みます。

　大きな会場ではドラムにもマイクを立てま

す。叩く音量が小さ過ぎるとマイクが音を

拾わなかったり、突然大きな音を出すとス

ピーカーが壊れてしまう可能性もあり、音

量の加減が大切です。普段からバランスの

良い音量での演奏を心がけましょう。

　また、スネアを叩いた時のサウンドの安

定度、3点（スネア、バスドラム、ハイハッ

ト）の音量バランス、フィルインの音量な

どもチェックしておきましょう。

　既存曲をコピーする場合、たくさんキー

ボードのフレーズが入っていて、どうやっ

ても演奏できない場合があります。また、

高度なテクニックが必要で再現できないこ

とも多いと思います。全体像を把握して、

セクションごとに必要なフレーズを取捨選

択したり、どうしたら不自然ではなく似た

感じに聴こえさせられるかを検討してお

きましょう。スプリット機能を使ったりフ

レーズを簡素化するなど、有効な手段を考

えて早めに整理しておくことで、やること

がはっきりして練習に臨めます。

　複数の音色を連続して変えなければなら

ない時も、なるべく音が途切れないように

スイッチングできる方法を考えておく必要

があります。ボタンを押すタイミングを見

つけられれば良いのですが、ペダル類を

使って操作する方法もあります。また、本

番は立って演奏するのであれば普段から

立って練習しておきましょう。

　キーボードの事前準備には音作りが不可

欠です。例えば、ピアノの音色で演奏をす

る場合、楽器にプリセットされているすべ

ての音色で弾いて確かめ、バンド練習時に

内蔵エフェクターやイコライザーを使って

音色を整えていきます。使う音色すべてを

同様に試しておきましょう。

　演奏で使う音色が決まったら整理してお

きます。作った音色や音量を保存できる機

種の場合は、リネームしてライブで使う順

にセーブしておくと便利です。

　本番で会場のキーボードを使用する場合

は、必ず事前に機種をリサーチして USB

メモリなどで自作の音色を取り込めるのか

を確認しておきましょう。取り込めない場

合は当日の音色作りに時間がかからないよ

うに、事前に楽器店で本番と同じ機種を

触ったり操作を調べておけば安心です。

　本番の会場ではキーボードスタンドが使

い慣れていない機種な場合があるので、事

前にスタンドの種類も確認しておきましょ

う。普段使っているものを持ち込めればベ

ストです。当日のセッティングは高さ調整

以外にも、電源コードを挿す、シールドケー

ブルをDI（ダイレクトボックス）につなぐ、

ペダル類を準備する、音色を確かめる…と

たくさんあります。普段から素早くできる

ようにしておきましょう。

　大きな会場ではステレオで出力すること

が一般的です。なるべく普段の練習の時か

らステレオで出力するようにしましょう。

ドラムドラム

キーボードキーボード

〓テンポとフレーズ

〓セッティングの確認

〓フレーズの整理

〓音作りの整理

〓セッティングの確認

〓音量のバランス
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アンサンブルとして
バンドやユニットで演奏する利点は「1 人ではない」ということです。メンバー同士で助け合い、おぎない合う
ことで演奏が「1+1 ＝ 2」以上のものになります。しかし、逆に言えば 1 人ひとりが個々にどんなに頑張っても、
全員でまとまった「合奏」ができていなければ良い音楽にはなりません。本番までに、個々の技術力を活かした「全
員で音楽する」ことの最終確認をしましょう。

　普段の練習場所とライブ本番のステージ

では、広さや部屋の共鳴、使用機材などが

違うため、当然ながら自分たちが出すサウ

ンドや聴こえ方は変わります。大会や広い

ステージに慣れていれば予測をつけて音作

りをしておくこともできますが、経験の少

ない人にとっては未知の世界です。

　しかし、どちらにしても当日の微調整は

必要となります。例えば、ギターのエフェ

クターのかかり具合、ベースとバスドラム

の低音域のマッチング、キーボードの音色

ごとの聴こえ方、スネアの響き具合…など

は、サウンドチェック時と本番とでも変わ

ります。普段から、ギターアンプやベース

アンプ、マイクやキーボードを入力してい

るミキサー、ドラム全体のチューニングな

ど、各パートの音量や音色のバランスを常

に注意して、演奏しながらでも微調整でき

るようになれることを目指しましょう。

　音色や音量のバランスは、セクションに

よっても変える必要があります。例えば、

ギターはコード弾きからソロなどの単音に

なるだけでも、音圧に差が出て音が小さく

なったように聴こえ

てしまいます。物足

りないと感じたら、

音色を変えたり音量

を上げたりするため

のエフェクターを用

意したり、マルチエ

フェクターを使用す

る場合は変化がつく

ように設定をしてお

きましょう。

　キーボードは演奏

が片手でも何とかな

るのであれば、慣れないうちはボリューム

ペダルよりも楽器のマスターボリュームを

いじってしまった方が繊細に表現できると

思います。

　他にも、キーボードによるメインリフの

メロディやドラムのフィルインなど、音量

や音色がおかしくないかをメンバー同士で

お互いにチェックし合っておきましょう。

　ドラムとベースは「リズム隊」と呼ばれ

ますが、バンドのグルーヴはドラムとベー

スだけで作るものではありません。それぞ

れが良いリズムで演奏できることが理想で

すが、最終的にはドラムとベースによって

作り出されているリズムの土台に、ギター

やキーボードなどの他の楽器が乗り、さら

にその上でそれらを従えてボーカリストが

歌うという図式になります。

　それぞれのパートが自分のやるべきこと

をしっかりと行いつつ、どこかで他のメン

バーのことも意識していなければいけませ

ん。まずは、すべてのパートに唯一共通し

ているをメンバー全員で共有しましょう。

音量のバランスを取る

リズムを合わせる

▲ライブは「合奏」を披露する場です。力を１つに合わせよう

▲録音や録画をしてみて、客観的に音量やリズムが合っているかをチェック ▲良いアンサンブルに有効なのは、メンバー同士でたくさん話し合うこと

Special Issue
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　良いアンサンブルのポイントは、技術的

なことやリズムを合わせることだけではあ

りません。メンバー間で気持ちが 1 つになっ

ていることが最も重要です。歌詞の意味、

楽曲のイメージや世界観、伝えたいメッセー

ジなどが全員で共有されているかを確認し

ましょう。

　ポイントは、そのイメージを音量のダイ

ナミクスで表現できているかです。サビは

どのくらい盛り上がるのか、対して A メロ

はどのくらい抑えるのか…。セクションご

とに決めた演出がきちんとできているか、

そして、そのつなぎ目もドラマチックになっ

ているかも確認しましょう。

　ライブ本番の日が近づいたら、本番のス

テージを想定して、セットチェンジから演

奏終了後の片付けまでを含めた一連の流れ

をそのまま通して行ってみましょう。どん

なタイミングで演奏を始めるのか、ギター

ソロはギタリストがステージの前に出るの

か、エンディングでは何か決めポーズを作

るのか…など、台本を書くように細かく行

動を決めておいても良いでしょう。

　大会や演奏会のルールに従って時間通り

に素早くセッティングすることはとても重要

です。大会であれば、時間オーバーは失格

になる可能性もあります。 時間を測って何

度もシミュレーションしておきましょう。そう

することで、当日は慌てることなくステージ

に向き合うことがで

き、余裕を持った演

奏ができます。

　 ま た、 演 奏 前 に

ボーカリストが何か

喋るのであれば、同

じように行っておき

ます。ステージに上

がると頭が真っ白に

なるなんてことはよ

くあります。話す内

容、演奏を始めるタ

イミング、最初の 1

音を出すまでの立ち姿…。歌番組に出てい

るような気持ちでオープニングの演出を考

えましょう。もちろん、何もしなくても構

いませんが、ステージに上がった瞬間から

もう観客はこっちを見ているということを

忘れてはいけません。それは演奏が終わっ

てからも同じです。ステージを降りるまで

をしっかりと自己プロデュースしましょう。

　スマートフォンやタブレットなどで動画

を撮影して、客席からはどんな風に見えて

いるのかを意識したり、軽音楽部のバンド

同士で意見交換をして修正点を指摘しあう

といった練習を繰り返すと効果的です。

　ほとんどの場合、ライヴ本番前には「サ

ウンドチェック」を行います。誤解してい

る人も多いのですが、サウンドチェックは

本番前の練習時間ではありません。演奏者

が良い環境で本番を迎えられるように、音

響スタッフがバンドが出す音を確認したり、

照明スタッフがバンドのステージングや演

奏に合わせた照明を確認する時間です。

　注意点は、「本番でやることをそのままや

る」「サウンドチェックでやらなかったことは

本番でやらない」ということです。例えば、

本番でギターソロの時に音量を大きくする

のであればサウンドチェックの時にやってお

かなくてはいけません。予定外のことを本

番で突然やってしまうとスタッフに迷惑がか

かり、機材トラブルの原因にもなります。ラ

イブは演奏者とスタッフの共同作業です。

その気持ちを込めて、お互いに元気よく「よ

ろしくお願いします！」と挨拶しましょう。

　そして、サウンドチェックは演奏者のた

めの確認時間でもあります。セッティング

の調整、音量や音色の最終的な調整、モニ

タースピーカーの調整などを行います。イ

ベントによってはサウンドチェックの時間

がごく短い場合もあります。普段の練習時

に楽曲のどの部分を演奏すれば音響スタッ

フがわかりやすいか、何をチェックしてお

けば良いのか…など、スムーズに進めるた

めの準備をしておきましょう。

ドラマチックさの演出を確認

「通し練習」で最終チェック

サウンドチェックの準備

▲ライブはスタッフとの共同作業。有意義なサウンドチェックが成功への鍵

モニタースピーカーに慣れておこう
　ステージで各メンバーの足元にある「モ
ニタースピーカー」は、自分の音や他パー
トの音を返してもらって自分の演奏や合奏
をしやすくするためのものです。モニター
の音作りのコツは、返す音をなるべく少な
くして必要なものだけを返してもらうこと
です。慣れていないと難しいかもしれませ
んが、ステージの中を演奏しやすい環境に
することを目指しましょう。

　できれば、ボーカリストは普段の部活動
でモニタースピーカーを使っていた方がベ
ストです。常にモニター環境を気にして、
音量、スピーカーの向き、イコライジング
などを調整していると、本番のサウンド
チェックでも好みのモニターが素早く作れ
るでしょう。演奏中でも修正の指示が出せ
るぐらいが理想です。

▲モニタースピーカーの調整も大切なポイントの1つ
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　　照明でステージングがレベルアップ！

　本番のステージに照明がある場合は、ス
テージング演出のプランに組み入れましょ
う。事前に配布されているセッティング図
に「全体的に青っぽく」「A メロは薄暗い
中でボーカルにピンスポットを」「ラスト
はリズムに合わせてピカピカして」といっ

たリクエストを書き込んでおきましょう。
もちろん、できることには制限があります
が、実は「お任せします！」という優しさ
が一番困ってしまう注文なのです。

▲照明のイメージもみんなで話し合おう

ステージングとして
大会では演奏力だけではなく、元気良く若さ溢れる高校生らしいパフォーマンスが賞の獲得につながることもあ
ります。しかし、大会に限らず、ライブ本番では自分の演奏やバンドのアンサンブルが崩れないように注意しな
がら、客席に対する「視覚的な表現」も求められます。本番への最終調整として、ステージングの準備も怠らな
いようにしておきましょう。

　ステージング、ライブパフォーマンスなど

といろいろな言い方をしますが、ライブでは

視覚的な表現も大事です。ライブ経験が少な

い人は、恥ずかしかったり自分の演奏で精一

杯になってしまうかもしれませんが、まずは

無理なくできることからやっていきましょう。

　ステージングのキーワードは「一体感」

です。メンバー全員が一丸となってステー

ジを作り上げる、その一体感を意識すれば

アンサンブルはまとまり、バンドとしての

トータルサウンドも良いものになっていき

ます。可能であれば、一体感の演出として「衣

装」を合わせることも効果的です。

　楽曲には、歌詞やアレンジに「感情」が

含まれています。楽しい、悲しい、切ない、

嬉しい、怒り、希望、失望、迷い…。楽曲

の中でその感情が変化していくことも多いで

しょう。それを歌（歌詞）や楽器の演奏とい

う耳からの情報だけではなく、目からも訴え

かけていくことが「ステージング」です。

　歌詞や感情に添った表情をすることはとて

も効果的です。特に、目

元や口の動きは重要で、

それはボーカリストだけ

ではなくメンバー全員が

考えておくべきポイント

です。

　大事なのは目線です。

しっかりと前を向いて客

席に歌詞のやメッセージ

を届けられるように、練

習時から会場の広さを想

定したステージングを心

がけておきましょう。特

に楽器陣はずっとネックや鍵盤を見てしま

いがちなので気をつけましょう。

　イントロやサビの前など「ここぞ！」と

いう時にはドラムの方を見たり、キメ、シ

ンコペーションなどのリズムに変化が起き

る箇所には全員で体の動きを合わせること

も、バンドの一体感として映ります。

　自分では大きく動いているつもりでも、

撮った動画を見返すと意外とこじんまりし

ていた…なんてこともよくあります。歌っ

たり演奏している時に自分がどう見えてい

るのかを何度も確認しておきましょう。と

はいえ、慣れていないのであれば無理に大

袈裟なパフォーマンスを考える必要はあり

ません。全員がしっかりとリズムに乗れて

共有できていれば、その体の動きだけでバ

ンドの躍動感は出ます。

　本番ではモニタースピーカーやマイクス

タンドがあるので、自分の立ち位置からあ

まり動けなくなってしまいます。少しオー

バー目にアクションするぐらいが見ている

方には自然に見えます。また、ギターソロ

でステージの前に出たり、ボーカリストが

ステージを大きく使ったりすることで、観

客の目線は動き、ワイドなパフォーマンス

に見せることができます。

一体感を「演出」する

表情、目線を考える
動きを考える

▲本番を想定した「ライブ練習」をしておくと、ステージでも余裕が出る

Special Issue



　軽音楽部の活動に必要なものはギターやベース、ドラムやアンプだけではありません。ボーカルや

キーボードの音声を拡散する「音響機材」やステージでのライブを演出するための「照明機材」など、

バンド練習やライブを行うのに欠かせない機材や備品があります。

　音響や照明の機材は時代と共に進化を続け、どんどん扱いやすくなっています。特に音響機材はシー

ンを問わずに使用できるものが多いので、使い回せるものを最大限に活用しつつ、練習環境や発表場

所に適した機材を揃えるのが賢明と言えます。

　そこで、今回は楽器をはじめ、音響機材や照明機器をリーズナブルな価格で提供する国内最大級の

オンラインショップ「サウンドハウス」で取り扱いのあるアイテムを例に、バンド練習から校内ライ

ブまで使える機材を見ていきましょう。

広　告

バンド練習から校内ライブまで使えるバンド練習から校内ライブまで使える

音響&照明機材音響&照明機材

記事協力：株式会社サウンドハウス　https://www.soundhouse.co.jp/　　　　　撮影協力：中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
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音響＆照明機材の基本的な構成
　吹奏楽部や合唱部と異なり、私たち軽音

楽部に所属するバンドは「電気」を使って

演奏します。ギターやベースはアンプやエ

フェクターに接続して音を作り、ボーカル

やキーボードはミキサーに電気信号を送り、

音を増幅させるパワーアンプを経由して、

スピーカーで拡散します。

　一方、アコースティックな楽器であるド

ラムは、普段の練習時はマイクを立てずに

演奏しますが、演奏する会場によってはバ

スドラムやスネアドラム、ハイハットなど

にマイクを立てて、音を集音します。

　観客に音を届けるための「PAスピーカー」

と、ボーカルが自分の声を聴く（モニタリ

ングする）ための「ボーカルモニター（ス

ピーカー）」は最低限揃えておきたい音響機

材の 1 つです。演奏会場が視聴覚室→講堂

→体育館と大きくなるにつれて、ボーカル

以外のメンバーもモニタリングをするため

の「楽器用モニター（PA スピーカーで代用

可）」をはじめ、ベースやキーボードの音質

劣化を防ぐための機材（DI）が必要になる

など、演奏する場所の規模や目的によって、

揃えておきたい音響機材は変わります。接

続するマイクケーブルやスピーカーの本数

によってミキサーに搭載されている「チャ

ンネル数」も変わるので、活動規模や予算

に合った機材を揃えるようにしましょう。

　また、校内ライブや文化祭をはじめとす

る発表の場では、「照明」もステージの演出

に欠かせません。特に本番の演奏では照明

の色味やパターンの切り替えなど、視覚的

な「演出」を考えることも大事な表現の 1

つです。音響機材と同様に視聴覚室や体育

館など、会場の広さによって用意する機材

は異なりますが、いずれにせよプロの現場

で使われているようなものは必要ありませ

ん。はじめて照明機材を導入する際に扱い

やすく、灯体やスタンド、リモコンやフッ

トスイッチなどがセットになった「簡易照

明システム」も各社から販売されているの

で、ぜひチェックしてみてください。

　ボーカルや楽器演奏による空気の振動はマイク（マイクロフォン）に

よって電気信号化され、シールドケーブルを経由してミキサーに送られ

ます。ミキサーでは、楽器やボーカルのバランスを整えたり（ミックス）、

音質を加工したのちに電気信号をパワーアンプへと送ります。その後、

パワーアンプを経由して増幅させた電気信号をPAスピーカーやモニ

タースピーカーに送り、電気信号を再び空気の振動に変換し、スピー

カーから拡散しているのです。なお、近年は機材のデジタル化が進み、

低コストや軽量化に加え、操作性の向上や利便性も高くなっています。

　DMX 対応の照明器具と DMX コントロー

ラーを接続することで、それぞれの灯体の調

光や調色、操作を制御することができます。

「DMX」とは、DMX512（Digital Multiplex 

with 512 pieces of Information ）の略称

で、照明器具の調光や調色などの制御を行うた

めの通信規格を意味します。なお、接続には専

用の「DMX ケーブル」を使用しますが、一般

的なマイクケーブルと似ており、間違って接続

すると誤動作や故障につながるので、必ず専用

のケーブルを用意しましょう。

音響

照明

マイクや楽器

DMXコントローラー

ケーブル スピーカーケーブル

ミキサー／アンプ

照明機器

スピーカー

DMXケーブル
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　一般教室くらいの広さであれば、ドラム

は生音で（マイクを立てない）、ギターやベー

スはそれぞれのアンプから出る音で練習や

ライブが行えますが、ボーカルやコーラス

はマイクを使用し、ミキサーに音声信号を

送らなくてはいけません。

　会場が広くなれば、もちろんアンプやドラ

ムにもマイクを立てる必要があります。本来

はボーカルやアンプ、シンバル類など、楽

器や用途に適したマイクが販売されています

が、こだわりなどがなければ、ボーカル用の

ダイナミックマイクで統一すれば大丈夫です。

　ちなみに、ボーカリストは昨今の衛生面

の観点から自分用のマイク（マイマイク）

を用意するケースが多くなりました。購入

する際はマイク正面からの収音が得意で、

耐久性にも優れている「ダイナミックマイ

ク」を選びましょう。

　楽器を演奏しながら歌うバンド（メン

バー）も少なくありません。その際のマイ

クスタンドは「ストレート」タイプではな

く、角度や長さを自由に調整できる「ブーム」

タイプを選択しましょう。ボーカルやコー

ラスだけでなく、ドラムやアンプの音を拾

う際もマイクを使用しますが、その場合の

スタンドもブームタイプがオススメです。

　ミキサーはマイクケーブルやシールド

ケーブルを伝って送られてきた電気信号を

広　告

電気楽器に欠かせない音響機材

① マイクロフォン

③ ミキサー

② マイクスタンド
②CLASSIC PRO / MSB/BLACK
　 ブームマイクスタンド　￥1,980（税込）

①

④

⑤
⑦

⑥

②

①AKG / D5 ダイナミックマイク
　￥9,780（税込）

ボーカルやコーラス、キーボードをはじめ、アンプやドラムセットまで、それぞれの音声を集音／拡散したり、演奏しや
すい環境を整えるには音響機材が欠かせません。視聴覚室や中規模の会場でのライブを例に必要な機材を確認しましょう。
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まとめ、文字通り、ミックス（整理）して

スピーカーに送る機材です。まさに、音響

機材の「心臓部」と言えます。普段の練習

ではボーカルやコーラス、キーボード、ア

コースティックギターなどの信号を入力で

きるチャンネル数を持つコンパクトなミキ

サーで十分ですが、演奏会場によってはア

ンプやドラムの音を集音し、拡散するケー

スもあり、その際は 16 チャンネル程度の

ミキサーがあると安心です。

　ミキサーには、音声信号を増幅させるた

めのアンプが内蔵された「パワードタイプ」

もありますが、スピーカーをアンプが内蔵

されたモデルにすれば、パワードタイプの

ミキサーは必要ありません。また、軽音楽

部では豊富な機能を誇り、高価な「デジタ

ルミキサー」よりも安価で直感的に扱える

「アナログミキサー」が根強い人気です。

　ベースやキーボード、アコースティック

ギターの電気信号をミキサーに送る際、ス

テージとミキサーを設置する場所が遠く

なってしまう場合はノイズの軽減とイン

ピーダンス（交流回路の電圧と電流の比）

を下げる目的で、「DI（ダイレクトボックス）」

を使用します。普段の練習時には必要あり

ませんが、ホールや体育館などの広い会場

で演奏する際に必須となる機材の1つです。

　大きな会場で演奏する際は何本ものマイ

クケーブルをミキサーに接続することにな

ります。そこで便利なのが「マルチケーブル」

です。たくさんのマイクケーブルをステー

ジ側でまとめて、ミキサーへと配線するこ

とができる機材で、ステージ上がスッキリ

とします。ケーブルでごちゃごちゃになっ

ているステージは移動の際に危険なだけで

なく、ミキサーに接続するチャンネルの間

違いや混乱の原因にもなるので、マイクケー

ブルの本数が多く、乱雑に感じてきたら、

マルチケーブルの導入を検討しましょう。

　PAとは「Public Address」の頭文字で、

大衆に届ける「放送設備」全般を指します。

軽音楽部においては、観客に向けたスピー

カー（音響システム）がそれにあたります。

一般教室や視聴覚室くらいの部屋であれば、

さほど大きな PA システムを用意する必要

はなく、ボーカルや楽器の音がバランスよ

く聴こえれば、十分と言えます。

　なお、PA スピーカーには音声信号を増幅

させるためのアンプが内蔵された「パワー

ドタイプ」のものがあります。③のミキサー

がアンプを内蔵していないモデルの場合は

パワードタイプの PA スピーカーを選択す

るようにしましょう。また、背丈よりも高

い位置に PA スピーカーがあると遠くの観

客にまで音を届けられるので、スピーカー

スタンドの用意も欠かせません。

　モニタースピーカーは自分が奏でている

音や他のメンバーの音を聴くため（モニタ

リングする）ために必要なスピーカーで

す。ライブでは全パート分のモニタースピー

カーが揃っているのが理想で、演奏者は音

響担当者にモニタースピーカーから出して

欲しい音やバランスを伝えることで、演奏

しやすい環境を作ります。

　ボーカリストは普段の練習時からモニ

タースピーカーの扱いや環境に慣れておく

ことが大切で、それが結果として、ライブ

本番にベストな状態で臨めることにつなが

ります。ちなみ、PA スピーカーをモニター

スピーカーとして使用することもできるの

で、同一のモデルを少し多めに揃えておけ

ば、バンド練習からライブ本番まで、用途

に応じて使い分けられます。

⑥ PA スピーカー＆スタンド

⑦ モニタースピーカー

④ DI（ダイレクトボックス）

⑤ マルチケーブル

③BEHRINGER / XENYX QX2222USB
　 アナログミキサー　￥47,800（税込）

   ⑤ CLASSIC PRO / MULTILINK12/4-20
　    マルチケーブル　￥19,000（税込）

⑥左CLASSIC PRO / CSP12P PA
　    スピーカー　￥39,800（税込）

⑥右CLASSIC PRO / SPS/BLACK
　    スピーカースタンド　￥3,780（税込）

⑦ PA スピーカーをフロア用（足元）のモニタース
ピーカーとして使用しているケース。各パートのメ
ンバーの立ち位置に合わせて向きを調整しよう

④CLASSIC PRO / CDI-2P
　 ステレオDI　￥3,580（税込）



広　告

　従来までの灯体（照明器具）は本体が重く、

使用時に熱くなりがちでしたが、LED 電球

が当たり前になり、グッと身近なものにな

りました。

　最も代表的なのは「PAR（パー）ライト」

と呼ばれるアルミニウム製の反射鏡を用い

た照明です。光がまっすぐに飛ぶので、芝

居の舞台や音楽をはじめとするコンサート

で多く使われています。スタンドに取り付

けて角度や向きを調節したり、床に設置す

ることで客席や演者も照らせるなど、自由

なセッティングが可能です。

　他にも、光の方向を自由に操作できる

「ムービング」タイプや床に置いておくだ

けでミラーボールのような演出が楽しめる

「センターピース」タイプも軽音楽部のラ

イブ演奏時に効果を発揮します。例えば、

ムービングライトはスポットライトとし

て、ボーカリストやギターソロを弾くギタ

リストを照らしたり、バラード調の曲でセ

ンターピースをミラーボール風に使えば、

効果抜群です。

ライブ感が断然アガる照明機材

▲STAGE EVOLUTION / LEDPAR12 LED
　 パーライト　￥31,800（税込）

▲STAGE EVOLUTION / MINI SPOT 10
　 ￥13,800（税込）

▲STAGE EVOLUTION / TWINKLE BALL DMX
 　センターピース　￥4,980（税込）

練習の成果を発揮する本番のステージにおいて、照明も欠かせない機材の 1 つです。曲調に合わせて色味を変えたり、
タイミングを合わせるなど、目でも耳でも楽しめるのがライブの醍醐味と言えます。早速、照明について見ていきましょう。

① 灯体（パーライトなど）
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　照明器具の調光や調色などの制御を行う

ための通信規格である「DMX」に対応して

いるモデルであれば、付属のリモコンやフッ

トスイッチを使用することで、ある程度は

操作することができます。しかし、各社か

ら販売されている「DMX コントローラー」

に各灯体を接続すれば、より細かな操作や

設定の保存、呼び出しが可能になるのです。

　この DMX コントローラーには、大きく

分けて「調光向け」と「エフェクト向け」が

あります。軽音楽部をはじめとする学校の

現場であれば、コントローラーのチャンネ

ル数は、さほど多くはなくても問題ないの

で、チャンネル数と同じ数のフェーダーと

ボタンで操作することができるなど、使用

方法が比較的に簡単な「調光向け」タイプ

がオススメです。音響機材のミキサーと同

じような操作感でコントロールができます。

② DMX コントローラー

▲STAGE EVOLUTION / 
　 SCENESETTER NEO DMXコントローラー
　￥25,800円（税込）

音響＆照明の基礎用語と注意事項【ケーブル編】

① アース

音響機材や照明機材の他にも、冷蔵庫や電

子レンジなどの電化製品には「アース」が

付いています。これは安全のため、電子機

器や使用電圧の高い器具に取り付けること

になっているものです。コンセントの先か

らコードが出ているタイプや 3 本目の端

子があるコンセントなど、仕様はさまざま

です。延長コードを選ぶ際もアースが付い

ているかどうかを確認してみましょう。

② ケーブルの種類

一般的にギターやベースなどの楽器の接続

に使用しているケーブルは「TS フォン」

や「モノラル標準ジャック」と呼ばれるも

のです。また、ボーカル用のマイクなどに

は「キャノンケーブル」と称される「XLR

ケーブル」が使われています。前者は基本

的に「アンバランス構造」になっています

が、後者は「バランス構造」なので、ノイ

ズに強いほか、ロックが付いているので、

抜けにくく、丈夫にできています。

③ スピーカーケーブル

ヘッド部とキャビネット（スピーカー）部が

分かれている、セパレートタイプのギター

アンプやベースアンプでは、両者を接続す

るスピーカーケーブルが使われています。

一見すると、両方の端子が TSフォーンな

ので、楽器用のケーブルと同じだと思わ

れがちですが、両者は流れる電気の量が

1,000 倍も違います。絶対に間違えて接

続することのないように気をつけましょう。

④ DMX ケーブル

DMX に対応した照明機材を接続するには

「DMXケーブル」が必要です。現時点では、

見た目がマイク用の XLR ケーブルと同様

に「3 ピン」になっているものがほとんど

ですが、両者は規定されているインピーダ

ンスに違いがあるなど、仕様や用途が異な

ります。簡単に言うと、音響用のケーブル

を照明機材に使用すると電流が多く流れる

ので、火災になる危険性が高くなったり、

反対に照明用のケーブルを音響機材に使用

するとノイズが多くなってしまいます。機

材に適したケーブルを使用しましょう。

▲XLRケーブル

▲DMXケーブル

▲TSフォンケーブル

楽器をはじめ、音響機材や照明機器から各種ス
タンドからケースまで、豊富な商品群をリーズ
ナブルな価格で提供する国内最大級のオンライ
ンショップ！今すぐホームページをチェック！

株式会社サウンドハウス
〒286-0825 千葉県成田市新泉14-3
平日：10:00～ 17:00　土曜：12:00～ 17:00
お問い合わせ　TEL：0570-02-8888

https://www.soundhouse.co.jp/
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

 　ボーカル ③　 　ボーカル ③　ボーカルのリズム・トレーニング

 　 　ギター ③ギター ③　　「チョーキング」を極めよう！

 　 　ベース ③ベース ③　　ワンランク上のメトロノーム・トレーニング

 　 　ドラム ③ドラム ③　　「8 ビート」の基礎練習

 　 　キーボード ③キーボード ③　　チェンジ・アップ

STEP1：4 分音符・8 分音符でリズム・キープ

STEP2：裏拍でリズム・キープ

Tips：西洋と東洋のリズム感の違い

STEP1：チョーキングをスムーズに行うコツ

STEP2：チョーキングのバリエーションを覚えよう

Tips：「チョーキング」と「ベンディング」

STEP1：メトロノームを「裏」に感じる

STEP2：裏拍でのリズム・トレーニング

Tips：一味違うメトロノーム活用法

STEP1：「4 ウェイ」と「アップ・ダウン」

STEP2：繰り返すフレーズと変化するフレーズ

Tips：「8 ビート」って言うのは日本だけ！？

STEP1：正しく拍を感じて、タイミング良く演奏…

STEP2：音の長さ、休符を組み合わせて演奏する

Tips：日常の中にあるリズム
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Exercise / Lesson

読んで学べる
実技

ボーカル ③ボーカル ③

ロック風、ポップス風、R&B 風と、歌い方には様々なスタイルがありますが、どのジャンルの歌い方にも求めら
れるテクニックとして、「4 分音符や 8 分音符でリズム・キープする」ことと、「裏拍でリズム・キープする」こ
とが挙げられます。この 2 つをマスターすれば、どんなジャンルにも役立ちます。（文・伊丹谷良介）

ボーカルのリズム・トレーニング

　　　　　 4 分音符・8 分音符でリズム・キープ
STEP

1
　歌唱テクニックで重要なポイントは「発声力」

と「リズム感」です。ボーカリストには、正し

い発声ができた上に、それを音楽に乗せて歌う

「リズム感」が必要です。リズム感が乏しければ、

せっかくの良い発声力も台無しになってしまい

ます。特に、最近の J-POP や J-ROCK には、

リズム感のスキルが求められる曲が多くなって

きています。発声力と同時にリズム感のスキル

も磨きましょう。

　まず、4分音符を「いち・にい・さん・しい」

と発声せず、「one・two・three・four」と英

語の発音読みの感覚で発声できるようにしま

しょう。なぜかと言うと、日本語は「母音」の

言語なので、ひらがなの時の文字数を見てもわ

かるように「い」と「ち」の 2 つの音がセッ

トになっているため、1 つの音符では発声しに

くいからです。これでは鋭くはっきりとした 4

分音符を発声することはできません。

　かといって、「ワーン・トゥー・スゥリー・

フォー」と、カタカナ読みで発声しては意味が

ありません。例えば、「one」は「ワン」と発

声せずに、「ワッ」くらいのひとかたまりの音

のイメージで発声すれば、正確なタイミングで

発声することができます。カタカナ表記で書く

と、「ワッ・トゥッ・ツリッ・フォッ」くらい

の感覚がちょうど良いでしょう。それができた

ら、メトロノームなどを鳴らして、好きなテン

ポに合わせて４分音符のカウントを発声してみ

ましょう（譜例1）。

　次に、8 分音符のトレーニングです。8 つの

音を 4 分音符と同じように、ひとかたまりの

音のイメージで「ワッ・トゥッ・ツリッ・フォッ・

ファィ・シッ・セッ・エィッ」というように、

メトロノームなどに合わせて発声してみてくだ

さい（譜例2）。4分音符より音符が細かいので、

最初は遅めの♩＝ 80 くらいのテンポでトレー

ニングすると良いでしょう。何となく行うので

はなく、必ず「録音」して、メトロノームとジャ

スト・タイミングで発声できているかを確認し

ながら行いましょう。

　このトレーニングは、腹式呼吸を使った声で

行った方がより効果があります。ゆっくりなテ

ンポから徐々に速くしていくなど、様々なテン

ポでのトレーニングを心がけましょう。

4 分音符のトレーニング

8 分音符のトレーニング

譜例1　声を遠くに飛ばすように、大きな声でジャスト・タイミングで発声しよう

譜例2　録音して正確なリズムで発声できているかを確認すると、より効果的

▲リズム・トレーニングの時でも、声を出す場合は腹式呼
吸で行おう
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　　　　　 裏拍でリズム・キープ
STEP

2

　「リズム感」において、西洋人と東洋人

には大きな違いがあります。例えば、カタ

コトで日本語を喋る外国人のアクセント

を聞いてみると、彼らの喋る日本語には大

きく分けて 2 種類の「訛り」があること

がわかります。東洋の外国人は「コン（強）

ニチ（弱）ワァ（強）」と表拍のアクセン

トで訛り、西洋の外国人は「コン（弱）ニ

チ（強）ワ（弱）」と裏拍のアクセントで

訛ります。東洋の中国語や韓国語はアクセ

ントが表拍で、西洋の英語やフランス語は

アクセントが裏拍のため、そういった訛り

の癖が出るのです。

　現代の音楽は、西洋で生まれた音楽をも

とに作られているので、東洋人が裏拍で歌

いにくいのは当然とも言えます。日本人を

含め、東洋人は西洋のリズム感に合わせた

メロディーを歌えるように、しっかりとリ

ズム・トレーニングすることが不可欠だと

いうことです。

西洋と東洋のリズム感の違いTips!

　J-ROCK や J-POP は、洋楽に強く影響を

受けているため、「裏拍」にアクセントのある

リズム・アレンジがほとんどです。また、メロ

ディーもリズムに対してアクセントが作られて

いるため、日本語の歌詞でも英語のような裏拍

のリズム感があり、それを歌いこなすスキルが

ボーカリストに求められることになります。

　日本語の日常会話には「裏拍のリズム感」が

ないため、ついつい日本語のリズム感である「表

拍」のアクセントで歌ってしまいがちです。ポ

ピュラー・ミュージックを歌うためには、裏拍

のリズム・トレーニングをすることが重要です。

　まず、STEP1 に習って「8 分音符」をしっ

かりと発声します。次にその8分音符の奇数（表

拍）「1、3、5、7」を小さな声で、偶数（裏拍）「2、

4、6、8」を大きな声で発声します（譜例3）。

おそらく、奇数だけよりも偶数だけを大きな声

で発声する方が難しいはずです。慣れるまで何

度も何度も練習してみてください。ポイントは

根気よく、しぶとくテンポに合わせて反復する

ことです。繰り返して発声していると、だんだ

んリズムに乗って発声しやすくなってくると思

います。

　スムーズにリズムに乗ってできるようになっ

たら、次は奇数を発声せず、偶数だけをテンポ

に合わせて大きな声で発声してみましょう。メ

トロノームなどを使って、焦らずにゆっくりな

テンポから始めてください。

　8 分音符の裏拍だけを発声できるようになっ

たら、「4 分音符」→「8 分音符」→「8 分音

符の裏拍」を繰り返しテンポに合わせて発声す

る練習を行います（譜例 4）。この時、8 分音

符の裏拍は「1、2、3、4」に置き換えて発声

します。おそらく「8 分音符の裏拍」から「4

分音符」に切り替わるタイミングで、リズムが

ひっくり返ってしまいがちになるのではないか

と思いますが、それは裏拍を体で取れていない

から起こることなので、地道に練習を繰り返し

ましょう。

　これができれば、自然な裏拍が体に染みつい

て、どんな曲でもいろいろなリズム感に対応で

きるようになります。このトレーニングも、ゆっ

くりなテンポからだんだんテンポ・アップさせ

ていくように練習しましょう。

8 分音符の偶数（裏拍）

パルス・チェンジで練習

譜例3　偶数の裏拍だけにアクセントを付けて発声してみよう

譜例4　「4分音符」「8分音符」「8分音符の裏拍」の3小節を何度も繰り返して練習しよう

▲訛るのは表拍？裏拍？会話もリズム
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ギター ③ギター ③

「チョーキング」は、フレーズに組み込むことで躍動感を与え、表情にバリエーションをつけることができる、ギター
ならではの奏法です。フレーズを生かすも殺すもチョーキング次第！ギターをよりかっこ良く弾くためにも、自在
にチョーキングが扱えるようになることを目指しましょう。（文・岩尾 徹）

　　　 　  チョーキングをスムーズに行うコツ
STEP

1

「チョーキング」を極めよう！

　チョーキングとは、弦を指で押し上げたりし

て音程を変化させるテクニックです。初心者に

とっては少し難しく感じるかもしれませんし、

握力がない人にとっては苦手な奏法の 1 つか

もしれません。しかし、チョーキングはちょっ

としたツボを押さえれば、必ずスムーズにでき

るようになります。

　チョーキングは「弦を引っ張る」動作なので、

何も考えずに行うとそれなりに力が必要となり

ます。力が入るということは「力む」というこ

とにつながるので、演奏上あまり良いことでは

ありません。チョーキングはいかに力を使わず

に行うかが大事なのです。

　まずは、チョーキングをする時のネックを握る

フォームにポイントがあります。親指をネックの

上部に軽く引っ掛けるイメージで握り（写真 1）、

残りの指を指板に軽く添えてみてください。ネッ

クの下部に人差し指の付け根あたりが触れると

思うので、そこを支点として親指の位置はその

ままの状態で手首を動かします（写真 2）。こ

れがチョーキングの基本動作となります。例え

として「ドアノブを握って回す動作」をイメージ

すると良いとも言われるように、指で弦を引き

上げるのではなく、指はなるべくそのままの状

態で、「手首」でチョーキングするようにします。

　また、人差し指でチョーキングする場合を除

いては、押さえる指は 1 本ではなく必ず 2 本

以上を添えて行うことが大事です（写真 3）。

一連の動作をスムーズに行うには慣れが必要な

ので、一度にマスターしようとはせず「日頃か

ら意識して弾く」くらいの気持ちで続けていき

ましょう。

　チョーキングを手の感覚だけで行ってはいけ

ません。ギターはメーカーによってスケールが

違います。スケールとはナットからブリッジま

での長さのことです。「長さが違う」というこ

とは「弦のテンション（張力）が違う」という

ことになります。手の感覚だけでチョーキング

をしてしまうと、弦のテンションが変わった時

に対応できず、ピッチが高くなったり低くなっ

たりして安定しません。また、弦のゲージ（太

さ）が変わっても同様なことが起きます。

　日頃から、チョーキングして出した音程を耳

で確かめるようにしましょう。例えば、2 弦

15 フレットの D の音（レ）を、1 音チョーキ

ングすると E の音（ミ）になります。この時、

2弦17フレットのEの音を弾いてみて、音程

が一致していればOKです。

チョーキングの基本動作

ピッチ（音程）を意識する

写真1　親指は軽くネックに引っ掛ける感じ

写真3　指と指との間隔が離れないように注意

写真 2　◯印の部分を支点にして、指はあまり動かさず手
首を動かすように
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　　　　  チョーキングのバリエーションを覚えよう
STEP

2

　バンド・スコアなどで、チョーキン

グの動作を「ベンディング（bending、

bend）」と表記されているのを見たことは

ありませんか。実は、チョーキングという

表記は日本独特のものなのです。英語圏で

は、「弦を曲げる」という意味からベンディ

ングと呼ばれています。確かにチョーキン

グのチョークは「締める」という意味なの

で、行っている動作と何も関連性がないで

すよね。日本でなぜそう呼ばれるように

なったのかはっきりとはわかりませんが、

同じ意味なので迷わないように注意してく

ださい。

　チョーキングの楽譜での表記方法も、

「Cho.」「C」、「D」（チョーキング・ダウ

ン）、「H.C.」（ハーフ・チョーキング）…な

ど、いろいろな書き方があります。音符で

音程を確認したり、実際に原曲を聴いて耳

でも判断するようにしましょう。

「チョーキング」と「ベンディング」Tips!

　チョーキングは、ただ弦を引っ張って音程を

上げるものではありません。「弦を引っ張り上

げ、そして下げる（戻す）」という過程を意識

して工夫することで、フレーズに様々な表情を

つけられるようになります。

　チョーキングで弦を上げる時間をコントロー

ルすることによって、音を出した時の聴こえ方

が変わります。例えば、E の音（ミ）を出すた

めに3弦7フレットのDの音（レ）を1音チョー

キングした場合、上げるスピードをコントロー

ルすることによって、譜例 1 のように聴こえ

方が変化します。ゆっくり上げることはできる

と思うので、まずはできる限り「素早く上げる」

ことを目標として練習していきましょう。

　ある程度、素早く弦を上げられるようになっ

たら、メトロノームを使って練習していきま

しょう。テンポはゆっくりで構わないので、メ

トロノームの一定のリズムがある中で、チョー

キングをした過程が音符として表記できるぐら

い、しっかりとコントロールしてみてくださ

い。力ずくで上げたり指だけで上げたりする

と、素早く上げるのはもちろんのこと、スピー

ドをコントロールすることは難しくなります。

STEP1 で練習したように、手首を使って手全

体で上げるようにしましょう。

　

チョーキングして弦を上げ下げする時の音を

ミュートすることによって、さらに表情豊かな

フレーズになります。「ミュート」とは音を出

さないようにすることで、今回の場合はピック

で弦に軽く触れると良いでしょう。譜例2のよ

うにミュートしないでチョーキングを行う原形

から、下げる時の音をミュートした場合（譜例

2の例1）、上げる時の音をミュートした場合（譜

例2の例2）と、同じ音をチョーキングしても

ミュートをするだけで聴こえてくるフレーズは

大きく変化します。

　楽曲のフレーズをコピーする時、チョーキ

ングをどのように処理しているのかをよく聴

いて、それを忠実に守って弾いていくことで、

ミュートするタイミングや自分なりのやりやす

い方法が見つかるでしょう。

「速さ」をコントロールする

譜例1　チョーキングの上げるスピードを変える

譜例2　ミュートの仕方でフレーズが変わる

チョーキングを「ミュート」する

▲英語圏では、弦を「曲げる」と言う
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ベース ③ベース ③

練習の時などに使用する「メトロノーム」は、自宅での個人練習にもバンドのリズム強化の練習にも使える、とても
重要なアイテムです。ワンランク上のメトロノーム・トレーニングで、音楽に大切な「テンポ」や「グルーヴ」に強
くなり、ベーシストとしてさらなる技術向上を目指しましょう。（文・山田潤一）

ワンランク上の
メトロノーム・トレーニング

　　　　　 メトロノームを「裏」に感じる
STEP

1
　リズムには「表拍」と「裏拍」があります。

表拍とはリズムを取った際の 1、2、3、4 の

部分で、裏拍とはその間のことを言います。音

楽的に言うと、8 分音符を弾いた時の奇数を表

拍、偶数を裏拍と呼びます。通常、メトロノー

ムを使った練習ではクリック音を表拍と捉えて

行うことが多いと思うのですが、今回はワンラ

ンク上のメトロノーム・トレーニングとして、

裏拍と捉えて行うトレーニング方法を紹介しま

す。裏拍を感じることで、リズムを細かく取れ

るようになり、演奏が安定します。

　実際に楽器で練習する前に、まずは裏拍に慣

れるための練習をしましょう。メトロノームの

テンポを♩＝ 80 ほどの速さに設定して、ク

リック音に合わせて「1、2、3、4」と声でカ

ウントしながら、数字のちょうど「間」の場所

に手拍子をしてください。1 →手拍子→ 2 →

手拍子→ 3 →手拍子→ 4 →手拍子…といった

感じです（譜例1）。しっかりと8分音符になっ

ているかがポイントなので、連続した 8 分音

符のフレーズを弾いていることをイメージしな

がら行ってください。体全体でリズムを感じら

れるように、メトロノームが鳴っている表拍に

「足踏み」も付け加えるとさらに良いでしょう。

　次に、この感覚を忘れないようにしながら、

手拍子が表拍、メトロノームが裏拍にくるよう

に半拍ズラします。メトロノームを自分で「裏

拍に感じる」ようにして、数字のカウントと手

拍子が表拍にくるようにします（譜例 2）。慣

れるまでは大変かもしれませんが、頑張って挑

戦してみてください。練習する時は、表拍に足

と手拍子の両方でビートをしっかりと取り、メ

トロノームが鳴る裏拍は、手を開いて足を上げ

た状態になるように意識しましょう。自分が

手を叩いてカウントする時に、メトロノームが

鳴っていない状態であれば正解です。

　メトロノームの裏取りに慣れてきたら、ベー

スを使って練習します。まずは、3弦3フレッ

トの C の音（ド）を、８分音符で♩＝ 70 ～

80 ぐらいのテンポで弾いてみます。慣れない

うちは意外と難しいものですが、足でリズムを

取って、足を上げるタイミングがメトロノーム

と合うように意識しながら行ってください。練

習時には必ずレコーダーなどで録音して、自分

のプレイを聴き返しましょう。裏拍と自分が弾

いている場所がズレていないか、しっかりと確

認してください。

　さらに、裏拍にアクセントをつけたり、裏拍

だけ弾いてみる…など、８分音符に変化をつけ

ると、より効果的な練習になります。また、運

指練習などの普段の基礎トレーニングにもぜひ

取り入れてみてください。

裏拍の取り方

裏拍を取りながらベースを弾く

▲手拍子だけではなく、表拍は足踏みをしよう

譜例2　メトロノームと足を上げるタイミングが一緒になるように意識しよう

譜例1　「1 and 2 and 3 and 4 and…」と、裏拍部分を「and」と声に出して手拍子をしてみよう
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　　　　  裏拍でのリズム・トレーニング
STEP

2

　メトロノームは、感じ方次第で様々なリ

ズムに感じることができます。例えば、2

拍目と 4 拍目にメトロノームを感じて練習

すると、バック・ビートを感じてどっしり

とした安心感のあるリズムのための練習に

なります。やり方は、メトロノームを楽曲

の半分のテンポに設定して、それを 2 拍目

と 4 拍目に感じて弾くだけです。ドラマー

が叩いているスネア・ドラムのように感じ

ながら弾いてみましょう。

　また、「3 連符の 3 つ目」や「16 分音

符の 4 つ目」にメトロノームの音がくるよ

うに感じたり、意外とシンプルに「1 拍目

にしか出さない」というやり方など、使い

方のバリエーションは様々です。

　メトロノームは、スマートフォンの無料

アプリでも十分なので、皆さんもただテン

ポを出すだけではなく、一味違うメトロ

ノーム・トレーニングに挑戦してみてくだ

さい。

一味違うメトロノーム活用法Tips!

　最近の楽曲は、曲中でリズムが変化したり、

様々なジャンルの音楽が混ざっているアレンジ

が増えています。そういった多種多様なリズム

に対応するためには、裏拍を感じながらのフ

レーズ・トレーニングが重要となってきます。

裏拍を取ることに慣れてない人は、大抵の場合、

演奏中の体の動きがぎこちなくなってしまいま

す。日頃、音楽を聴く時から裏拍を意識してい

くことも大切です。

　有名な「Don't think, Feel ！（考えるな、

感じろ！）」という言葉がありますが、裏拍を

取ることも同様で、考えるのではなく「感じる

こと」が大事です。最終的には、意識しなくて

も自然に裏拍を取れていることが目標です。

　では、メトロノームを裏に感じながら、実際

にフレーズを弾く練習をしていきましょう。譜

例 3 は 4 分音符だけの単純なフレーズですが、

メトロノームを裏にして弾くとメトロノームと

合うところがないので意外と難しいものです。

ポイントは、足で表拍をしっかりと踏み、打点

を作った上で裏を感じることです。

　譜例 4 は 8 分音符のフレーズですが、2 拍

目と 4 拍目の表拍はシンコペーションなので

演奏しません。しっかりと足で 4 分音符のリ

ズムを踏んで、自分でビートを出すように意識

しましょう。また、裏拍には常に音符があるの

で、自分の弾いているタイミングとメトロノー

ムが一致するように心がけて弾きましょう。

　16分音符になると少し難易度が上がります。

まず譜例 5 は、16 分音符の 3 つ目と 4

つ目を弾くフレーズになっていますが、こ

の時も 16 分音符の 3 つ目はメトロノー

ムと合う場所なので、しっかりと耳で合っ

ているかを意識しつつ、声でドラムのハイ

ハットのように 16 分音符を「タカツク、

タカツク…」と口ずさみながら練習すると

良いでしょう。これは16分音符の2つ目、

3つ目、4つ目を弾く譜例6も同様ですが、

休符から始まっているフレーズは、表拍を

しっかりと体で取れていないとリズム自体

が悪くなってしまいます。休符の部分を、

少し弦を叩いてリズムを出す「タッチ・ミュー

ト」をすると、テンポも安定して裏拍も取りや

すくなると思います。

　普段、バンドで自分が弾いている曲なども、

メトロノームを裏にして練習するとリズムの強

化に非常に有効です。

4 分音符と 8 分音符の練習

16 分音符の練習

譜例3　4分音符。裏拍を感じながら弾こう

譜例5　「1、2、3、4」のビートを意識しよう

譜例6　16分音符を声に出しながら弾こう

譜例4　裏拍のメトロノームと合うように

▲「タッチ・ミュート」で休符を感じよう

▲メトロノームの無料アプリ「Tempo Lite」
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ドラム ③ドラム ③

「8 ビート」はテクニック的にもあまり難しくなく、基本的なパターンが叩ければいろいろな楽曲を演奏すること
ができます。しかし、あなどってはいけません。すべてのドラミングの土台であり、最も奥が深いのが「8 ビート」
です。基礎をしっかりと踏まえて 8 ビート・パターンを自在に叩けるようにしましょう。（文・辻 伸介）

「8 ビート」の基礎練習

　　　　　  「4 ウェイ」と「アップ・ダウン」
STEP

1
　ドラム用語に「4 ウェイ」と「アップ・ダウ

ン」というものがあります。4 ウェイとは、正

確には「４ウェイ・インデペンデンス」と言い、

両手両足をバラバラに独立させて動かすという

意味です。アップ・ダウンとは、その名の通り

テクニック的にもリズム的にも重要な「上下運

動」のことです。

　この 2 つは、考えようによっては真逆の意

味を持ちます。両手両足をバラバラに動かしな

がら、1 つの上下運動のリズムを感じる…な

どと言うと、少し難しく感じるかもしれません

が、8 ビートをキレイに叩けるようになるため

には、この 2 つのことを同時に意識しながら

練習することが大切なのです。

　右足で 1 拍目と 3 拍目にバス・ドラムを踏

んで、左手で 2 拍目と 4 拍目にスネア・ドラ

ムを叩けば、「ドン、タン、ドン、タン…」と

いうリズムが生まれます。そこに右手で 8 分

音符のハイハットを加えれば、最もシンプルな

ドラム・パターンが出来上がります（譜例 1）。

可能であれば、左足をゴースト・モーションさ

せてみてください。ゴースト・モーションとは、

左足のつま先でハイハット・スタンドのペダル

を踏み込んだまま、かかとだけを動かすことで

す。ハイハットを開いて音は出しません。まず

は4分音符で踏んでみましょう。

　この時点で、両手両足が違う動きをしている

ので、既に「4 ウェイ」を行っていることにな

ります。ドラミングとは、基礎から応用まで、

どこまでいっても「4 ウェイ」なのだと言えま

す。両手両足をバラバラに動かすには「訓練」

しかありません。それぞれが「つられない」よ

うに、何度も繰り返し練習して、脳に筋肉の動

かし方を覚えさせましょう。

　「アップ・ダウン」は、リズムの要となるド

ラムにとって必要不可欠な要素です。最もわか

りやすく上下運動しているのは、ハイハットを

演奏する「右手」です。基本的な 8 ビートの

パターンを叩く場合、右手は8分音符でアップ・

ダウンを繰り返します（写真1、2）。

　この右手の動きをキープしながら、譜例 1を

演奏してみてください。右手だけで行うのでは

なく、体全体でアップ・ダウンのリズムを感じま

しょう。スムーズにできるようになったら、バス・

ドラムのフレーズを譜例 2 のようにいろいろと

変えていきます。右手がつられてアップ・ダウ

ンが崩れてしまわないように注意してください。

「4 ウェイ」の練習 「アップ・ダウン」の練習
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譜例2　右手のアップ・ダウンが崩れないように注意しよう

写真1　アップ・ストローク。叩いて上に上げる

譜例 1　第 5 線上の×印はハイハット（右手）、第 3 間は
スネア（左手）、第 1 間はバス・ドラム（右足）、下第 1 間
の×印はフット・ハイハット（左足）のゴースト・ノートです

写真2　ダウン・ストローク。下に振り下ろす
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　　　      繰り返すフレーズと変化するフレーズ
STEP

2

　初めて聞く人はビックリするかもしれ

ませんが、「8 ビート」や「16 ビート」、

さらにはジャズでよく使う「4ビート」と

いう言い方は、日本人が作った和製英語で

す。英語圏で 8 ビートのことは「8 note 

rhythm」や「8 note feel」と言います。「8 

note」とは 8 分音符のことで、8 分音符

を主体としたリズム（フィーリング）とい

う意味です。「ビート」は「拍」という意

味なので、英語圏で8ビートというと「8

拍？」ということになってしまいます。も

し外国人と音楽の話をしたり、海外に行く

ことがあったら気をつけましょう。

　逆に日本人が 8 ビートを演奏する時に

は、「1、2、3、4」という 4 分音符しか

意識していないことが多いとも言えます。

しっかりと8分音符を意識することで、8

ビートが上手になるかもしれません。

「8 ビート」って言うのは日本だけ！？Tips!

　ドラムの両手足の動きは、ずっと同じことを

繰り返すフレーズと、アクセントに合わせて

次々に変化するフレーズでできています。ドラ

ムの演奏は、ループする繰り返しフレーズの気

持ち良いリズムを持続させながら、アクセント

をつける位置などをしっかりと正確に演奏しな

ければなりません。楽曲に出てくるフレーズを

1つ1つ練習していくことも大切ですが、様々

なフレーズに対応できるようになるためには、

基礎力をアップすることが近道です。

　安定した8ビートを演奏するためには、ハイ

ハットとスネアで繰り返しの演奏をしながら、

バス・ドラムをいろいろな場所に踏める練習を

する必要があります。4 分の 4 拍子の場合、1

小節に 8 分音符は 8 つ入ります（譜例 3）。こ

れらをまず、上半身が右足につられないように

注意しながら、①だけ、②だけ…のように、ど

れか1つだけを踏んでいきます。それができた

ら、①と②、②と③など 2 打踏む組み合わせ、

3打踏む組み合わせ…といろいろな組み合わせ

で練習していきます。左足のゴースト・モーショ

ン（STEP1を参照）を4分音符や8分音符で

繰り返しフレーズに加えると、さらに難易度が

上がります。まずはゆっくりなテンポで始めて、

スムーズにできるようになったら、少し難しく

なりますが16分音符でもやってみてください。

　ハイハットのパターンにバリエーションを持

たせることができれば、ドラム・パターンに幅

が出て、楽曲の表情を様々に変えていけるよう

になります。今度はスネアとバス・ドラムのフ

レーズを繰り返しのフレーズとして固定して、

ハイハットのパターンを変えていく練習です。

余裕のある人は左足のゴースト・ノートも加え

てみてください。右手が変わるとテンポが乱れ

やすくなるので、メトロノームを使って注意し

ながら行いましょう。

　ハイハットのパターンは、通常の 8 分音符

のアップ・ダウン、8 分音符の裏アクセント、

4 分音符、8 分音符の裏打ち、左足を使っての

裏オープン…などで行います（譜例 4）。ハイ

ハットだけではなく、ライド・シンバルでもやっ

てみてください。

　4 ウェイの練習はドラム・セットやスティッ

クがなくてもできます。地道に両手両足を自在

に動かせることを目指しましょう。

バス・ドラム（右足）を変化させる
ハイハット（右手）を変化させる
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譜例3　1つ目だけ踏む、2つ目だけ踏む…と、1つずつ確実に練習していこう

譜例4　慣れてきたら、つなげて4小節ずつ行うなど、チェンジ・アップ的な練習をしよう

▲変化する足のフレーズにつられないようにアップ・ダウ
ンをキープしよう

▲ドラム・セットやスティックがなくても練習できます

▲英語圏では和製英語に気をつけよう！
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

キーボード ③キーボード ③

1 つの曲の中には様々なリズムが登場します。リズムを把握するために、まずはその物差しとなる「拍数」を体で感
じること、そして、小節単位でどんな長さの音でリズムが構成されているかを理解することが大切です。音符の長さ
が変化しても、安定した演奏ができるように基礎力を身につけましょう。（文・竹中敬一）

チェンジ・アップ

　　　　 正しく拍を感じて、タイミング良く演奏する
STEP

1
　ポピュラー・ミュージックには、聴いている

人々の気持ちを高揚させ、体を動かす（踊らせ

る）要素があります。皆さんが好きな音楽にも、

ビートの効いた、思わず体が動き出す、そんな

楽曲が多いのではないでしょうか。

　音楽を聴いて気持ち良く体を動かすために

は、その音楽がある一定の「テンポ」と「拍子」

をキープしていることがとても大事になってき

ます。音を間違えないで弾くことよりも、音の

タイミングをしっかりと合わせて弾くことの方

が、ポピュラー・ミュージックにとっては重要

な場合もあります。

　バンドの中でのキーボードの役割の 1 つに、

「コード・バッキング」があります。正確なリ

ズムとタイミングでプレイできないと、バン

ド・アンサンブルが崩壊してしまいます。タイ

ミングを意識しながら弾く練習を繰り返しま

しょう。

　例えば、4拍子のリズムで一定のテンポを感

じながら、演奏する音符を4分音符からだんだ

ん短くしていくなど、音符を変化させる練習を

「チェンジ・アップ」と言います（譜例1）。ま

ずは、C メジャーの

コードを右手だけで

練習していきましょ

う。この時、必ずメ

トロノームを使って

拍数を声に出してカ

ウントするようにし

ます。譜例 1 の場合

は 4 拍子なので「1、

2、3、4」と数えな

がら弾きます。「声

に出す」ことはとて

も大切です。カウン

トしながら練習する

癖をつけると、難しいフレーズを弾く時にはフ

レーズのリズムが整理でき、つまずいた時には

小節の頭で自分をリセットできます。そして最

終的には、楽曲のノリを感じながら演奏できる

ようにもなっていきます。

　右手だけで演奏できるようになったら、左手

も加えてみましょう。譜例 1 の下段が左手の

フレーズです。それぞれの小節の 1 拍目で弾

いて 4 拍の間、音を伸ばします。「小節単位」

の意識を持つことが大事です。

　練習の仕上げとして、メトロノームなどのガ

イドを出さずに、自分の中でテンポを決めて弾

いてみましょう。一定のテンポを感じながら弾

けているかを確認する最もわかりやすい練習で

す。音の長さが短くなるに従って演奏が速くな

らないように注意しましょう。逆に、音が長く

なってくると、待ちきれずに間隔が短くなって

しまいがちです。自分の演奏をレコーダーなど

で録音して聴き返してみると良いでしょう。

声に出して数えながら弾く
「小節単位」を意識する

譜例1　4小節弾いたら逆方向に戻っていこう。カウントを声に出しながら行おう

▲まずは右手だけでやってみよう
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　　　　   音の長さ、休符を組み合わせて演奏する
STEP

2

　日常生活の中から同じ周期で音が出るもの

や状況を探してみると、独自のリズムを持っ

た面白いものが見つかります。例えば、洗濯

機や食洗機が水を使ってバシャバシャと洗う

音、自動車のウインカー、踏切の音、カエル

や鳩の鳴き声、単純な作業音など…。そんな

音に気づいたら、しばらくじっとその音を聴

いてみましょう。その繰り返すリズムは何拍

子に聴こえるでしょうか。自分でリズムを考

え、手を叩いてみてください。メトロノーム

を前にしなくても、耳をすませば身のまわり

にはたくさんのリズムがあるのです。

　最近復活の兆しを見せる「アナログ・レコー

ド」ですが、片面を聴き終わったあとの針が

溝をこすり続ける「ノイズ」が、一定のリズ

ムに聴こえることがあります。1990 年代

には HIPHOP などで「汚し系」サウンドと

してループ音に使われたりもしました。

日常の中にあるリズムTips!

　一定のテンポをキープしながら、そこに表情

がつけられるようになると、より豊かで生き生

きとした演奏になります。C メジャーのコード

を音の「長さ」を気にしながら、記号で指定さ

れたように演奏してみましょう。同じ音を弾く

場合でも、音の長さによってその印象が変わっ

てきます。

　まずは、「テヌート」と「スタッカート」を

明確に弾き分ける練習です（譜例 2）。テヌー

トとは「音の長さを十分に保って演奏する」

こと、スタッカートは「音符を本来の長さよ

り短く演奏する」ことを指示する記号です。

テンポは一定にキープします。最初はメトロ

ノームなどを聴きながら、そして、自分で「1、

2、3、4」とカウントしながら練習しましょう。

3 小節目からはカウント（表）に対して、裏

のタイミングの演奏に変わります。演奏につ

られてカウントが崩れないようにしましょう。

また、カウントにつられて音の長さがいい加

減にならないようにしましょう。

　それでは、ここまでの練習を踏まえて「チェ

ンジ・アップ」にチャレンジしてみましょう（譜

例 3）。左手はオクターブで拍を刻む動きなの

で、「1、2、3、4」と数えるカウントと連動

させてください。音符が変化していくとタイ

ミングが取りにくくなると思うので、メトロ

ノームでの練習は必須です。カウントと共に

動く左手を基準に考えると、リズムの仕組み

がわかると思います。テヌートで弾く場合と

スタッカートで弾く場合とを、自分でいろい

ろと変えて練習してみても構いません。

　2 小節目は、少し難度の高いリズムで「2 拍

3 連」というパターンです。本来は、このよう

な記譜の仕方はしないのですが、タイミングを

わかりやすくするために細かい音符で表現して

います。4 小節目のリズムとの違いを弾きなが

ら理解しましょう。

音の長さの違いを意識する

両手による実践的な練習

譜例3　2小節目は「2拍3連」。仕組みをわかりやすくするために「タイ」を使って書いている

譜例2　左手はオクターブのC音を毎小節の頭に弾こう。「ー」がテヌート、「・」がスタッカート

▲音符に「表情」をつけて演奏しよう

▲ノイズも温かみがあるループ・サウンドに聴こえる
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　前回、Cメジャースケールの練習につい

てお話ししましたが、今回はそれを発展させ

ていきましょう。しかし、すでに取り組んで

いるメソッドがあるのであれば、そちらを優

先して構いません。というのも、メジャース

ケールの発展系の練習法は様々あり、例え

ば、ギターとベースならルートを 5 弦（ベー

スは 3 弦）の 3フレット以外から始めたり、

2 オクターブで行ったりする方法もありま

す。キーボードなら、スタートの音を C で

はなくC#、D、D＃…と変えてメジャース

ケールを弾いていくだけで黒鍵を使うため、

運指やポジションが変わります。

　もう少し楽器に慣れたきたら、そういった

トレーニングもぜひ行って欲しいのですが、

初心者ではかなり難易度が高くなるので、1

オクターブ、ワンポジションをしっかりと綺

麗に弾けるようにすることの方が大事です。

焦らず着実に実力をつけていきましょう。

　本誌 4 月号で紹介したリズムトレーニン

グに「チェンジアップ」という練習方法が

あります。メトロノームをかけて、同じテ

ンポのまま様々に手を打つリズムを変えて

いく、というものです。これにメジャース

ケールの練習を合体させます。運指（指使い）

は6月号を参照してください。

　テンポは余裕を持ってできるくらいから

始めていきましょう。メトロノームを 4 分

音符と捉え、まずは音に合わせてCメジャー

スケールを弾きます。余裕があればそのま

ま下行フレーズも弾きましょう（譜例 1）。

難しければ最初は 1 小節空けてから弾き始

めても構いません。

　ギターやピック弾きのベースの場合は、

まずはじめにすべてをダウンピッキングで

行い、右手の運指が慣れてきたらダウン／

アップを交互に行う「オルタネイトピッキ

ング」にも挑戦してみましょう。ベースが

指弾きの場合は、弦を弾く指をはじめは 1

本で、慣れてきたら人差し指と中指を交互

に弾くオルタネイトでの練習も行ってくだ

さい。キーボードは、はじめは片手ずつ、

慣れてきたら両手同時にやっていきます。

上行も下行も指くぐり、

指またぎのタイミング

が左右違うので気をつ

けましょう（譜例 2）。

　次は 8 分音符です。

同じ音を 2 回ずつ弾く

方法から、8分音符ごと

に音を変える方法へとス

テップアップさせていき

ましょう（譜例 3）。こ

の 4 分音符バージョン

と 8 分音符バージョン

を連続して行うのがチェ

ンジアップ練習です。

　ポイントはメトロノームにしっかりと合

わせることです。何となくではなく、足や

体全体を使ってリズムに乗りながら弾くよ

うに心がけましょう。また、部活動の全体

練習で行ったり、バンドメンバー同士で行っ

たりすると効果的です。自分ができている

かどうかだけではなく、人と合っているか、

どちらがどうテンポやリズムからズレてい

るのか…を見極め、綺麗に合うように調整

していきましょう。余裕があれば、5 月号

で紹介した表拍と裏拍を交互に続けて弾く

練習も取り入れてください。

　以上のことがスムーズにできるように

なってきたら、テンポを少しずつ上げてい

きます。♩＝100を目指して頑張りましょ

う。チェンジアップも運指も丁寧さがポイ

ントです。

　上級編として、16分音符や3連符もチェ

ンジアップメニューに付け加えるのもお勧

めです。ギターとベースは両方ともオルタ

ネイトで弾いてみてください。特に 3 連符

はテンポが乱れやすいので注意しましょう。

やはり体でリズムを取りながら行うことが

ポイントです。

全員練習「スケール編」全員練習「スケール編」 C メジャースケールの応用

▲ギターやベースは弦を弾くタイミングも重要

Exercise / Lesson

譜例3　8分音符の場合は同じ音を2回バージョンと1音ずつ変えるバージョンの両方をやると効果的

譜例2　キーボードの両手弾きの指使い。運指のタイミングをスムーズに行おう

譜例1　Cメジャースケール。オルタネイトでも練習しよう
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　アンサンブルとは「合奏」のことです。

バンド演奏で最も大事にしなければならな

いのは「合わせる」こと。初心者にとって

はまだそこまで気がまわらないことも多い

かもしれませんが、少しずつ周りの音も聴

けるようにしていきましょう。

　楽曲の速さを示す「テンポ」は、メトロ

ノーム記号（♩＝〇〇）や BPM（Beats 

Per Minute）といった形で、数字で表され

ます。これは知っている人も多いでしょう。

では「リズム」とは何でしょう。他にも似

たような言葉に「ビート」「タイム」「グルー

ヴ」などがありますが、違いを説明できる

でしょうか。日本人は言葉を雰囲気で理解

する国民性があるので、アドバイスする方

もされる方もちゃんと意味がわからなくて

もそれらの言葉を使っています。それでは

どんな練習をして、何を強化すれば良いの

かが曖昧になるのも当然です。

　テンポの意味は上記の通りですが、リズ

ムは「音価（音符の長さ）」による抑揚のこ

とです。ビートは「拍」と訳され、メトロノー

ムの音 1 つひとつのことに当たります。タ

イムとは拍が集まってできた「拍子」や拍

の中に流れる細かい「パルス」のことです。

「1、２、３、4」で一括り（1 小節）な抑

揚、1 拍の中を 8 分音符や 16 分音符で感

じたりすることを指します。そして、グルー

ヴとは音楽を聴いて体が自然と動いてきて

しまうような、バンド全体で表現される演

奏のうねりのことです。

　ポピュラーミュージックでは、ほとんど

の場合、テンポの変化による表現をしない

ので、ずっと同じテンポで演奏できること、

安定した「テンポ感」を持つことが目標です。

クラシックの奏者以上にメトロノームでの

練習が必須となります。

　よく「リズムを感じる」といった言葉が

使われますが、往々にしてビートやタイム

を感じることを指している場合が多いよう

です。体でパルスを感じながら、その感覚

を全員で合わせていきましょう。本来のリ

ズム感については音符や休符の長さに注意

したり、音の切れ際をメンバー間で合わせ

るように意識していくことで向上します。

　メトロノームの設定を 1 拍目を強調する

ようにして、ビート 1 つひとつを 4 分音符

と考えます。そして、それぞれのビートを

さらに細かい音符で感じます（譜例）。タイ

ム感は人それぞれ違うので、メンバー同士、

お互いにどんなタイム（パルス）を感じて

いるのかを探って合わせていくことがバン

ドとしての一体感につながります。そして、

以前お話した「バックビート」や「アップ

ダウン」をメンバーで共有できれば、バン

ドの良いグルーヴが生まれるでしょう。

アンサンブル向上委員会アンサンブル向上委員会 バンド練習を見直そう①
「テンポ感？リズム感？」

日本人は世界一リズムが悪い！？

ポピュラーミュージックはアフリカ系アメ
リカ人によって生み出され、欧米人によっ
て進化してきました。彼らの音楽である
ブルース、ジャズ、クラシック、ラテン
音楽がルーツです。簡単にいえば日本人
にとってはまったく異文化な音楽だという
ことです。最も大きな違いはタイム、リ
ズム、テンポといった感覚です。日本の
雅楽や民謡などを思い出せば西洋風なそ
れらがないことがわかると思います。従っ
て、日本人はポピュラーミュージックをす
る上では世界一リズムが悪い…というこ
とになるわけです。まずはリズムやテン
ポという概念を理解して、その感覚を身
につける練習が必要なのです。

Exercise / Lesson

▲上段が4分音符のビート。楽曲によって感じるパルスを8分音符や16分音符にメンバー同士で決めていく

■ 時にはリズムについて話し合おう■ 時にはリズムについて話し合おう
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パートごとのフレーズや音作りなどに焦点を当てて、1曲をじっ
くり解析していくとともに、その効果や習得方法などを解説し
ています。例題曲のコピーをする時やオリジナル曲を作る時に
役立ててください。解体新書解体新書

ボーカル編

ギター編

ベース編

ドラム編

キーボード編

Music Analysis

人気楽曲をワンポイント解説

Aimer ／ Falling Alone

yonige ／アボカド

Suchmos／ STAY TUNE

the peggies ／グライダー

King Gnu ／白日

ヨルシカ／ノーチラス

King Gnu ／白日

yonige ／ワンルーム

マカロニえんぴつ／レモンパイ

ニガミ17才／ただし、BGM

Saucy Dog ／シンデレラボーイ

Hump Back ／今日が終わってく

Mrs. GREEN APPLE／ロマンチシズム

Eve ／廻廻奇譚 Aimer ／残響散歌

ロックロック
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Aimer
Falling Alone

ボーカル編 文・伊丹谷良介

～ロックなグルーヴを演出するボーカルスタイル～

　2011 年にメジャーデビューし、多くのアニメやドラマのテーマ

ソングを担当して注目を集めた女性シンガー、Aimer（エメ）。この

楽曲は、2016 年にリリースされた 4th アルバム『daydream』に

収録され、ONE OK ROCK のボーカル、TAKA が楽曲提供とプロ

デュースをしたことでも話題となった。

　激しく歌うことだけが「ロック」なのではない、ということを証

明する彼女のボーカルスタイルに迫ろう。

　この楽曲は、激しいロックサウンドの伴奏をバックに独特の透き

通るような歌声が絶妙にマッチし、激しさの中にも切なさを感じさ

せる。決して声質だけに頼らず、しっかりとしたボーカルテクニッ

クを使って個性をさらに高め、楽曲のグルーヴを強調している。

　例えば、Aメロの「♪深く深く落ちていく～」の部分をよく聴くと、

スタッカートを使って「♪ふか（っく）、ふか（っく）、お～ちて、ゆ（っ）、

く～」と歌っている（譜例）。言葉を短く切ってキレ良く区切ることで、

楽曲のビートにアクセントが付き、伴奏との一体感が出ている。また、

サビの「♪ I'm Falling alone ～」という部分では、16分音符で細

かなビブラートを効かせている。ロングトーンに 16 分音符のリズ

ムを加えることで、うねるようなグルーヴ感を強調しているのだ。

　他にも、B メロの「♪涙が頬をつたう～」の部分では半拍半のリ

ズムが、サビの「♪枯れ落ちた～」の部分ではシンコペーションが

使われている。B メロでは「涙」の「な」と「み」以外が、サビで

は「落ちた」の「た」の部分が裏拍のリズムになっていて、裏拍に

アクセントを置くことで疾走感がメロディに加えられている。

　ロックという音楽は英語圏の国で生まれたため、当然ながら英語

の発音やリズムが良く合う。この楽曲も、英語の歌詞をうまく使っ

て楽曲にスムーズな流れを演出している。

　サビの「♪枯れ落ちた偽りの dreaming I'm falling alone ～」と

いう部分では、後半の英詞「dreaming I'm falling alone」で歌詞

の意味合いとメロディの流れをうまくつなぎ、英語の歌詞ならでは

の発音が滑らかなグルーヴを生んでいる。

　英語の歌詞を歌いこなすには、しっかりとした英語の発音で歌う

ことが大切だ。文法はできても発音はあまり得意ではない日本人に

は耳が痛いところだが、例えば「dreaming」という言葉を「ド・リ・

イ・ミ・ン・グ」と６つの音で感じるのではなく、「ドゥリイ・ミン

グ」と２つのまとまりで音を感じて歌うことを心がけると、滑らか

なメロディに乗ることができるだろう。

　英語の歌詞をコピーをする場合は、歌詞カードを「読む」だけで

はなく、歌を注意深く「聴いて」音のまとまりを自分なりに研究し

てみると良いだろう。

グルーヴや疾走感を強調するテクニック・・・ 英語詞の演出・・・・・・・・・・・・・・・

譜例　点（スタッカート）の付いた部分を強く、区切るように発音する

参考にするなら、この曲もオススメ！

EGOIST   　
英雄 運命の詩

Melissa Etheridge  　
Ain't it Heavy

コンポーザーである Supercell の ryo が
プロデュースを手がけ、アニメ作品に登
場する架空バンドとして誕生したエゴイ
ストの 2017 年にリリースされた 8 枚目
のシングル。重厚なサウンドと女性ボー
カルがマッチしたインパクトは必聴。

グラミー賞の常連、アメリカのシンガー
ソングライター、メリッサ・エスリッジ
のヒット曲。ロックのグルーヴに乗せた
スタッカート、ビブラート、シャウトな
どの卓越した歌唱力とハスキーな歌声が
魅力。1992年リリース。

Music Theory
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Eve
廻廻奇譚

ボーカル編 文・伊丹谷良介

～原作に寄り添うアーティスト性とクリエイト～

　人気アニメ「呪術廻戦」のオープニング主題歌でもあるこの楽曲は、

2020 年 10 月に各音楽配信サービスにリリースされた、Eve（イ

ブ）の大ヒット曲だ。単なるタイアップ曲としてではなく、シンガー・

ソング・ライターとしてどのような形で作品に寄り添えるのかを深

く考え、魂を込めながら念入りに作られている。まさに、人気アニ

メと人気シンガー・ソング・ライターのスペシャルなコラボレーショ

ン作品と言える。

　この楽曲の魅力は多くあるが、まず「歌詞の世界観」に注目したい。

原作を読み込んだ上で書かれ、作品のストーリーが歌詞の世界観に

しっかりとクロスオーバーされているところが魅力的だ。この楽曲

の歌詞には、Aメロの「有象無象（うぞうむぞう）」や「虚心坦懐（きょ

しんたんかい）」のような、難しい言葉がたくさん散りばめられてい

る。そういった言葉は、本来持つ意味以外に「響き」を応用し、音

楽的に吟味された歌詞として構成されている。その言葉が圧倒的な

歌唱力で歌い上げられた時、言葉は魂の叫びとなり、音楽の一部と

なるのだ。

　また、例えば「物の怪」という歌詞の前に、実際にはない「あ」をゴー

スト・ノートとして入れて、「♪（あ）物の怪みたいだぁ～」と歌い

上げられているところもポイントだ（譜例）。主要メロディーの前に

小さい「ぁ」を入れることで、英語詞のようなグルーヴが生まれて

いる。

　この楽曲のメロディーの音域幅はとても広い。一番低い音程のファ

から 2 オクターブ上のシまでを地声で歌い、さらにその上のレまで

を裏声で出している。男性でも女性でも、この音域を歌いあげるこ

とはとても難しいが、この楽曲を歌う場合は、低い声と高い声に大

きな音量の差が生まれないように、低い声はマイクを口に近づけ、

高い声はマイクを口から離すなど、口とマイクの距離を意識して歌

うと安定感が出るだろう。

　レコーディングされたこの楽曲のボーカルには、多くの「ボーカ

ル・エフェクター」が使われ、場所によって切り替えられている。ボー

カルへのエフェクターと言えば、「リバーブ」や「ディレイ」といっ

た、空間を広げる効果を狙ったものが使用されることは多いが、こ

の楽曲ではそれ以外のエフェクターも使われている。

　例えば、Aメロの出だしの8小節の間には、そこだけエレキ・ギター

で使うような歪み系のエフェクターを掛けた「ラジオ・ボイス」が多

重録音されている。これによって、歌詞の世界観に、閉鎖されたよう

な感情表現がより強調されている。他にも、2コーラス目のサビ前の

「♪わかんないよ」という一部分にだけ、ラジオ・ボイスのようなエ

フェクターを掛けた箇所がある。この効果は楽曲構成的にも有効で、

その後に来るサビの広がりを強調する点火剤になっている。

響きの良い歌詞と歌唱力・・・・・・・・・・

エフェクターを使った感情表現・・・・・・・

譜例　矢印がゴースト・ノート。その後のシンコペーションと相まってリズミカルに

参考にするなら、この曲もオススメ！

Bring Me The Horizon   　
MANTRA

小柳ゆき  　
廻廻奇譚

イギリスで結成された新時代ロック・メタ
ル・バンド、ブリング・ミー・ザ・ホラ
イズンの 2018 年にリリースされた 5th
アルバム『amo』からのシングル。低い
声で歌い始める A メロからサビで歌い上
げるスタイルはすこぶるカッコイイ！

日本を代表する女性シンガーの 1 人、小
柳ゆきが 2021 年に YouTube にアップ
したカバー。過度なエフェクトを使わず
ジャズ風にアレンジ。原曲の旋律と歌い
方を大切にした彼女ならではの歌唱力は
聴き応えあり。女性が歌いたいなら必聴。

Music Theory
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Aimer
残響散歌

ボーカル編 文・伊丹谷良介

～和洋折衷な女性ボーカル～

　この楽曲は、日本の女性シンガー、Aimer（エメ）の通算 20

枚目のシングルだ。2021 年 12 月に先行配信され、多くのラン

キングで瞬く間に 1 位を記録した。大ヒットの要因は、TV アニ

メ「鬼滅の刃 遊郭編」のオープニング・テーマに起用されたこと

だが、楽曲、アレンジ、Aimer のボーカル自体にも魅力があるこ

とは間違いない。

　この楽曲の歌声は、低く伸びやかで全体的に気だるいニュアンス

で歌われているように聴こえる。しかし、その「気だるさの表現」

は歌詞の世界にも通じ、逆に力強さまでも感じられる。秘訣は、「抜

群のリズム感」にある。

　気だるく歌うボーカル・スタイルには、十分に伴奏とシンクロし

たリズム感がないと、ただの弱い歌声に聴こえてしまう。しかし、

リズム感を伴うことで、気だるさに弱さをまったく感じさせないよ

うにすることもできるのだ。そういった意味でも、この楽曲のボー

カルには高い歌唱力が秘められている。例えば、サビのフレーズ

「♪声よ 轟け 夜のその向こうへ」では、しっかりと 8ビートのメロ

ディーで歌われていることはもちろん、声の立ち上がり、フォール、

ビブラートなどの細い部分も、16 ビートで細かくきちんと歌われ

ている（譜例）。配信されている動画をスロー再生してみれば、機関

銃のように鳴っている 16 ビートのドラムとシンクロした歌声を聴

くことができる。

　この楽曲を歌いたい場合は、メロディー全体をできるだけ細かく

16 ビートを感じながらドラムの音（伴奏）とシンクロさせること

が大事だ。そして、その上で気だるく歌うことを意識すると良いだ

ろう。

　1960 年代以降、日本のポピュラー・ミュージックでは「聞き取

れる歌詞」よりも「響きのかっこ良さ」が優先されることが多くなっ

ている。現代では、より洋楽（英語詞の楽曲）に影響を受けたリズ

ムやメロディーで楽曲が作られているため、そのメロディーにあっ

た日本語を選ぶセンスや、その歌詞を歌い上げる高い歌唱力が求め

られる。この楽曲では、歌だけではなく、「洋楽っぽいアレンジ」に

「日本語の美しい響き」を合わせることがしっかりと吟味されている。

　耳に残る、サビの最後の「♪残響」という一言に、その言葉選び

だけではなく、歌い方にも一種のこだわりを感じる。「ざんきょう」

とそのまま歌うのではなく、「ずぁん きぃょうぅっ…」と、言葉だ

けではなく響きで伝えようとしている。この辺りは、日本語のわか

らない外国人が聴いても、「残響」の意味に感じる歌い方だろう。

　この楽曲には「和洋折衷の進化」も感じられ、今後グローバルに

活躍する日本人アーティストが増えるターニング・ポイントになる

かもしれない。

「気だるさ」と「力強さ」・・・・・・・・・・

日本語詞の美しさを洋楽風に歌う・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

椎名林檎   　
丸の内サディスティック

和楽器バンド  　
千本桜

人気・実力共にトップを走り続けるシン
ガー・ソング・ライター、椎名林檎のソ
ロ・アルバム『無罪モラトリアム』に収録。
その言葉選びと歌唱の表現力は類をみず、
自身のバンド、東京事変と共に海外から
の人気も高い。1999年リリース。

尺八、箏、津軽三味線、和太鼓などの和
楽器とロック・サウンドが融合し、詩吟
の師範でもある鈴華ゆう子がボーカルを
担当する和楽器バンドが、2014 年にリ
リースしたカバー・アルバム『ボカロ三昧』
に収録。和テイストの歌に魅了される。

Music Theory

譜例　サビの出だし。8分音符を16分音符で感じていることが大事
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yonige
アボカド

ギター編 文・岩尾 徹

～シンプルなコード進行をカッコ良く弾く～

　2017 年にメジャーデビューしたガールズバンドの yonige が、

インディーズ時代の2015年にリリースしたミニアルバム『Coming 

Spring』に収録されていているこの楽曲は、喧嘩した彼氏にアボカ

ドを投げつけるという印象的な歌詞でも話題になったが、コード進

行もシンプルながら聴く人を飽きさせない構成に仕上がっている。

　それは、派手さはないがツボを押さえているギターのプレイが 1

つの要因だといえよう。

　この楽曲のイントロから A メロにかけては、同じコード進行のパ

ターンが続くが、ギターの弾き方を変えることでまったく違う印象

にしている。イントロではそれぞれのコードをストロークで弾き、

コードの変化を前面に出すことで演奏にドライブ感を生んでいる。

それに対して、1コーラス目のAメロではコードの移り変わりはベー

スに任せ、ギターはそれぞれのコードの使用可能な音を使ったアル

ペジオのフレーズを繰り返し弾き続けている。そうすることで、同

じコード進行でもコードの流れがより自然なものとなり、落ち着い

た雰囲気を演出している（譜例）。

　また、2 コーラス目の A メロでは後半の一部分だけをコードトー

ンに添ったアルペジオを、3 コーラス目の A メロは全体的にコード

進行を意識したアルペジオにする…というようにフレーズに変化を

持たせている。まるで話かけているかのような淡々としたメロディ

のAメロを、楽曲の流れに合う印象深いものに昇華させている。

　楽曲終盤のギターソロは、それまでの流れをすべて請け負って盛

り上がりながらエンディングに向かうことが多い。そのため、通常

はエモーショナルなソロを求められたりするものだが、この楽曲の

ようにシンプルなコード進行でクールな曲調の場合、同じフレーズ

や似たフレーズを繰り返し弾く…というのも１つの方法だ。この楽

曲ではサビのメロディをなぞる様なフレーズが繰り返されている。

　しかも、単にギタリストがソロを弾いているという見え方ではな

く、バンド全体の演奏でドライブしている雰囲気を生み出している。

バンドで演奏する場合は「うまく弾こう」という気持ちよりも、メ

ンバー全員が 1 つになって演奏しているのだという「一体感」を目

指した方が良いだろう。

　この楽曲のギターサウンドは、繊細な声の女性ボーカルに対して

「ゴリッ」とした骨太な音作りになっている。これは、ドラム、ベー

スと絡むとどっしりとした安定感が出て、失恋のやるせなさを悲し

みだけではなく「強さ」の感情表現として効果的だ。

　このようなサウンドを出すには「ハムバッカー」タイプのピック

アップを搭載したギターを使用すると雰囲気が出るだろう。

ギターの弾き方で楽曲の表情が変わる・・・・

ボーカルを支えるギターサウンド・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

4 Non Blondes   　
What's up

The Bangles  　
A Hazy Shade Of Winter

5 年の活動期間中にリリースしたアルバ
ムはわずか 1 枚というアメリカのバンド、
フォー・ノン・ブロンズの1993年のヒッ
ト曲。シンプルなコード進行ながらもド
ラマティックに盛り上がる名曲で、カバー
しているアーティストも多い。

1980 年代に数々のヒット曲を放ったア
メリカのガールズバンド、バングルスの
1987 年に公開された映画「Less Than 
Zero」のサントラ盤に収録された楽曲。
カバー曲だが無駄のない楽曲構成とイン
トロのリフが印象的。

Music Theory

譜例　1コーラス目のAメロ。ルート音はベース、ギターは同じフレーズを弾く
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ヨルシカ
ノーチラス

ギター編 文・岩尾 徹

～サウンドの異なるギターを使いこなす～

　ヨルシカはコンポーザーの n-buna（ナブナ）が、女性シンガー

の suis（スイ）と共に結成したバンドで、楽曲「ノーチラス」は、

2019 年にリリースした 2nd アルバム『エルマ』に収録されてい

る、軽やかなサウンドの中に溢れ出るような感情が伝わってくる切

ないバラード曲だ。この楽曲を成立させるのに欠かせないポイント

が、ギターの音色のチョイスと計算されたフレーズにある。

　バラード調の楽曲において、エレキ・ギターの他にもう 1 本、ア

コースティック・ギター（以下、アコギ）を採用することがよくある。

これは、アコギが持つ独特の温かさがバラード曲にとてもマッチし

ているからだ。この楽曲は、歌、ピアノ、そしてアコギだけの演奏

で唐突に始まるのだが、ピアノとアコギで伴奏することで、アコー

スティック楽器特有の音の温かさがボーカルをより優しい雰囲気で

包み込んでいる。アコギの弾き方も、コードが変わっても押さえて

いる一番高い音は変えずに、しかも 1 弦を使わないコード・フォー

ムで爪弾いている（譜例）。コードの一番高い音を変えないことでコー

ド進行の響きを滑らかにし、1 弦を使わないことでコードの響きが

より柔らかくなっているのだ。

　B メロでは、ドラムとベースが入りビート感が出てくる。この時、

エレキ・ギターも一緒に入ってくるのだが、A メロからの流れが極

端に変化しないように、ほど良い歪み具合の音色で音圧を抑えてい

るところがポイントだ。サビは、楽曲の中で一番盛り上がる部分だが、

そのままの流れでいくと、歌詞、メロディーにマッチしないテンショ

ンになりかねない。そこで、はじめの 2 小節はアコギのストローク

とエレキ・ギターのアルペジオのみで、ややビート感を落ち着かせ、

再度ドラムとベースが入ることで楽曲の盛り上がり方をうまく調整

している。その時は、ギターもコード・ストロークでガッツリ弾く

のではなく、アルペジオでドライヴしている中にサウンドの広がり

を出している。

　この楽曲のような曲調をバンドで演奏する場合、エレキ・ギター

はどんなタイプのギターであってもハードに歪ませすぎないことが

大切だ。アルペジオはもちろんのこと、コードを弾いた

時も 1 音 1 音しっかりと音が分離して、コード感が感

じられるようにセッティングすることが秘訣だ。アコギ

がない場合はエレキ・ギターでも構わないが、フロント

側のピックアップを使うなど甘めのトーンを選択すると

良いだろう。できれば、ギターのボディーに空洞がある

セミ・アコースティック・ギターを使うと、より近い雰

囲気になる。

エレキとアコギの特徴を生かした使い分け・・

バラード曲に合った音作り・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Taylor Swift   　
If This Was a Movie

Poison  　
Stand

世界的歌手テイラー・スウィフトが
2010 年にリリースした 3rd アルバム
『Speak Now』のデラックス・エディショ
ンに収録。印象的なアコースティック・ギ
ターのアルペジオから始まり、サビから入
るエレキ・ギターとの絡み具合が絶妙。

アメリカのバンド、ポイズンがギタリスト
にリッチー・コッツェンを迎えて製作し
た4thアルバム『Native Tongue』から
のシングル。共鳴板が付いたアコギ「ドブ
ロ」の響きがカントリー感を演出する壮大
なロック・バラード。1993年リリース。

Music Theory

譜例　イントロのような雰囲気を出すコード進行と押さえ方の例
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ニガミ 17 才
ただし、BGM

ギター編 文・岩尾 徹

～「イマドキ」のクール系カッティング～

　ニガミ 17 才は、元「嘘つきバービー」の岩下優介（ボーカル＆

ギター）を中心に結成された 4 人組バンドで、昨今のシティ・ポッ

プやヒップ・ホップ、ダンス・ミュージックなどを嫌味なく取り入

れた和風ファンク・バンドだ。2018 年 2 月にミュージック・ビ

デオが公開された「ただし、BGM」は、わずか１年ちょっとの間に

再生数が 130 万回を超えた。そのサウンドの要になっているのは、

リズム・セクションに絶妙に絡むギターのクールなカッティングだ。

　この楽曲はコード進行がシンプルで、基本的には「ワン・グルーヴ」

といわれる同じビート感を楽曲の最後まで残しながら展開するアレ

ンジになっている。その中において、セクションごとの抑揚はギター・

パートによってコントロールされている。

　A メロは、ベースが１小節パターンのフレーズを繰り返している

が、ギターはベースと同じリズム・パターンで弾かずに、あえて絡

むようなフレーズでカッティングをしている。しかも、なるべく空

（から）ストロークのブラッシングの音を抑えているところがポイン

トだ（譜例）。こうすることで、ベースとギターによるドライブ感が

生まれ、上に乗るボーカルのラップをよりクールな印象にしている。

また、2 コーラス目の A メロに入る前の部分では、ベース・ライン

は同じにもかかわらず、カッティングをやや高音域な音使いに変え

ることで、今までの流れに変化を与えつつ、繰り返す A メロを飽き

させない効果を生んでいる。

　さらに、B メロとサビは同じコード進行なのだが、B メロは休符

を生かしたカッティング・パターンで少し落ち着いた流れを演出し

ているのに対し、サビでは空ストロークに思いっきりブラッシング

音を出しているため、カッティングのドライブ感が増している。こ

うすることで、サビらしい疾走感を出すことができているのだ。

　この楽曲のようなカッティングをする場合、立ち上がりの良い音

で弾くことによるフレーズのシャープさが求められる。岩下はフェ

ンダー・テレキャスターを使い、リア・ピックアップとフロント・ピッ

クアップをミックスした音切れの良いサウンドで弾いている。バン

ドで演奏する時は、シングルコイル・ピックアップが搭載されてい

るギターで弾くと、こういったキレのあるカッティング・サウンド

が出せるだろう。

　また、使用するアンプも「真空管アンプ」よりも、「トランジスタ・

アンプ」の方が、より澄んだクリーン・サウンドを出すことができ、

シャープでキレのあるクールなカッティングになるだろう。

ワン・グルーヴの中にも表情をつける・・・・

ギターのサウンド・メイキング・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Chic   　
Good Times

Suchmos  　
808

アメリカの R&B、ファンク、ディスコ・
バンド、シックの代表曲。2つのコードの
みで構成されているが、ナイル・ロジャー
ス（Gt）とバ－ナ－ド・エドワーズ（Ba）
のコンビネーションで素晴らしい楽曲に
仕上がっている。1979年リリース。

サチモスが2018年にリリースしたミニ・
アルバム『THE ASHTRAY』に収録。彼
らの代表曲「STAY TUNE」に続いて自
動車の CM ソングに起用されたクールな
シティ・ポップス系楽曲だ。イントロでの
ギターのクールなカッティングが印象的。

Music Theory

譜例　Aメロ風なギターとベースのコンビネーション・フレーズ
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Suchmos
STAY TUNE

ベース編 文・山田潤一

～楽曲の流れを作ってリードするベース～

　「STAY TUNE」は、オシャレでアーバンな楽曲が特徴的なバン

ド、Suchmosが 2016年にリリースした2ndEP『LOVE&VICE』

に収録され、バンドを一躍有名にした代表曲だ。様々なジャンルが

融合している音楽を得意とする Suchmos だが、この楽曲もダンス

ミュージックやブラックミュージックを軸に後半にはロック的なキ

メが出てくるなど、彼ららしい面白いアレンジになっている。

　この楽曲は、ドラムのあまり変化しないパターンに対してベース

がセクションごとにフレーズを大きく変化させている。楽曲の流れ

をベースが仕切ってリードしているのだ。

　この楽曲のベースは、サビの派手なフレーズに耳がいきやすいと

思うが、注目すべきセクションは実は「A メロ」だ。冒頭のサビ終

わりのスラップからいきなり隙間を作ることで、A メロに入った瞬

間に楽曲に緊張感を生んでいる。このベースアレンジによって、ド

ラムの 4 つ打ちに耳がいくようになり、聴いてる人が自然と踊れる

ようになっている。

　A メロのフレーズは 4 小節で 1 つのパターンになっていて、始め

の 3 小節は 1 拍目をスタッカート、4 拍目は 4 分音符にすること

でメリハリをつけている。さらに、4 拍目には 9th を入れてアーバ

ンな雰囲気を出していることにも注目しておきたい。そして、4 小

節目はドラムのバスドラムに合わせているのだが、この時とても大

事なのが 1 拍目と 3 拍目のスタッカートで、フレーズが転がってい

くように聴こえる効果を出している（譜例）。

　こういった休符を意識するプレイは、ものすごく目立つというわ

けではないが、グルーヴを作り出すパートであるベースにとって非

常に大事なことだ。バンド演奏では派手なプレイもしばしば求めら

れるが、新たなベースの魅力に気づくだろう。

　この楽曲は、B メロまでは基本的に同じコードの繰り返しになっ

ている。これはダンス系やブラックミュージックなどでよくあるこ

とだが、それはこのようなジャンルの場合「人を踊らせる」ことが

前提にあって、少ないコード展開の「ループする気持ち良さ」によっ

て体が自然に動いてくるからであろう。

　Suchmos のベーシスト、HSU（スー）は、基本的に 5 弦ベー

スを使用していることが多い。ミドルが強めのアクティブタイプの

ベースを使用していると思われ、バンドサウンドの中心にいて全体

のグルーヴや楽曲を引っ張っている。ライブなどでは細かく音を調

整することが多いようだが、それはベースサウンドが「踊れる音楽」

にとって重要なポイントであるためだ。環境が変わっても、手元で

音の微調整ができるアクティブベースを使用することの意味は大き

いのかもしれない。

休符を意識したプレイで「グルーヴィー」に
踊れる音楽のセオリー・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Jamiroquai   　
Virtual Insanity

Maroon 5  　
Sugar

1990 年代に大ブームを巻き起こしたジャ
ミロクワイの 3rd アルバム『Travelling 
Without Moving』に収録。同アルバム
は世界で最も売れたファンクアルバムとし
てギネス認定され、ミュージックビデオも一
世を風靡した。1996年リリース。

アメリカの大人気ポップロックバンド、
Maroon 5 が 2014 年にリリースした
5th アルバム『V』収録。ループするコー
ド進行と 4 つ打ちのビートに楽器のフ
レーズを大きく変化させないことで踊れ
るクールな雰囲気を出している。

譜例　Aメロ4小節目の基本フレーズ。スタッカートの音の長さを注意して弾こう

Music Theory
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King Gnu 
白日

ベース編 文・山田潤一

～ニュアンスで違いをつける巧みなプレイ～

　2019 年にメジャー・デビューを果たした King Gnu（キング・

ヌー）は、今最も勢いのあるバンドの１つだ。自らの音楽を「トー

キョー・ニュー・ミクスチャー・スタイル」と称している通り、楽

曲にロック、ジャズ、ヒップホップ、クラシックなど、様々な音楽

のエッセンスが融合されている。ベーシストの新井和輝はエレキ・

ベース、シンセ・ベース、ウッド・ベースを弾きこなす多才ぶりを

発揮しているが、この楽曲でも「ハネ感」を絶妙にコントロールし

た巧みなベース・プレイが、楽曲のニュアンスに繊細な彩りをつけ

ている。

　この楽曲は、16 分音符がハネている「ハーフタイム・シャッフ

ル」と呼ばれるリズムになっている。そのハネ感を作り出している

のが 16 分音符の裏拍で、タイミングをコントロールすることで気

持ち良いグルーヴが生まれている。例えば、Bメロのベース・フレー

ズは 1 小節でひとまとまりになっているのだが、前半は 8 分音符を

スタッカートで弾くことでハネ感を強調しないようにして、後半の

16 分音符でハネたリズムを出している（譜例）。B メロをあまりハ

ネない印象にすることで、次にくるサビのハネ感が強調され、より

劇的な変化がもたらされているのだ。

　サビのセクションも、同様に 1 小節でひとまとまりのフレーズに

なっているのだが、B メロとの大きな違いは、1 拍目の 16 分音符

の裏拍にある。一見、さほど違いは感じないかもしれないが、ここ

に音符を入れることで、フレーズがハーフタイム・シャッフルのハ

ネ感をより強く感じられるようになる。些細な変化ではあるが、こ

ういったアプローチのような音符のコントロールで、楽曲の流れに

盛り上がりを作り出しているのだ。演奏する時は、この違いを意識

してみると良いだろう。

　基本的なリズムはハーフタイム・シャッフルなのだが、この楽曲

の面白いところは、たまに「ハネていないフレーズ」が出てくるこ

とだ。例えば、A メロから B メロに行く時のドラムのフィル・イン

などは意識的にハネていないのだが、それがそのフレーズを「クー

ル」に感じさせ、非常に良いスパイスになっている。ベースも同様に、

2コーラス目のAメロに入る前のフレーズがハネていなかったりと、

繊細にニュアンスを使い分けている。一番わかりやすいのは、2コー

ラス目の B メロで、ここでのベースとドラムは後半部以外、ほとん

どハネていない。

　このような手法は、ヒップホップなどのブラック・ミュージック

でよく使われているものだが、こういったところからもリズム隊の

音楽的なバック・ボーンを感じることができる。ハネ感というものは、

些細な演奏の違いでニュアンスが変わってくるものなのだ。

「ハネる」グルーヴを作り出す・・・・・・・ ニュアンスの使い分け・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Suchmos   　
MINT

Dragon Ash  　
Viva la revolution

サチモスが 2016 年にリリースした様々
なリズムが混在している楽曲。ハネ感も
もちろんだが、ベースはレイドバックさせ
る （少しもたらせて弾くこと）などニュア
ンスを大事に弾いている。各セクションの
グルーヴの絶妙な違いが感じられる秀作。

日本のミクスチャー・バンド、ドラゴン・
アッシュが1999年にリリースした同名
アルバムの表題曲。ヒップホップ的な要素
が強く、ハネないギリギリを攻めたニュア
ンスのリズムが聴ける。音数が少ない中、
ドラムとのグルーヴの絡み具合は必聴。

譜例　Bメロのフレーズ。16分音符の裏拍（×印）が入るタイミングを意識して弾こう

Music Theory
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Saucy Dog 
シンデレラボーイ

ベース編 文・山田潤一

～堅実さと華やかさを持つベース・フレーズ～

　「シンデレラボーイ」は、3 ピースのロック・バンド、Saucy 

Dog の 2021 年にリリースされた 3 枚目のミニ・アルバム『レイ

ジーサンデー』に収録されている、バンドを代表する楽曲だ。ベー

ス・ラインは、3ピース・バンドの音の少なさを補うようなメロディ

アスなラインと、バンドを支えるボトム感という、華やかさと堅実

さの両方を兼ね備えたものになっている。

　この楽曲のベースは、音域の使いわけが上手く行われている。1

コーラス目の A メロでは、前半はシンプルだが、後半は裏メロのよ

うな細かいフレーズを弾いている。この時、9 フレットより上のポ

ジションの高い音域を使用することで、途中から入っても他の楽器

と自然に馴染むことができているのだ。

　B メロでは、コード進行が F ♯ m7 → E → D と展開していて、

それに合わせてベースも徐々に低い音域に変わっていくことで、サ

ビに向けて徐々に安定感を作り出し、サビでは低い音域を使ってフ

レーズを構成することにより、ボトムをしっかりと支えている。バ

ンドとしての一体感が強固になり、勢いのあるアレンジだ。また、

2 コーラス目からはドラムもしっかりとビートを出しているので、

それに合わせ てベースも低い音域でフレージングしている。これ

により、2 コーラス目以降はよりバンド感溢れるアレンジに感じら

れる。

　このように、この楽曲のベースは音域をうまく使い分けて楽曲の

アレンジに大きく影響を与えているのだ。

　ベースが裏メロを弾いている時には、「ノン・コード・トーン」と

呼ばれる、和音の構成音（コード・トーン）に含まれていない音が

使用されている。ベース・ラインは、コード・トーンに合わせてフ

レーズを弾くことが多いが、ここではノン・コード・トーンの「4度」

の音を使用することで、フレーズを印象的なものにしている。

　例えば、1 コーラス目の A メロの 5 小節目からベースはメロディ

アスなフレーズを弾いているが、5 小節目からのコードは E → F ♯

m7 → GM7 → E と進行しているのに対し、コード E の時には 1

弦 14 フレットの A（ラ）、F ♯ m7 の時には 1 弦 16 フレットの

B（シ）の音を使用している。これが、コードに対して4度の音になっ

ているのだ（譜例）。

　この 4 度の音を入れることで、この部分がメロディアスな印象に

なっているのだが、コードが変わっても似たようなフレーズを繰り

返すことでリフレイン効果も生まれ、裏メロらしい印象的なフレー

ズになっていることもポイントだ。バンド・アレンジの参考になる

だろう。

音域の高低差で楽曲の流れを作る・・・・・・

ノン・コード・トーンの音使い・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

ハナレグミ   　
発光帯

The Doobie Brothers  　
Long Train Runnin’

SUPER BUTTER DOG のボーカル、永
積タカシのソロ・プロジェクトであるハナレ
グミの楽曲。しっかりとボトムを支えつつ
時々で出てくるメロディアスなベース・ラ
インが楽曲を彩る。まさに「ベース玄人」
なプレイは必聴だ。2021 年リリース。

アメリカのバンド、ドゥービー・ブラザー
ズが1973年にリリースした大ヒット曲。
コードGm7の有名なギター・リフにベー
スは 4 度の C（ド）音を入れてフレーズ
を構成している。通常のマイナー・セブ
ンスとは少し違った響きが胸に迫る。

譜例　コードの4度の音を意識して弾いてみよう

Music Theory



46　　軽音楽部Magazine VOL.64 ｜ JUL・2023

the peggies
グライダー

ドラム編 文・辻 伸介

～グランジとポップスが融合されたプレイ～

　中学校の軽音楽部で一緒だった 3 人で結成され、高校時代にはす

でに輝かしい経歴を築きあげていた the peggies は、メジャーリ

リース前からすでに並々ならぬセンスに溢れていたガールズバンド

だ。この楽曲も、メジャーデビュー前の 2015 年に全国流通リリー

スしたアルバム『NEW KINGDOM』に収録されている、グランジ

サウンドとポップさが融合したハイセンスなロックナンバーだ。

　グランジは、1980 年代中頃からメジャーシーンに踊り出したア

ンダーグラウンドムーブメントの 1 つで、パンクロックの流れをく

む。ドラマーの大貫みくは、ボーカル & ギターの北澤ゆうほから吐

き出されるグランジ系のパワフルなギターや歌詞、そしてボーカル

を後押しするようにフレーズを紡いでいく。

　大貫みくのドラミングで何よりも特筆したいのは、女性特有の柔

らかさを活かしたスティックのショットスピードだ。B メロの基本

的な 8 ビートのパターンも、イントロの 1 拍半フレーズも、彼女が

叩くと躍動感のあるドラミングになる（譜例）。

　また、難しいテクニックを使わずに、しかもあくまで「ポップ」

に徹しているところは見逃せない。例えば、1 コーラス目のサビで

は 2 拍 4 拍のスネアのバックビートを叩かないというアレンジに

なっている。通常ではサビで最も勢いを増すことがセオリーなので

少しスカされた感じになるのだが、続くサビ後半の「♪おーうおー」

と連呼するセクションへの橋渡しとなっている。1 コーラスを経過

した2コーラス目では流れを止めてしまうため行われていない。

　そして、全体的に見ても B メロ以外は 4 分音符で 4 つ打ちする

バスドラムを基本的なパターンとしている。2 拍 4 拍のスネアの部

分にもバスドラムを踏むことで、グライダーが滑空するような疾走

感を演出し、歌詞にマッチするような表現となっている。

　楽曲の構成は少し複雑だが、しっかりとセクションごとの世界観

が作り出すイメージを理解して呼応しようという気持ちが伺える。

それは、苦楽をともにしてきた 3 人だからこそ出せる一体感なのか

もしれないが、譜面には書くことができない「バンド感」は、音楽

を作っていく上で最も大切な部分だ。

　グランジサウンドの特徴は、シングルコイルのギターにファズ系

の歪みエフェクターといった感じだが、ザ・ペギーズの場合は、そ

の上に透明感のあるボーカルが乗る。そして、それらを支える重量

感のあるドライブしたベースと、太くアタック感のあるドラムサウ

ンドが何ともロックでかっこ良い。

　原曲の音から判断すると、スネアはウッドの 5 インチ半や 5 イン

チの深さのものを使っているようだ。こういった音作りも、北澤の

ボーカルとギターを活かすには最適といえ、また、見事にグランジ

とポップスが融合されていると思える部分だ。

楽曲のイメージを理解して呼応する・・・・

サウンドメイクも「融合」・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Hole   　
Violet

BUMP OF CHICKEN  　
天体観測

コートニー・ラブ（Vo&Gt）率いるア
メリカのバンド、Hole の 7th シングル。
夫カート・コバーン（Vo&Gt）の自殺な
どセンセーショナルな話題が多かったが、
女性グランジバンドの代表格として世界
中で人気を博した。1995年リリース。

2001 年にリリースされた BUMP OF 
CHICKEN の 2nd シングル。サビの最
初からドカン！といかないところや 4 つ
打ちのバスドラムの使い方など、比較的
シンプルなパターンとリズムで楽曲をサ
ポートするドラミングに注目。

Music Theory

譜例　イントロの1拍半パターン。最後のフロアタムが勢いを出す
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yonige
ワンルーム

ドラム編 文・辻 伸介

～モヤモヤを表現するドラム～

　ボーカル & ギターの牛丸ありさと、ベースのごっきんからなるユ

ニットである yonige は、元メンバーだったドラマーが脱退してか

らサポート・ドラマーを入れて活動を続けている。2017年にリリー

スされたフル・アルバム『girls like girls』は、記念すべきメジャー

第 1 作目であり、そのリード曲としてこの楽曲は収録されている。

歌詞は、高校生には少し早いオトナの恋が描かれているが、恋愛に

関するモヤモヤはどんな年代にも共通する想いだろう。そんな単純

ではない感情を表現する 2 人のプレイに、ドラムも様々なアプロー

チでしっかりと楽曲を支えている。

　ドラムの基本パターンは、パンキッシュなアレンジに合うシン

プルな 8 ビートに思えるが、実はイントロを聴けばわかるように、

16 分音符のゴースト・ノートを交えた「シェイク」のグルーヴだ。

深読みすれば、この「せわしない感」が歌詞の世界観とマッチして

いて、胸にグッとくる部分でもある。歌詞の内容に対して明るめな

印象さえ持ってしまう牛込のボーカルは、深刻な出来事をサラリと

流してしまっている無常感や開き直りとも取れる。しかし、ドラム

の「邪魔にならない程度の」せわしない 16 分音符が、心の奥底に

潜む焦りや不安を絶妙に表現しているようにも感じてしまう。リズ

ムで感情も表現できるのだ。

　B メロというセクションは、ドラマ作りの肝であるため、メロ

ディーやコード進行などをはじめ、各パートが他のセクションとは

違うアレンジにすることが多い。この楽曲のドラム・パターンにも

それは表れていて、1 コーラス目も 2 コーラス目も少し変わったア

プローチになっている。特に、1 コーラス目はスティッキングが複

雑なフレージングになっていて（譜例）、歌詞のモヤモヤした複雑な

心境をうまく表現している。

　ポイントは、全音符のギター、4分音符のボーカル、8分音符のベー

スと、音価が被らないフレーズになっているところだ。それによって、

A メロから B メロに入った時に広がりが出るだけではなく、B メロ

後半で全員が 8 分音符になった時に盛り上がりが最高潮に達するよ

うになっている。その後のサビへの期待感も膨らむアレンジだ。

　この楽曲は、どこか粗野なガレージ・バンドっぽさがかっこ良い。

それは、スネア・ドラムの音作りからも感じる。

　わざとなのか偶然なのかはわからないが、簡単に言えば、スネア

の出すメインのピッチ（音程）が楽曲のキーより絶妙に高いのだ。

もう少し高くても低くても不協和音すぎて不快に感じたり、キーと

合って「普通」になってしまう。この「気になる」スネアのピッチが、

自然と聴く者をモヤモヤさせるのだ。しかし、ここが良い意味での

素人さを演出し、歌詞の世界観を表現することに一役買っている部

分でもある。ドラムも楽器なので、そのサウンドにも気を配ろう。

ドラマを作る B メロのアプローチ・・・・・・

「気になる」スネア・ドラムのピッチ・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

The Offspring   　
The Kids Aren't Alright

ASIAN KUNG-FU GENERATION  　
リライト

アメリカのポップ・パンク・バンド、オフ
スプリングの5th アルバム『Americana』
からのシングル。シリアスな内容の歌詞
に対していろいろな感情をかき立たせる
ドラムのプレイがスピード感とパワフル
さと共に迫ってくる。1999年リリース。

2004年にリリースされたジャパニーズ・
ロックの雄「アジカン」の 5th シングル
であるこの楽曲は、今や J-ROCK のバイ
ブル的存在だ。スピード感あふれるドラ
ミングと共にピッチが絶妙なスネア・ド
ラムがガレージ・バンド感を出している。

Music Theory

譜例　1コーラス目のBメロの最初。裏拍を常に感じることが大事
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Hump Back
今日が終わってく

ドラム編 文・辻 伸介

～ボーカルとアレンジにシンクロするドラム～

　紆余曲折の末、2018年にメジャー・デビューを飾った3ピース・

ガールズ・バンド、Hump Backの1stシングルである『拝啓、少年よ』

に収録されているこの楽曲は、キャッチーでストレートなロック・

ナンバーだ。Hump Back は、唯一のオリジナル・メンバーであり、

ボーカル&ギター、作詞、作曲を担当する林 萌々子のソロ・プロジェ

クトの延長線上にありつつ、しっかりと 1 つのバンド・サウンドと

してまとまっている。それはドラムのフレーズやプレイにも現れて

いて、シンプルながらも感情を歌詞と歌に乗せたボーカルと、ソリッ

ドに鳴り響くギターにシンクロするようなプレイになっている。

　Hump Back のドラム・フレーズは、どの楽曲もシンプルかつ、

的を得たフレーズが多い。また、ドラミングの基礎的なプレイもよ

く見られるため、コピーすれば初心者ドラマーには得られるものが

多いだろう。

　この楽曲では、リズムのアクセントを前に移動させる「シンコペー

ション」が様々なパターンで使われている。最もわかりやすいのが、

イントロの最後部や B メロなどで出てくる、シンバルとバス・ドラ

ムで行うものだ。ロックのシンコペーションの多くは、小節を跨ぐ

時に 8 分音符で行われるが、この楽曲の B メロがまさにそれだ（譜

例）。このアクセントは、歌のメロディーとギター・カッティング

にリンクしているのだが、この緊張感はシンコペーション直前のギ

ターとベースの休符によるものだ。休符の一瞬の静寂に続くスネア、

そして全員でユニゾンするシンコペーションはとてもスリリングで、

その後にくる熱いサビへ向かう良いステップとなっている。

　また、シンコペーションのバリエーションはいろいろあり、この

楽曲でも他にいくつか使われている。サビは、スネアが 4 分音符の

頭打ちを演奏しながらのシンコペーション。イントロは、ハイハッ

トをハーフ・オープンの 4 分音符で叩き続けながらバス・ドラムだ

けで行うもの。1 コーラス目の繰り返しの A メロは、ハイハットを

クローズした 8 分音符で 2 拍目裏から 3 拍目にかけて行っている。

シンバルを叩かない場合は、右手が足につられやすいので演奏する

時には注意が必要だ。

　ミュージック・ビデオのライブ映像を見ると、スネア・ドラムは

メイプル・シェルのスネアを使用しているようだ。メイプル・シェ

ルは、温かみがありながらもパンッと乾いた高音が特徴のスタンダー

ドなウッド・スネアで、この楽曲の歌詞やサウンドにもよく合って

いる。

　ウッド・シェルではなくても、打面のヘッドを少しキツめに張って、

嫌な高音の倍音が出ていたら端の方にガムテープを棒状に丸めて貼

ると良いだろう。ボーカルや楽曲のイメージを生かすサウンドを模

索しよう。

バリエーションのあるシンコペーション・・・

温かみのあるスネア・サウンド・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Sum41   　
The Hell Song

渡辺美里  　
Lovin' You

正統派パンク・バンドでありながら、オル
タナ系、メロコア系の側面もあるカナダ出
身のバンド、Sum41の2003年にリリー
スされた 8th シングル。見事なまでにユ
ニゾンする 8 ビートとサビのシンコペー
ションがパンキッシュに炸裂する！

シンガー、渡辺美里が過去に発売された
自身の楽曲をセルフ・カバーしたアルバム
『HELLO LOVERS』に収録。ドラムは
元 TOTO のジェフ・ポーカロで、ウッド・シェ
ル・スネアの温かいサウンドと的確なプレ
イが楽曲を包み込む。1992 年リリース。

Music Theory

譜例　Bメロのシンコペーション。スネアでテンポ・キープを心がけることがコツ
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King Gnu
白日

キーボード編 文・竹中敬一

～歌の表現力に寄り添ったプレイ～

　今や日本を代表するバンドとなった King Gnu。豊富な音楽知識

や高いスキルを持つ 4 人によって作り出されるサウンドは、様々な

音楽スタイルを自由に取り込む文字通りのミクスチャーバンドだ。

　この楽曲は、2019 年にテレビドラマの主題歌として書き下ろさ

れたものだが、歌詞の内容にドラマとのリンクが見受けられる。そ

して、その歌詞を歌い上げるボーカルの表現に寄り添ったキーボー

ドのプレイが秀逸だ。

　この楽曲のキーボードは、早弾きのような難しいテクニックを駆

使したフレーズや演奏はほとんど登場しない。冒頭から聴こえるピ

アノは、楽曲を通してほぼ 1 拍単位で大きくコードバッキングをす

る程度だ。簡単そうに思えるプレイだが、実は歌が生み出すリズム

に寄り添っていないと楽曲全体がギクシャクしてしまう。

　まずは、歌とピアノでしっとりと始まる冒頭部分。この楽曲は 4

分の 4 拍子なのだが、ボーカルは 1 拍を 3 連符（8 分の 12 拍子）

のように細かく感じて歌っている（譜例）。ピアノはコードをアルペ

ジオで鳴らしているが、アルペジオの速さは楽曲のイメージによっ

て変わる。この冒頭部分のように歌が唯一リズム感を出しているよ

うな場合、アルペジオ全体が間延びしないためには歌に寄り添いな

がら自らテンポキープをすることが大事だ。

　しかし難しいのはその後で、Bメロからシーケンスのループが入っ

てくるのだが、このループはサビの細かいビートへつなげる伏線に

なっていて、歌とのノリが若干違って聴こえる。キーボードもこの

ループではなく、歌のリズムに寄り添ってバッキングしているため、

サビでループが提示したリズムが生ドラムに受け継がれ、世界観が

変わって聴こえるのだ。

　ボーカルを中心とする楽曲を演奏する時は、歌をしっかりと聴い

てメロディをメンバー全員が口ずさめるようになるまで理解するこ

とが大事だ。この楽曲は、そうすることによって初めてアンサンブ

ルはまとまっていくのだという証だ。

　よく聴いていないと気づかないが、隠し味で随所にオルガンが楽

曲に色彩を加えている。楽曲全体にではなく、ここぞという部分だ

けの絶妙なさじ加減で、楽曲のストーリーに合わせその場所に適切

な音域でプレイされていて、その混じり具合がとても心地良い。

　2 コーラス目の B メロや間奏後の落ちサビ後半などは、レースの

カーテンのように薄く淡い音色で全体を覆い、エンディングのピア

ノのフレーズには低い音域でジャズっぽい音色が重なっている。さ

らに、アクセントとなるサビの 1 拍目はグリッサンドでかっこ良く

仕上げられている。

歌のノリに合わせたピアノバッキング・・・・

隠し味のオルガン・・・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Donny Hathaway   　
For All We Know

矢野顕子  　
中央線

原曲は 1934 年発表のジャズナンバー。
アメリカのシンガー、ダニー・ハサウェ
イが R・フラックとの共同名義アルバム
でカバーしたものだが、完全に自分の楽
曲として昇華させている。ピアノと歌の
間合いが心に響く。1972年リリース。

稀代のシンガーソングライター、矢野顕
子の 2006 年にリリースされたベストア
ルバム『ひとつだけ』に収録。数々のバー
ジョンがあるが、本作の歌＆ピアノのソ
ロパフォーマンスは情感豊かなプレイが
圧巻。オリジナルはTHE BOOM。

Music Theory

譜例　細かくリズムを感じながら大きくとらえるコードバッキング
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マカロニえんぴつ
レモンパイ

キーボード編 文・鳥居克成

～キーボードで作る楽曲の世界観～

　メンバー全員が音楽大学出身のバンド、マカロニえんぴつが

2018 年にリリースした「レモンパイ」は、青春の甘い恋を描いた

歌詞に軽快でポップなメロディーが心地良い楽曲だ。ドラム、ベース、

ピアノのリズム・アレンジも一体感があり、そこに絡むギターのカッ

ティングも気持ち良い。

　この楽曲は、ポップなラテン風ピアノ・イントロで始まるが、フレー

ズは中南米カリブ海のトリニタード・トバコの伝統音楽である「カ

リプソ」っぽい雰囲気がある（譜例）。ドラム缶をすり鉢状に成形し

て音階を作る楽器「スティール・パン」で有名な音楽と言えばイメー

ジしやすいかもしれない。このイントロのピアノ・フレーズは、リ

フとして随所に登場し楽曲を象徴するものだが、3 拍目の 16 分音

符がシンコペーションしているところがポイントだ。ルート音はあ

えて 4 分音符で動くことで、2 ビート感が増してフレーズが生きて

いる。また、オクターブ・ユニゾンになっている部分にアクセント

がついて躍動感が出ていることも見逃せない。

　イントロでは同じリズムを刻んでいたバス・ドラムが歌に入ると

4 分音符の 4 つ打ちになり、ベースも抜けてピアノとドラムだけに

なる。このアレンジがこの楽曲の需要な要素で、イントロはユニゾ

ンすることによって一体感のある疾走感を出し、歌に入ると落ち着

いた雰囲気を作っているのだ。空間ができることで歌詞がより前に

出てくる効果もある。

　キーボードの音色は、曲中は一般的なピアノの音だが、イントロだけ

「ホンキー・トンク」風な音色になっていて、さらにラテンな雰囲気

が出ていて面白い。ホンキー・トンクとは調律がちゃんとされてない

ピアノのことを指し、「ラグタイム」や「ブギウギ」などの音楽が演奏

されていた20 世紀初頭のアメリカの酒場に置かれているピアノをイ

メージした音色だ。シンセサイザーやエレクトリック・ピアノでも、こ

の音色は入っていると思うので、マルチ・ティンバーで弾く時はピアノ

をレイヤーで重ね、1 つのピアノのディチューンを少しずらせば簡単

に作れる。音色を確認しながらずらしすぎないようにするのがコツだ。

　サビには、アナログ・シンセサイザーの音色で音価の長いカウン

ター・メロディーが入っているが、この音色はノコギリ波（Saw 

Wave）だ。ノコギリ波は Lead などによく使われる音色だが、こ

れをそのまま使うと攻撃的な音色になってしまうので、この楽曲で

はフィルターのカットオフ・フリーケンシー（写真 1）が少し絞ら

れていると思われる。

　もう1つ注目したいのは、大サビ後の落ちサビでの「クラビネット」

の音色だ。ここで出てくるクラビネットは特にエフェクト処理され

ておらず、あえて素の音色で演奏することで、盛り上がり後の落ち

着いた「落ちサビ」を演出している。

軽快さを作り出すラテン風ピアノ・フレーズ
多彩な音色で楽曲のセクションを際立たせる

参考にするなら、この曲もオススメ！

Official 髭男 dism   　
I Love…

Billy Joel  　
Don't Ask Me Why

「ヒゲダン」こと、Official 髭男 dism が
2020 年にリリースした 4 枚目のシン
グルで、ドラマの主題歌にもなった楽曲。
ドラム、ベース、キーボードが同じリズ
ムを刻むことで楽曲の中に空間ができ、
メロディーをうまく前に出している。

アメリカのシンガー・ソング・ライター、
ビリー・ジョエルの7th アルバム『Glass 
Houses』からのシングル。ラテン風ア
レンジに乗るポップなメロディーが心地
良い。間奏のピアノは 15 台ダビングさ
れたとの逸話も残る。1980年リリース。

Music Theory

譜例　イントロなどに出てくるカリプソ風ピアノ・リフ
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Mrs. GREEN APPLE
ロマンチシズム

キーボード編 文・鳥居克成

～オルガンで支えるバンド・サウンド～

　2015 年 メ ジ ャ ー・ デ ビ ュ ー の Mrs. GREEN APPLE が、

2019 年にリリースした 9 枚目のシングルであるこの楽曲は、制

汗剤のコマーシャル曲として流れていたこともあって記憶に新しい。

美しいオーケストラ・アレンジなどの楽曲が多く目立つ彼らだが、「ロ

マンチシズム」のキーボードはオルガン中心で構成されており、軽

快なビートに乗って曲全体に彩りを加えている。

　この楽曲は、ギター中心のアレンジだが、その上で聴こえてくる

オルガンの音色は心地良い。このオルガンの音色は、代表的なオル

ガンとして知られる「ハモンド・オルガン」だ。本来、ドローバー

と呼ばれる 9 本のスライダーを使って音色を作っていくのだが、最

近のシンセサイザーにはオルガンの音作り用にドローバーを搭載し

たモデルも多く見られる（画像）。ピアノの音色とは違って音が減衰

しないので、ロック・オルガンの演奏では歪みの強いギターの音色

に負けないように、9 本のドローバーを全開にして演奏される楽曲

も多い。この楽曲も同様に、ドローバー全開なサウンドからサビの

力強さとボルテージを感じることができる。

　力強いのに心地良さを感じる要因は、オルガンの音色に欠かせな

い「レスリー・スピーカー」の存在だ。これは、低音と高音を別々

のスピーカーで回転させながら鳴らす仕組みになっていて、回転速

度を調節できる。高速回転での音色は非常にスピード感のある音色

だ。この楽曲のサビでも、高速回転の設定で全音符のコード・プレ

イが、軽快なビートに負けないスピード感を出している。レスリー・

スピーカーは、エフェクターとして内蔵されている機種も多い。多

くが「ロータリー・スピーカー」というエフェクト名でプリセット

されていて、回転速度をモジュレーション・ホイールを使って変化

させるのが一般的だ。

　この楽曲で使われているキーボードの音色としては、オルガンの

他に「ハープシコード」「グロッケン」などもある。特に、ハープシコー

ドとオルガンが同じフレーズを交互に弾くアレンジの部分は、サビ

の中で次へ向かう場面展開として重要だ。基本的には歌のメロディー

と同じなのだが、16 分音符の 3 連符を使うことでバロック調のク

ラシカルなフレーズに聴こえる（譜例）。

　2 コーラス目で出てくるこのアレンジは、先にこのフレーズをオ

ルガンが弾き、続いてハープシコードが繰り返しフレーズを弾いて

いる。また、オルガンはフレーズを弾いた後でグリス・ダウンをし

ており、これがハープシコードへ渡すつなぎになっている。オルガ

ン中心のアレンジだが、随所に出てくるハープシコードもこの楽曲

の彩になっているのだ。

力強いオルガンの音色で上がるボルテージ・・

違う音色で繰り返されるフレーズの効果・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

TOTO   　
Rosanna

佐野元春  　
約束の橋

アメリカのバンド、トトの 4th アルバム
『TOTO Ⅳ』に収録。様々なキーボードの
音色で構成されている中、オルガンが重要
な役割を担っている。最後のサビではブラ
ス・セクションとのフレーズの掛け合いが
楽曲を盛り上げる。1982年リリース。

今なお一線で活動を続けるシンガー・ソ
ング・ライター、佐野元春が 1989 年に
リリースした28th シングル。ハモンド・
オルガンのフレーズやコード・プレイが光
る。レスリー・スピーカーの回転を変える
ことでの柔らかさ、力強さも感じ取れる。

Music Theory

譜例　16分音符の3連符（半拍3連符）が光るフレーズ
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「簡単に楽典を学びたい」と考えている女子高校生ギタリスト、歌田メイ。そしてメイの近所に住んでいて

楽典に詳しい謎のロックおやじ、半ズボン先生。メイの兄で先生の一番弟子、歌田ダンの 3 人。彼女たち

と一緒にマンガと文章による解説で楽しく楽典を学びましょう！

著者：辻 伸介／作画：桝田道也

Music Theory
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キャラクター紹介

歌田メイ

半ズボン先生 歌田ダン

音楽とギターをこよなく愛する軽音楽部所属の
女子高校生。師匠とアニキのちょっと変わった
レッスンから、楽典を部活動やバンドに役立て
ようと思っている。

メイの近所に住む楽典マスター。本名や
年齢、経歴などプロフィールは一切謎だ
が、楽典を「ロック」に教えてくれるメ
イの師匠。音楽的「格言」が好き。

メイの兄で、音楽にも詳しい。ギター
やバンドをもっと楽しんでもらうため
にメイを半ズボン先生に紹介。ちょっ
と抜けてる先生のサポート的存在。
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いろいろな記号

　 奏法記号

音符に標語や記号を付けて演奏方法に関することを指示します。

1.　音量に関する記号
　①　アクセント

　　　ある音を他の音より強く（大きな音で）演奏することを指示します。その指示される音符の上や下に
　　　「　　」や「　　」の記号が付記されます。

　②　ピアニッシモ 
　　　ある音やフレーズを弱く（小さな音で）演奏することを指示します。音量の小ささはそれぞれメゾピア
　　　ノ「mp」→ピアノ「p」→ピアニッシモ「pp」→ピアニシッシモ「ppp」の順に小さく演奏することを
　　　意味します。

　③　フォルティッシモ 
　　　ある音やフレーズを強く（大きな音で）演奏することを指示します。音量の大きさはそれぞれメゾフォ
　　　ルテ「mf」→フォルテ「f」→フォルティッシモ「ff」→フォルティッシッシモ（フォルテ・フォルティシモ）
　　　「fff」の順に大きく演奏することを意味します。

　④　クレッシェンド  
　　　だんだん音量を上げて演奏することを指示します。その範囲は〝　　　　　　　　　　　　〟によって
　　　指示されます。

　⑤　デクレッシェンド  
　　　だんだん音量を下げて演奏することを指示します。その範囲は〝　  　　　　　　　　　　〟によって
　　　指示されます。
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2.　演奏の仕方（表情の付け方）に関する記号
　①　スタッカート 
　　　音を短く切って演奏することを指示します。音符の上下に点が付けられます。

　②　テヌート  
　　　音の長さを十分に保って演奏することを指示します。音符の上下に短い横線が引かれます。

　③　レガート  
　　　音を切らずに滑らかに演奏することを指示します。その範囲は「スラー」と呼ばれる弧線によっ
　　　て指示されます。

　④　チョーキング 
　　　ギターやベースで弦を押し上げて（あるいは下げて）、音程を変化させることを指示します。普通半音
　　　〜２音変化させる場合が多く、ロックには欠かせない奏法の 1 つです。弦を押し上げた状態で弾いても
　　　との音に戻す「チョーキング・ダウン」、チョーキングしておいてビブラートをかける「チョーキング・
　　　ビブラート」などもあります。

　⑤　トリル 
　　　主となる音と、その半音下（あるいは半音上など）の音をできるだけ速く交互に演奏することを指示し
　　　ます。音符の上に波線が付けられます。

　⑥　グリッサンド 
　　　２つの音の間をスライドさせて演奏することを指示します。ロックでは始まりの音は決まっていないこ
　　　ともあり、指板や鍵盤をテンポやリズムに合わせてスライドさせる奏法全般を指すこともあります。グ
　　　リス、グリスダウンとも言われます。

スタッカート

スラー

テヌート

 チョーキング

トリル グリッサンド

ハーフ・チョーキング
 チョーキング・ダウン  ハーフ・チョーキング・ダウン
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Music Theory

いろいろな記号

　④　アルペジオ 

　　　和音を一度に発音するのではなく、低い音（あるいは高い音）から順番に演奏することを指示します。
　　　日本では「分散和音」とも言い、1つのコードを1音ずつ（あるいは複数音）順番にテンポに合わせて
　　　演奏すること全般を指すこともあります。

　⑧　オクターブ記号　

　　　五線譜上の音符を、記されているよりも１オクターブ上げて（あるいは下げて）演奏することを指示し
　　　ます。その範囲は「8va」の標語と点線によって表されます。音符の上に記されていればオクターブ上で、
　　　下であればオクターブ下で演奏するという意味になります。

　　　　実際に演奏する音程

3.　バウンス記号
　基本となるリズムの取り方を「バウンス（跳ねる）」することを指示します。記譜通り（イーブン）ではなく、
８分音符や１６分音符の裏拍を3連符の3つ目ととって演奏することを指示します。

ロックギターやベースでは、ある種エレキ弦楽器独特と言っても良い特殊な奏法がたくさんある。
弦を弾いたあとに左手の指で弦を叩いて音を出す「ハンマリング・オン（H）」、逆に弦を弾いたあ
とに左手の指で弦をはじいて音を出す「プリング・オフ（P）」、弦を弾いたあとに違う音までフレッ
トをそのまま移動させる「スライド（S、Sl.）」、右手をブリッジの上などに置きながらピッキング
する「ミュート奏法（Mute）」…など。現在ではこれらを譜面上で表すための奏法記号が次々生
まれているが、コピーする時は実際の演奏をよく聴いてニュアンスまでコピーしよう！

シャッフルやハーフタイム・シャッフルの曲の場合も本来の拍子は４拍子や２拍子であることを意
識しよう。例えば、シャッフルは8分の12拍子ではなく、4分の4拍子で感じることが大切だ
ということである。バウンス記号はある意味ロック独特の表記だと言えよう。また、曲によっては
演奏者の加減でキッチリ3連ではなく少しルーズにハネることもある。

実際に演奏する符割り
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　  小節の記譜省略記号

譜面表記の時に同じ音または同じ音型やパターンが連続している場合は、その記譜を省略することがあります。

　①　記譜省略記号
　　　前の小節とまったく同じことを演奏することを指示します。何小節ぶんなのかは点で囲まれた斜め線の
　　　数で示され、小節数が多い時はその数を数字で表記します。コードネームの省略やドラム譜の上半身部
　　　（あるいは下半身部）などにも使われます。

　　　　１小節繰り返し

　　　　２小節繰り返し

　　　　４小節繰り返し

　　　　上半身部のみ繰り返し

　②　シミーレ 
　　　以下同様に演奏するということを指示します。略して「sim.」と表記されることもあります。

よく誤解されているが、シミーレは「リピートマーク」ではない。「このあとはこんなカンジで続
けてください」という意味だ。ミュージシャンそれぞれの感性に任されているポピュラー・ミュー
ジックに適した記号だ。ロックはシミーレの音楽だと言っても過言ではなかろう！
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Music Theory

速度記号で謹賀新年 !

　速度記号

楽曲の速さ（テンポ）を表す記号のことを速度記号と言います。普通、譜面の楽曲タイトル部分の左横に表記
されます。現代のポピュラー・ミュージックではメトロノーム表記で示されることが多く、音符＝数字、また
は M.M. ＝数字のように表されます。M.M. とは「メルチェル（メトロノームを作った人の名前）のメトロノー
ム」と言う意味の略称です。最近では DAW（Digital Audio Workstation ＝パソコンで音楽を作っていくこと）
の普及から、BPM（Beats Per Minute）という言い方をする場合もあります。120 BPM は♩＝ 120 と
同じ意味です。

1.　メトロノーム表記
　４分音符などが１分間に何回（何拍）あるかを指示します。曲中にテンポが変わる場合にはそのつどその小
節の最初に表記します。

　例）4 分音符が 1 分間に 120 回という意味

　★ロックの場合、下記のような表現でだいたいのテンポを示すことがあります。
　　スロー（Slow）、スローバラード（Slow  Ballad）　→　♩＝ 60 〜 80
　　ミディアムスロー（Medium  Slow）、ミドルテンポ（Middle  Tempo）　→　♩＝ 100 前後
　　アップテンポ（Up  tempo）、ファスト（Fast）　→　♩＝ 140 以上

　★テンポや拍子を変えずに、テンポが変化したように演奏する場合の表現もあります。
　　ハーフタイム　→　例えば 4 分の 4 拍子を 2 分の 2 拍子のように感じて演奏します。テンポが半分に
　　　　　　　　　　　遅くなったように聴こえるためこう呼ばれます。
　　倍転　→　例えば 4 分の 4 拍子の 1 小節を 2 小節のように演奏します。テンポが倍に速くなったよう
　　　　　　　に聴こえるためこう呼ばれます。

2.　速度を変化することを意味する記号や標語またはその略号
　メトロノーム表記によって指示された楽曲のテンポが、曲中やエンディングなどで変化する場合には、下の
記号や標語またはその略号が表記されます。

　①　フェルマータ  
　　　音符や休符の上に記号「　　」が付けられた音符や休符は、その長さを適当（普通２〜３倍）に伸ばし
　　　て演奏することを指示します。ロックではエンディング・ロールに使用されることが多く、その場合は
　　　特に長さを決めないで音を伸ばすことがほとんどです。

　②　リタルダンド  
　　　そこからだんだん遅く演奏することを指示します。略して「rit.（リット）」と表記されることが一般的です。
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　③　アッチェレランド  
　　　そこからだんだん速く演奏することを指示します。略して「accel.（アッチェル）」と表記されることが
　　　一般的です。

　④　ア・テンポ  
　　　リットやアッチェルしたあと、標語「a tempo」からもとのテンポに戻ることを指示します。日本のポ
　　　ピュラー・ミュージックでは、そのままのテンポで、という意味で「in tempo（イン・テンポ）」と記
　　　される場合もあります。

　　　　例）♪ Happy Birthday To You の後半部分

　⑤　テンポ・ルバート 
　　　特にテンポを指定せずに演奏者に任せることを指示します。ボーカルなどの旋律がある場合、その抑揚
　　　に合わせてテンポや強弱を付けて演奏します。完全にテンポが自由というより、設定された基本のテン
　　　ポよりやや遅めにゆるやかに演奏するのが一般的です。自由なテンポで、という意味で「tempo free（テ
　　　ンポ・フリー）」と記される場合もあります。

「だんだん」とか「適当な」など曖昧な表現が多いが、このへんはケースバイケースだったりする
ので、その加減が難しいところだ。しかし、こういった部分に個々の音楽的なセンスがあらわれ
るものとも言えよう！  頑張ってセンスを磨こう！
テンポは人間の感情に訴えかける大事なものだ。速いテンポは軽快に元気良く感じ、遅いテンポ
はゆったりとリラックスした気持ちになる。演奏中に感情の流れにそぐわないテンポの乱れがあ
ると、アップテンポでもスローテンポでも心地良くない。また、毎回同じ表情を演奏で出すため

には毎回同じテンポで演奏する必要がある。プロのレコーディング現場ではテンポを１上げる（または下げる）か
どうかを決めるのに時間をかける。楽曲には「ベストテンポ」があり、テンポが１違うだけで楽曲の表情がガラッ
と変わるからだ。走ったあとは心拍数が上がるため感覚的にいつもより速いテンポで演奏してしまったり、寝起き
や体がダルい時はいつもより遅くなったりするので、個人練習やバンド練習に関わらず、いつもメトロノームでテ
ンポを確認しながら練習しよう。
ポピュラー・ミュージック用のメトロノームは基準が♩＝ 120 になっている。なぜなのか正確にはわからないが、
♩＝ 60 は１分間に４分音符が 60 回、すなわち１秒ということなので、♩＝ 120 は 0.5 秒でわかりやすいから
だろうと思われる。クラシックの標語による速度記号では「Moderato（モデラート）」が「中くらいの速さで」と
いう意味で、だいたい♩＝ 85 〜 120 ぐらい。「Allegretto（アレグレット）」が「やや軽快に」という意味で、
だいたい♩＝ 105 〜 130 ぐらいだ。行進曲（マーチ）は基本的に♩＝ 120 なので、軽快に歩いているかちょっ
と早足ぐらいが基準ということだ。
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ー 様々なアーティストが日々情報を発信し、

活動していますが、YouTube や SNS が隆盛

している現代において、大切なポイントを教え

てください

志鎌：ステージでパフォーマンスをするのと同じ

で、「魅力的なコンテンツを発信し続ける」とい

うことを心がけることが大切です。自分が出した

コンテンツの先には、それを受け取る人たちが

いて、その人たちがどう思うのかを常に考えて、

発信をする…。そこにまで気を遣える人たちの

コンテンツが生き残っていくのだと思います。

　大切なポイントは、まずは好きなことをやっ

てみることです。自分が「良い」と思ったこと

をやってみて、「違うな…」と思ったら修正する。

トライ＆エラーの繰り返しだと思います。たと

え、なかなか結果が出なかったとしても、日々

修正を加えていき、受け取り側の人たちが幸せ

になれたり、喜んでもらうために、常にブラッ

シュアップを心がけたいですね。それが「自己

プロデュース」につながると思っています。

　あとは、好きなことを真似ることから始まる

と思うので、写真の撮り方から服装から、発信

の仕方まで、まずは真似をしてみて、それが自

分にフィットするか、しないかですよね。フィッ

トしたら続けるべきだし、違うと感じたら変え

るべきで…。まずは、真似をすることが大切だ

と思います。

ー 昨今「デュアルキャリア」というワードを

耳にすることが多くなりました。メリットや注

目されている要因は、どのあたりにあるので

しょうか？

志鎌：これまでは「音楽は芸の道だから、それ

に集中しなさい」という考え方が主流だったと

思うのですが、「実は、そうじゃないんじゃな

い？」というのが「アーティスト・デュアルキャ

リア」の考え方です。「音楽を一生続けていく

ために、仕事もしっかりやる」という考え方で

すね。例えば、年相応な平均年収を稼いでいれ

ば、家賃が払えて、おいしいご飯も食べられて、

おしゃれもできて、彼女や彼氏とのデートもで

きるわけですよね。

　アスリートの世界に目を向けてみると、ス

ポーツの世界ではアスリートの第二の人生を充

実させるための「アスリート・デュアルキャリ

ア」の情報をたくさん見つけることができま

す。アスリートの世界はとても厳しくて、競技

にもよりますが、25 歳で現役の区切りをつけ

るケースが多いようです。

　また、興味深いレポートがあって、トップア

スリートが一番不安に思っていることは「収入」

ということでした。十分に「強化費」が貰えな

い場合は自己財源を切り崩していくことにな

り、親族からの支援も必要になってくる。バッ

クアップ体制があるアスリートと、そうでない

アスリートでは、レース前から結果が出てしま

いますよね。「在学中にコーチから『卒業後、

仕事はどうするんだ？』と一言でも言って欲し

かった」というコメントがあったことに、僕は

衝撃を受けたんです。そういう不安を払拭する

ために、人生の早い段階で仕事を意識すること

はプラスに働くのだと思います。それは芸術家

やアーティストも同じだと考えています。

　ただ、僕たちの世界は「アーティスト」なので、

「アスリート」のように活動期限があるわけでは

ありません。一生音楽を磨き続けていけるわけ

で…。「アーティスト活動」とは「音楽と仕事の『二

刀流』の活動」である、と胸を張って言える世

の中を10 年後に創る！というミッションを達成す

るため、本校では今年度から啓蒙活動をスター

トさせたところです。音楽も人生、大事な2つ、

どちらも犠牲にしないということですね。

ー 最後に、音楽やエンターテイメントの世界

で活動したいと考えている高校生にメッセージ

をお願いします

志鎌：音楽の世界だけでなく、どの業界にも通

じることですが、やはり「挨拶」「時間を守る」

「人を裏切らない」「謙虚である」…これだけは

忘れてはいけないし、この 4 つをしっかりや

れば生きていけると思います。これらの要素が

ないと、いくら美人でも、いくらスタイルが良

くても、いくら歌やギターが上手でも、絶対に

長続きはしないので、「人間的にしっかりとし

ましょう」と伝えたいですね。

　守れていなくても、何とかやっていけるのは

若い時だけです。「若さ」という期間限定のと

てつもない輝きが消えた時、これらのことがで

きていない人たちはいなくなります。ただし、

若いうちは「若さ」をトップ・プライオリティに持っ

てきた方が良いと思います。若い人たちは若さ

を売りにするべき、それにプラスして、自分か

ら積極的に挨拶をしたり、約束の時間を守った

り、謙虚な姿勢を併せ持っておくと、入れ替わ

りの激しい世界でも生き残っていけるのではな

いでしょうか。それから、未成年のうちは両親

や家族とのコミュニケーションもしっかりと取っ

て、アドバイスを得るようにして欲しいですね。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

音楽を一生続けていく音楽を一生続けていく
ために大切なことために大切なこと

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や

業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界な

のでしょうか。今回はアーティスト活動を続

ける上での「アーティスト・デュアルキャリ

ア」の重要性について、日本工学院専門学校 

ミュージックカレッジ ミュージックアーティ

スト科の志鎌先生に伺いました。日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

▲音楽を一生続けるために「二刀流」を応援します
（写真：左から　志鎌先生、多田先生）

アーティスト
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ー 照明の仕事全般について教えてください

龍野：軽音楽部に在籍している生徒の皆さん

はわかると思うのですが、照明の仕事はコン

サートやライブが主体になっており、他には

日本だと和太鼓や三味線などの「和もの」を

はじめ、「洋もの」ではバレエや古典芸能など

があります。それから、お芝居やミュージカル、

オペラなどにも照明は付きものです。ちなみ

に、これらの「舞台照明」以外に、商業施設

や飲食店に向けた「店舗照明」も照明にまつ

わる仕事の 1 つです。本校ではコンサートや

ホテルの照明の仕事に就く卒業生が多く、全

国にある有名テーマパークに就職する卒業生

もいます。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教え

てください

龍野：特に知識は必要なく、「日本は 100V

です」ということがわかれば、良いと思います。

これは私自身の経験になるのですが、若い頃

にバンド活動をしていたおかげで「リズム感」

が体に備わっているのと「楽譜を読める」と

いうのが、すごく助かりました。クラシック

音楽の現場に多いのですが、照明担当にも譜

面が渡されるんです。その譜面を追いながら

オペレートすることになるのですが、「今、ど

こを演奏しているんだろう？」というのがわ

からないと仕事にならないんです。私が多少

の譜面を読める人間だったので、新人にもか

かわらず大抜擢されたことがありました。そ

もそも、音楽や楽器に親しんでいるとアーティ

ストが演奏を始めた瞬間から、その世界に入

り込めるし、楽曲の起伏や「次は、こんな展

開が来るのかな…？」という勘も働くので、

照明の世界では「強み」になると思います。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

龍野：音響と照明を比較すると、照明は視覚

的に飛び込んでくるので、わかりやすいんで

すよね。ステージに立っているアーティスト

や演者が、自分のオペレートが良い時は「照明、

すごく良かったです！」という風に言ってく

れますし、良くない時はダメな点を指摘して

くれるんです。もちろん会場にいる観客も同

時に盛り上がってくれますし、例えば、音楽

フェスティバルの現場では音響や照明のブー

スの周りは観客ばかりですので、そこでの感

動は一際大きいです。そのやりがいを感じら

れるところが楽しい部分だと思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

龍野：いわゆる「3K（キツイ・汚い・危険）」

に近いところでしょうか…。会場に入る時間

は照明が一番早く、終演後、会場を後にする

のも照明が一番遅いです。それから、音響も

重たい機材がありますが、照明も同様、かつ

物量が多く、細かい部品やパーツもあります。

ドームでのコンサートの場合、スポットライ

トだけで何千台…という数になるんです。

　それから、「緊張感」ですね。照明のプラン

ニングが思い浮かばない時が辛いです。アー

ティストからの要望も受けながら、照明の設

計図を作らなくてはいけないのですが、なか

なかひらめかなかったり、ありきたりになり

がちなところが大変に感じます。ただ、本番

が終わって、客電を点けたところで「うまく

いって良かった…」という達成感を感じるん

ですよね。その感動やホッとした瞬間がある

から、僕自身も長年続けてこれたと思います。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか

龍野：まずは「好きな気持ち」ですね。僕自身、

「本当に照明が好きなんだな…」と思います。

どの現場やプロジェクトもワクワクしますし、

もちろん緊張もします。ですが、本番を無事

に終えられた時のホッとした気持ちは何物に

も変え難いものがあるので、いつもフレッシュ

な気持ちで臨んでいます。

　そういう、いろいろなことに興味や関心を

持ち続けるという「好き」の部分と、体力。

そして、「負けないぞ！」という根気でしょう

か。これは照明の業界に限ったことではあり

ませんが、仕事を続けていると、どうしても

壁にぶつかってしまうことがあります。それ

を乗り越える気持ちが大切です。

　私は学生に「高校生の頃は、ただ単に遊ん

でいただけだったものを、意識を持って遊ん

でください」と伝えています。例えば、コンサー

ト会場に足を運んだとしたら、今までは純粋

にコンサートを楽しんでいただけだったとこ

ろを、これからは「あの照明は、どの方向か

ら当てているのだろう？」とか「何人くらい

のスタッフさんがいるのかな？」という視点

で見てみたり、考えながら過ごすことができ

ると良いな…と思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

光でステージを光でステージを
演出する仕事です演出する仕事です

音楽やエンターテイメントに関する職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回は照明にまつわる仕事につい

て、専門学校東京ビジュアルアーツ／音楽総

合学科照明コースの龍野先生に伺いました。専門学校東京ビジュアルアーツ

▲調光卓を使用して、灯体をコントロールします

照明



音楽が好きなあなたへオススメの

音楽総合学科

授業は実習をメインに、業界の第一線で
活躍するプロが少人数体制で直接指導。
徹底的に現場を意識した設備・環境の中
で学びながら、2 年間で現場の即戦力と
なる人材へと導きます！ VOCAL/GUITAR/BASS/DRUMVOCAL/GUITAR/BASS/DRUM

RECORDINGRECORDING

SOUND CREATOR

STAGE LIGHTINGPUBLIC ADDRESS

初めてでも大丈夫！
レコーディングの仕込みから
録音、MIXまでの流れを
一緒に作っていきましょう！

はじめてのレコーディング体験はじめてのレコーディング体験

予約はこちら予約はこちら

第一線で活躍するプロが直接指導！
実践的カリキュラムで憧れの業界へ

初めてでも大丈夫！

予約はこちら予約はこちら

音響：最新の音響機材が整ったライブホールで、サウンドチェックから
本番まで、PAエンジニアのお仕事を体験してみよう！
照明：アーティストの楽曲に合わせて照明のプランニングを立てて、
実際に機材を操作してライブ照明にチャレンジしてみよう！

プロ仕様のライブホールでスタッフ体験！

はじめてのライブPA・照明体験

サウンドクリエイター体験

メロディーの作り方なんて何もわからない！そんなあなたも大丈夫！
音楽の3要素、メロディー・ハーモニー（コード）・リズムを使って
メロディーを理論的に組み立てる方法を教えます！
まずはコードを自分で選び、メロディーをつけてみよう！

予約はこちら予約はこちら

作曲を理論的に学んでメロディーを組み立ててみよう！

サウンドクリエイター体験

パート別！マンツーマンレッスン

現役のプロミュージシャンでもある本校の講師が一人ひとりのレベルに
合わせて丁寧にレッスンを行います！基本のテクニックレッスンは
もちろん、演奏の悩みをプロに聞いてもらう貴重なチャンスです！

ボーカル ギター ベース ドラム キーボード

予約はこちら

現役のプロミュージシャンによる本格パート別レッスン！

パート別！マンツーマンレッスン

初めてでも大丈夫！

初めての人向け！
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ー 照明にまつわる仕事全般について教えてく

ださい

野田：照明の仕事はコンサートやイベントをは

じめ、演劇やテレビなど、様々な演目に携わる

ことになります。具体的には、それぞれの現場

に相応しい灯体や機材を選ぶところから始ま

り、現場で色味や動きをプログラミングし、本

番では曲のキッカケや事前に決められたタイミ

ングに合わせてスイッチを押して、明かりをコ

ントロールする…という仕事です。

　本校に入学する学生の大半はコンサートやラ

イブを見て、照明に興味を持った…という人が

多いのですが、その他にも、単純にお芝居を見

たり、音楽を聴くのが好きで、そういった中で

「自分も裏方として、この業界の仕事に携わり

たい」という動機で進学を希望する学生もたく

さんいます。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

野田：特に「入学前に、これをした方が良いで

す」というものはないのですが、実際に仕事を

していく中で電流や電圧といった「電気」の知

識が必要になるので、それらの簡単な復習がで

きると良いですね。また、機材の重量や積載量

を計算する場面も多々あるので、数学の知識も

今のうちから蓄えておけると、将来も役立てる

ことができると思います。

　仕事になると、好き／嫌いにかかわらず、い

ろいろな分野の照明に携わったり、様々なジャ

ンルの音楽を聴いたり、お芝居を見たり…とい

うことが多くなるので、学生のうちからライブ

映像やミュージックビデオを見たり、音楽番組

を視聴するなど、いろいろな映像作品を見て、

その中で「かっこ良いな…」と思った照明や演

出のメモを取り、自分の知識としておくのは高

校生のうちからできて、実際に照明の仕事に携

わることになってからも生かしていけることで

はないでしょうか。

　なお、楽器を演奏できたり、譜面が読めると

いうのは、できるに越したことはないですが、

必須ではありません。照明のプランを考える際

に、いわゆる「譜割」といって、A メロが何小

節で、B メロが何小節で…という数え方をす

るので、そういう場面では軽音楽部や吹奏楽部

出身の人は入り込みやすいのではないでしょう

か。コンサート系の照明に携わるのであれば、

そのスキルは重宝すると思います。一方、演劇

系の照明はまったく異なり、「決められたキッ

カケを逃さずに反応する」という反射神経に通

じる部分の方が重要なので、楽譜を読めたり、

楽器を演奏できるというのは、そこまで重要な

ポイントではないと考えています。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

野田：照明の効果は目に見えてわかるものなの

で、出演者や観客の反応を身近に感じられると

ころが楽しい部分だと思います。実際に演者の

方から「この曲の、あの照明がかっこ良かっ

た！」と言っていただけたり、コロナ禍以前の

ことになりますが、コンサートの現場でも会場

がザワザワ…としている中、定刻になって会場

が暗転し、「おお〜！」という大歓声を聞くこ

とができるなど、照明に対するレスポンスを肌

で感じられるのが醍醐味です。そのキッカケを

照明担当である自分が握っているので、責任重

大なのですが、やりがいを感じられるシーンの

1つだと思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

野田：どうしても、本番前日は夜遅くまでの作

業になりがちなので、大変な部分の 1 つです。

加えて、野外でのコンサートの場合は空が暗く

ならないと照明が映えないので、必然的に夜間

の仕事になります。また、照明の仕事は大きな

機材を運んだり、重たい灯体を取り付ける場面

も多々あるので、体力に自信のない人は大変に

感じてしまうかもしれません。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3つほど教えてください

野田：一番大切なことは、コンサートやイベン

トなどを「好きでいること」だと思います。好

きだからこそ、頑張ろう！と思えますし、夜遅

くの作業になってしまっても、かっこ良くしよ

う！という思いがあるなど、気持ちの部分が挙

げられます。

　2 つ目は、たくさんの人たちと協力して、1

つのものを作り上げることができる「協調性」。

3 つ目は、新しい機材や技術が次々と登場した

り、便利な環境が整ってきている中で、常に新

しいことに挑戦し、学ぼうとする「チャレンジ

精神」です。照明の仕事は学校で教わること以

上に、現場で学ぶことが多いので、どんなこと

でも勉強するぞ！という気持ちで取り組める姿

勢が大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

観客の反応を肌で観客の反応を肌で
感じられる仕事です感じられる仕事です

音楽やエンターテイメントに関する職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回は照明にまつわる仕事につ

いて、専門学校名古屋ビジュアルアーツ／音

響学科 照明コースの野田先生に伺いました。専門学校名古屋ビジュアルアーツ

▲ミュージシャンを交えたホールでのライブ実習の様子

照明









特定非営利活動法人

全国学校軽音楽部協会

軽音楽部は高校生の間で人気の高い部活動です。軽音楽部というと「音楽が好き」や「楽器

演奏が楽しい」といった点が注目されますが、それだけではありません。バンドに大切な

のはコミュニケーションとクリエイティビティとチームワークとエンターテイメントです。

軽音楽部は社会に出てから必要とされるこれらの能力を音楽やバンド活動を通して学ぶこと

ができる部活動です。バンド活動はメンバー同士で相談しないと何も進みません。軽音楽部

での活動を通して、自分の意見を伝えたり、相手の意見を聞くことで「コミュニケーション力」

や「協調性」を育むことができます。

エンターテイメントバンドは だ！


